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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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──それは、人間をただの奇き蹟せきに貶おとしめる回路。
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　その日。

　荒野のただ中で、朱と鷺き頭とう玻は璃りは生きていた。

（……イザ、ヤ……）

　踏み出す素足が、焼けるようだ。

（……イザヤ……兄にい様さま……）

　お気に入りの白いドレスは、とうに破けている。自慢だった髪もざんばらに乱れ、今や砂と汗の臭においしかしない。朧おぼろな視界に入るのは、砕くだけた遺い跡せきの壁かべや、横倒しになった戦車、ひしゃげて炎をあげる戦せん闘とうヘリの残ざん骸がいに──夥おびただしいまでの、黒ずんだ死体ばかり。

　そう。

　みんな、死んでいた。

　玻璃以外は、みんなみんな死んでいた。

　黒くなって、小さくなって、膝ひざを抱え込むようにして死んでいた。

　ああ、そうだ。

　みんな、あれに焼かれたのだ。

　あれが嗤わらうみたいに嘶いななき、ほんの少し息を吹きかけただけで、人間も戦車も建物も、例外なく焼かれていった。その吐と息いきに焼かれて無事なものなど何ひとつ存在せず、仮にも都と言われた土地は、ただの数分で荒野と化していた。

（……イザヤ……兄様は……どこ……？）

　水分を求めて、犬みたいに舌が出る。

　そんな自分をみっともないと思う脳も、どろどろに溶けてしまっていた。足が動いているのだって単なる本能で、玻璃の意思なんてこれっぽっちも介かい在ざいしていない。

　ただ。

　脳でさえないどこかが、思った。

　死ねない。

　こんなところで、死ねるはずがない。

　いいや、どうせ死んでしまうのなら、あの少年のそばがいい。たとえ死体であろうとイザヤ兄様さえ見つけられれば、朱鷺頭玻璃は潔いさぎよくその場で斃たおれよう。

　だから、ひびわれた唇も、あの少年とよく口ずさんだ祈りを選んだのだろう。




『──天にまします我われらの父よ

　　　願ねがわくば御み名なの尊まれんことを　御み国くにの来たらんことを』




　主の祈り。

　楽しいときも、悲しいときも口にした賛さん美び歌か。

　三日前は、玻は璃りの誕たん生じよう日びだった。

　世界最高の聖地で、玻璃の賢けん信しんの秘ひ蹟せきを執り行う約束だったのだ。だから、玻璃を連れてきた父・朱と鷺き頭とう出いず海みも、面めん倒どうくさそうにスーツを着て、多くの人と談だん笑しようしていたのだった。玻璃はイザヤ兄にい様さまを連れ回して、この都市のあちこちで買い食いを楽しんだものだった。

　なのに、今は。




『──御み旨むねの天に行わるる如ごとく、地にも行われんことを

　　　われらの日用の糧かてを、今日きようわれらに与えたまえ

　　　われらが人に赦ゆるす如く、われらの罪を赦したまえ』




　謳うたう。

　荒野の死体を、搔かき分けるようにして謳う。

　ごめんなさいと言う代わりに、何もしてあげられない代わりに謳った。神様がいてもいなくてもいいから、せめてこの人たちが安らかなところに逝ゆけるようにと。

　……息が苦しい。

　酸素が足りないというよりも、もっと根本的な何かが足りない気がした。そのせいで喉のどがひきつれて、胸の内側から潰つぶれてしまうような気がした。

　きゅう、と音がした。

　その発生源を知って、玻璃は微苦笑する。

　馬ば鹿かみたいだ。

　こんなときでも、おなかが鳴るなんて。

　そして、




「──玻璃」




　と、声があったのだ。

　つられて、目を開く。

　どれぐらい、自分はぼおっとしていたのだろう。

「あ……」

　夢見た少年が、そこで微笑していたのだ。

　短い、癖くせっ毛けの髪。

　こちらを真まっ直すぐ見つめる、力強い黒こく瞳どう。

　九く瀬ぜ諫いざ也や。

　玻璃よりも二歳ほど上、十五歳の身体からだには聖職衣カソツクを纏まとっていた。

　足元から襟えり元もとまでをくまなく覆おおう、神父の正装だ。細い首からは紫むらさきの肩帯ストラを垂らし、胸元には素朴な十字架をさげている。

　そのすべてがぼろぼろになっていたけれど、確たしかに少年は生きていた。

　この真っ黒な世界で、生きていてくれた。

「あ……」

　言葉にならない。

　喉のどを詰まらせた玻は璃りに、少年が手を伸ばす。

「玻璃、良かった。本当に良かった。君にはきっと、神様がついてる」

「イザ……ヤ……兄にい様さま……」

　嗄かれた声とともに、熱あついものが頰ほおを流れた。いまさら隠そうとも思わなかった。流れるままに任せて、玻璃は少年に倒れ込む。

　歓かん喜きとともに、大好きな名前をもう一度呟つぶやく。

「イザヤ……兄様……」

　ああ。

　どうして、このとき玻璃は思ったのだろう。




　このまま……イザヤ兄様を、喰べてしまいたいだなんて。





[image: †]






　──さあ。

　　　噓うそまみれの舞ぶ台たいの、幕を開こう。
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１






　たとえば、だ。




　一年間、他人のふりをしろと言われれば、あなたはどうするだろう？

　報ほう酬しゆうは、残り一生を遊んで暮らせるほど。成功失敗にかかわらず、一年間、ふりさえ続けてくれればいいとのこと。

　くわえて、当時は牢ろう獄ごくの中。

　孤児院を出た後は、たいていろくでもない生活だったせいで、捕まった理由も覚えてない。

　確たしか、つまらない喧けん嘩かか何かだったと思う。

　とにかく、むかついた看かん守しゆを殴ったり、脱走に失敗したりした結果として、懲ちよう役えき期間に三倍以上のおまけが決定したところ。

　周囲からの睨にらまれぶりを考えれば、そのおまけだってまともに過ごせるか分からない。適当な理由で身体からだの一部を失ったり、事故死させられた囚しゆう人じんなんて、自分が見てきただけで両手の指に余る。ああ、看守を殴った罰に着せられた拘こう束そく服ふくなんて、たった十分で頭がおかしくなりそうだった。

　真っ当な少年法とやらに照らせば間違いだらけだが、独自の規律で動いている刑事施設なんて、いくらでも転がっているだろう。

　その神父が面会にやってきたのは、まあ、そんなときだった。

　断れば、牢獄へ逆戻り。

　とりあえず、あの看守と拘束服は笑顔えがおで出迎えてくれるはずだ。

　…………。

　…………。

　…………。

　…………。

　……さて。

　もう一度、訊きこう。

　もしも、あなただったら、どうする？
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「……では、あなたは今日きようから九く瀬ぜ諫いざ也やということで。うん、ここからはイザヤと呼ばせていただきましょうか」

「だから分かってるっつの、糞くそ眼帯！」

　吐き捨てるように言って、少年──イザヤは、車のドアに頰ほお杖づえをついた。

　ふてくされた横顔は十七歳ほど。短い癖くせっ毛けの髪と、拗すねているようなのにどこか力強い黒こく瞳どうが、妙に印象的だった。

　身体からだに纏まとっているのは、漆しつ黒こくの聖職衣カソツク。

　足元から襟えり元もとまでをくまなく覆おおう、聖せい霊れい教きようの司祭の服装だ。正統なそれからはアレンジされているようだが、あるべき基本は外していない。ややラフなところも相まって、このイザヤという少年にはよく似合っていた。

「その喋しやべり方かたも改めていただかないと」

　ハンドルを握ったまま、運転手の青年が視し線せんだけ向けてくる。

「そろそろ以前の生活の癖を抜いてくださいね。ここからのあなたは品行方正な神父。それも学校内の教会なんですから。日本の中学生、高校生──ええ、何かと誘ゆう惑わく多い年とし頃ごろの良き模も範はんになっていただかないと」

（つうか、それをお前が言うな！）

　思わず内心でつっこみながら、イザヤは、同じ聖職衣カソツクを着た運転手を見返した。

　少年も聖せい職しよく者しやとしては癖の強い顔つきだったが、この青年の問題は、その左目に堂々と居座っていた。

　眼帯である。

　ゴージャスな獅し子しの刺し繡しゆうをいれた、まるで歌劇オペラみたいな眼帯で、青年神父は左目を覆っていたのだ。一見不敬極きわまりない格好なのだが、この神父がするとなぜだか許せてしまうような、そんな雰囲気をも漂わせていた。

　カルロ・クレメンティ。

　イザヤの知る──それがこの奇妙な神父の名であった。

　ふん、とイザヤは鼻を鳴らす。

「要するに、この車を降りたら、丁てい寧ねいにもったいぶってそれっぽく喋ればいいんだろうが」

「頭で分かってることと、実行できることは全然違いますよ」

「はっ。それが区別できなきゃ、ただの馬ば鹿かだ」

「では、ルカによる福音書15─４」

「──『あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十九匹を野原に残して、見失った一匹を見つけだすまで探し回らないだろうか』。どう考えても、九十九匹ほっぽりだした羊飼いは頭に蛆うじがわいてるけどな」

「素す晴ばらしい……」

　うっとりと右目を細め、カルロ神父は賞しよう賛さんした。

　そのまま、なんとも勿もつ体たいなさそうに、大おお袈げ裟さにかぶりを振る。

「ああ、せっかく記き憶おく力りよくは抜群なのに。後はもう少し真ま面じ目めにさえやってくれれば、文句なしなんですけどねえ」

「うるせえ！　この四ヶ月間、ひたすらお勉強させやがったのはてめえだろうが！」

　ああ。

　本当に、本当に地じ獄ごくだったのだ。

　今みたいな聖典の丸暗記なんて序の口、基本的なディベート技術から司祭としての知ち識しき、毎日の祈りはもちろん、細々としたミサの執り行い方や聖せい霊れい教きようの歴史の隅すみ々ずみまで、徹てつ底てい的てきに叩たたき込まれた。勉強のスケジュールは分刻みで、ちゃんと学習できているかというテストは半日ごとに到来したものである。

　いっそ、あの牢ろう獄ごくに戻してくれと、何度イザヤは願ねがったことか。

「あっはっは、とりあえず脅おどし程度のつもりで、過密スケジュールを組んだんですよ。そしたら本当に四ヶ月で覚えちゃうんですもん。いやあ物は試しとこの国では言うそうですが、本当ですねえ」

「……てめえ、いつか絶対、口からヘドロ突っ込んで死なす」

　奥歯を軋きしらせ、イザヤがバックミラー越しに睨にらみつける。

「あ、そんなおっかない視し線せん、九く瀬ぜ諫いざ也やはしませんってば！」

「適当に言ってねえだろうな」

　とはいえ、今の場合、神父の言葉にも正当性があった。

　渡された資料の限りだと、『九瀬諫也』は、極きわめて穏おん和わな優ゆう等とう生せいであったらしい。たった十四歳で司祭として正式な叙階を受けたことも異例なら、そのほかの経歴も目を剝むくほどに優秀で──模も範はん的てきであった。

（……ふん）

　そんな人生の、何が楽しいのか。

　それとも。

　生まれた環かん境きようによっては、違うのだろうか。

　イザヤもまた、そういう環境で育っていれば、そう考えるようになったのだろうか。

「……学生の模範……か」

　すっと、片手で顔を隠した。

　その手を下ろしたときには、鋭するどい目つきや印象は雲うん散さん霧む消しようしており、ひどく穏和で敬けい虔けんな少年神父だけが残っていた。

「ええ、分かっていますとも、カルロ様。ここから先、『九瀬諫也』として、私の身体からだと魂たましいは神のお導みちびきとともにあります」

　胸元の十字架に添えた指先や、落ち着いた声こわ音ねさえ、もはや別人のものだった。

「……ほほう」

　あまりの豹ひよう変へんぶりに、カルロが口笛を吹く。

「うん。それなら大丈夫そうだ。家の住所などは先に教えた通り。教会には明日あしたから通えるよう手配してますし、市と学校への手続きも終わってます」

「迅じん速そくな手続きに感かん謝しやします」

　目前に綺き麗れいな十字を切り、最大限の礼を示す。

（あああ、最っ低の気分だ。けったくそ悪い）

　ついでに内心で毒づいたが、こちらはおくびにも出さぬ。正直、肌がおぞけだつほど気持ち悪かったのだが、ここで挫くじけては元もとの木もく阿あ弥みだ。

「うんうん、ではこのあたりで」

　調ちよう子しよくうなずいたカルロが、ブレーキをかけた。

　カルロ神父の趣しゆ味みらしい派は手でなイタリア車アルフアロメオは、鈍にぶい音を響ひびかせて、オープンカフェの前で停車する。

　そこで、イザヤは車を降ろされた。

　昼下がりの陽ひ差ざしに片手をあげ、明るくなった手の平に、少年は不ふ思し議ぎそうな表情になった。

　こんな風ふうに太陽を見つめるのは、一体何年ぶりのことだったか。そういえば、梅つ雨ゆも終わり、季節はもうすぐ夏に差し掛かる頃ころ合あいだった。遠く聞こえる汽笛の音は、海が近いということだろう。

　そして、立ち並ぶ建物の特徴に気がつく。

　ほとんどが新しい建物ばかりで、それぞれの個性や外装もきらびやかに、しかし、どこか統一された雰囲気を漂わせている。ささやかながら、ある種の宗教色が織おり込まれたたたずまいに、イザヤはやっとこの都市の名前を思い出した。

「……極きよく東とう特別指定教区・御みさ陵さぎ市し」

「その通り」

　にっこりとカルロが笑う。

　誠意に溢あふれた笑顔えがおで──イザヤにはひたすらむかつく表情であった。

「もとは、ごくごく平凡な海岸沿いの街だったそうですけどね。この三年ばかりで特別行政区かつ特別教区に指定されて、埋め立てやらなんやらで急速に拡大しまして。いろいろ補助金が充実してるせいで、人口の流入はいまだに圧倒的だそうですよ」

「凄すごい。ガイド顔負けですね」

（つうか、いちいちくっだらない説明してんな、へらへら神父）

　内心の声を封ふう殺さつしつつ、穏おだやかに微笑する。

「いえいえ、これも復習までです」

　しれっと言って、カルロは車のドアを閉じた。




「……では、くれぐれも『九く瀬ぜ諫いざ也や』としての振ふる舞まいを、お忘れなきよう」




　そんな言葉だけ残して、車体はビルの向こうへ消えていったのだ。

　しばらくそれを見送って、イザヤはぽてんとオープンカフェの椅い子すに腰を下ろした。

「……っはは」

　思わず、笑い声がこぼれた。

　なんと、あっけないことだろう。

　自由。

　それも、まっとうな陽ひの下での自由。

　一体、どれぐらい久しぶりのことか、イザヤ自身も覚えていない。

　まずは、何をしよう。

　ポケットには、しばらくの生活費が入っている。

　三十万とんで五千六百円。

　こうして手にするのは、ほぼはじめてな大金。

「っはははははは！　凄すげえ！　自由だ！　本当に自由だっての！　壁かべも檻おりも柵さくもねえ！　よけいな看かん守しゆもいねえ！」

　素の声で笑って、プラスチックの椅子ごとくるりと回る。

　両手を広げて、大きく笑い、そのままぺたりと自分の顔を撫なでた。

「……一年間、だよな」

　自分が、九瀬イザヤである期間。

　たった一年間、世界を騙だませばいい。

　そうすれば、今度こそ本当の自由だ。この街から出て、鬱うつ陶とうしい優ゆう等とう生せいの仮面も脱ぎ捨て、好き放題に時間を送れる。生まれてから何も持ってなかった自分が、やっと誰だれにも奪われない自由を得られる。

　突き上げるような昂こう揚ように耐えかねて、イザヤはとりあえずテーブルに置かれたメニューをひったくった。

「…………」

　そこで、動きが止まった。

「これ、何だ？」

　少し泣きそうな顔で、イザヤがメニューを睨にらんだ。

　エスプレッソ、カフェオレ、カフェモカ、カプチーノ、カプチーノ・キアロ、カプチーノ・スクーロ、ドライ・カプチーノ……ずらずらと並んでいるメニューの中身が、まるで分からない。どれもコーヒーっぽいのだが、一体どう違うのか見当もつかない。

　というか、どう注文したらいいのだろう。

　かつてイザヤの暮らした地域にはまともな喫きつ茶さなどなかったし、牢ろう獄ごくなんてなおさらだった。たまにそれっぽいモノが出ても、コーヒーとは名ばかりのやたらどろどろした魚臭い液体ぐらいだ。あのカルロ神父に連れられた『教育施設』だって似たようなもので、まともな嗜し好こう品ひんなど出てくる余地もなかったのである。

　ある意味、だからこそコーヒーという飲み物に、イザヤは憧あこがれを抱いてもいたのだが。

「あー、エスプレッソってのが一番最初に書いてるんだから、一番普通ってことか？　つうか、昔、映画で見たやつはなんかクリーム浮いてたけど……」

　真剣に頭を抱えて、考え始める。

　残念ながら、教育用に見せられた映像にも、この手のごく当たり前の知ち識しきは含まれていなかった。いくらイザヤの記き憶おく力りよくが優すぐれていようが、もとより知らぬことではどうしようもない。

　すると、横合いから、別の声がかけられたのだ。

「──何を悩んでらっしゃるの？」

「いや、メニューが全っ然分からなくてさ」

　自然と、イザヤは答えていた。

　その間も、視し線せんはメニューから外れてない。

「ここはコーヒーが売りの店ですけど、いらっしゃったのははじめてかしら？」

「イエス」

「でしたら、カプチーノはいかがでしょう。神父様ですもの」

「へえ、なんか関係あんの？」

「カプチーノの名前は、イタリアの修道士が着る服にちなんだものですもの。中身は、コーヒーに泡立てたミルクを加えたものですけど、ここのは香り付けにシナモンも使ってます。口当たりが良くて飲みやすいと思いますわ」

「へえー」

　なるほど、それは美お味いしそうだ。

　素直すなおに感心して、イザヤが顔をあげる。

「や、ありがとう……」

　そのまま、少年は硬直した。

　初夏の光の中には、紅あかいドレスが佇たたずんでいた。

　イザヤより少し下──十五ほどの少女が、そのドレスを着こなせることこそが奇跡だった。

　極上のルビーをそのまま溶かしたかのような深しん紅く。名高い職しよく人にんが精せい魂こんを傾けた縫ほう製せいは、いかなる夜会にあっても衆しゆう目もくを集めることだろう。

　滑なめらかな漆しつ黒こくの髪は、少女の腰あたりまでを飾っている。綺き麗れいな卵形の顔。つつましやかに閉じられた唇。瞼まぶたを淡あわく伏せているのは、ちょうど逆光となっているかららしい。多た分ぶん、少女の側からはイザヤの姿を影シルエツトでしか認にん識しきできまい。

（し、しまっったあああああっ!?）

　硬直した少年に、少女が首を傾かしげた。

「神父様？」

「あ、いや、俺おれ……じゃなくて、僕は今日きよう、ここの学校の教会に配属されたんですが」

　あわてて、一人称を取とり繕つくろう。

　この都市にいる限り、『九く瀬ぜ諫いざ也や』のふりをせねばならないのだった。

　どっと冷や汗が出たのは、自分がトンデモナイ失敗を犯したんじゃないかということだ。コーヒーのことも分からない自分は、すでに九瀬諫也としてはありえない、致命的な何かをやってしまったのではないかと。

「学校の教会？　御みさ陵さぎ学がく院いんのこと？」

「は、はあ……」

　少女の口から出た名前に、どきりと心しん臓ぞうが跳はねた。

　確たしかに、そんな名前の学校だった。ならば、少女は自分が赴ふ任にんする学校の学生なのか？

　そして、もうひとつ。

　遥はるかに重大なことに、イザヤはやっと気がついたのだ。

（……ちょっと……これって……おかしくねえか……）

　ぞお、と背筋が粟あわ立だっていた。

　こんなことは、もっと最初から気がつかねばならないことだ。

　間抜けなことに──真っ当な都市にはじめて真っ当な『市民』として立ち入ったイザヤは──このときまで、そんな露ろ骨こつな異常にさえ思い至らなかったのだ。

『人口の流入はいまだに圧倒的だそうですよ』

　確たしか、そんな風ふうに、カルロ神父は言ってなかったか。

　だったら。

「あの。神と聖せい霊れいの名に誓って、ちょうど今気がついたところなのですが──」

　慎重に言葉を選びながら、イザヤは問う。




「この街──僕と、あなたしかいないって、ひょっとすると普通じゃなくないですか？」




　……そう。

　オープンカフェには、白い丸テーブルと椅い子すが並んでいる。

　昼下がりの陽光は、新しいビルも通りも平等に照らし、穏おだやかな都市空間を演出している。三年間で一気に発展したという風景は、近代的な装よそおいと自然との調ちよう和わとを実現させていた。

　しかし、いくら見渡しても、街にはイザヤと少女しかいなかったのだ。

「──それは、私が訊きくことですわね。神父様」

　すう、と少女の声に冷ややかな何かが混じった。

　怒りとも拒絶ともつかない──あるいはその両方を込めて、紅あかいドレスの少女はアスファルトを踏みにじる。

「どうして、あなたはここにいるの？」

　と、少女は問うたのだ。

　逆光でイザヤの姿は見えずとも、その鮮あざやかに黒い瞳ひとみが、内側に激はげしい炎をたぎらせていた。

「え？」

（は？）

「答えなさい」

　事情をつかめず、目を丸くしてしまったイザヤに、厳きびしい声で少女は続けた。

「答えなさい。どうして、この隔離された地区に、あなたはいるの？」

「隔かく離り、ですって……っ」

　その言葉に、少年が絶句する。

　脳のう裏りに浮かんだのは、たった今自分をここに連れてきた、人の悪そうな神父の顔だった。

（まさか、あの腐れ眼帯の野郎……っ！）

　同時。

　大地が、割れた。

　いいや、割れたように見えたのは、車道と歩道との間──その間かん隙げきを押し広げ、巨大な金属の壁かべがそそりたったのだ。だん、だん、と続けて壁はそびえたち、イザヤたちのいるオープンカフェと向こう側の道路とを、あっという間に断絶した。





「──ターゲット、異端指定Ｅ17、侵入。周辺地域を閉へい鎖さします」






　警けい報ほう音おんと、機き械かいの音声。

　数秒遅れて、途と轍てつもない絶叫が、持ち上がった壁の向こうからこだました。

「…………っ！」

　咄とつ嗟さにイザヤが耳を押さえるのと、隔離壁へきから轟ごう音おんが発するのと、どちらが早かったか。

　数十センチはあろうかという分厚い壁へ、何かがぶちあたったのだ。

「な、これってどういうことで……っ！」

　イザヤが眼を剝むいた。

　金属をひしぐ凄すさまじい衝しよう撃げきが、びりびりと、こちらの腹の底まで響ひびいた。

　まるで、数十トンもある鉄球をぶつけているかのような、イザヤの想像を遥はるかに超える破は壊かい力りよくが壁の向こう側に出現していた。

　もしも、それが生き物なのだとしたら、犀さいや象でも足りるまい。

　まるで、古代の恐竜がぶつかっているかのような──。

（ちょ、待てよっ。これって、一体何が……っ）

　イザヤの思考が、断絶する。

　──何が、起きている？

　真っ当な都市に、真っ当な『市民』としてやってきたはずの自分に、一体何が起きている？

「────」

　再びの、衝しよう撃げき。

　今度は腹の底どころか、脊せき髄ずいまで響ひびきわたった。みしみしと、骨を囓かじり砕くだくような異音までも混じっていた。ひしゃげた金属がそんな音をたてるのだと、はじめてイザヤは知った。

　たった二度の衝撃で……金属の壁かべは、無む惨ざんなひびを走らせていた。

「っ──来なさい！」

　少女が腕を取った。

　無む理り矢や理り立ち上がらされ、イザヤはその手にひきずられる。

　一いつ瞬しゆんだけ、壁の亀き裂れつから向こう側が見えた。

　いいや。

（み、見られた……っ！）

　亀裂から、『瞳ひとみ』がこちらを凝ぎよう視ししていた。

　カタチは、ごく普通だ。

　ただの人間と変わらない、見み慣なれたカタチの瞳。

　でも、人間の瞳ではない。

　人間の瞳はあんなモノじゃない。あんな救われないモノで、あるはずがない。

　苛か烈れつで劣悪な欲望を何百年と醸じよう造ぞうさせ、瞳というカタチに凝ぎよう縮しゆくさせたならば、あるいはそんなモノになるだろうか。

　隔かく離り壁へきを数秒で砕く破は壊かい力りよくなどよりも、ずっと根源的な意味で人間を否定する──否定せずにはおかない──冒ぼう瀆とく的てきな瞳であった。

「あれ……は……っ!!」

　胸を押さえる。




　信じてもない胸の十字架を握りしめて、九く瀬ぜイザヤは──九瀬諫いざ也やという少年のニセモノは──がちがちと鳴る奥歯を嚙かみしめた。
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　同じ頃ころ、

「──やあ、みんな大好き、カルロ・クレメンティですよ？」

　アルファロメオを運転しながら、神父がふざけた調ちよう子しで携けい帯たい電話を持ち上げた。

　対して、受話器から伝わったのはごく簡かん潔けつで──しかし、ただならぬ緊きん張ちよう感かんを底に沈ませた声だった。

『七分前、玻は璃り様が、〈獣ベステイア〉を第五区に誘ゆう導どうしました』

　続けて、

『同じく四分前、第五区の隔かく離りを完了し、フェーズ移行しました。〈獣ベステイア〉を包囲してすぐ、〈槍ランス〉による波状攻こう撃げきに入る予定です』

「うんうん、計画通りで素す晴ばらしいね」

　にこにことカルロが手を叩たたく。

　運転中の、危険どころではすまない行為だが、するするとアルファロメオは進んでいく。けして自動操そう縦じゆうではなく、手首だけをハンドルに据えているあたりが、かえって恐ろしかった。

『ですが、〈獣ベステイア〉はすでに幼よう体たい期きを過ぎている模も様ようです。〈槍ランス〉の通常火力では、成体となった〈獣ベステイア〉には足止めとしかなりません。現状、対応可能なのは、如きさ月らぎ司祭か御おん身み──クレメンティ枢すう機き卿きよう代行となりますが』

「いいや」

　と、カルロ神父は、受話器からの提案を否定した。

「如月司祭はニューロンドンに出張中でして。だったら、〈槍ランス〉は待機。代わりに第九祭器を配備してください」

『……現状の祭器ですと、成体の〈獣ベステイア〉に対する性能は〈槍ランス〉と大きく変わりません』

「大丈夫ですよ。そのへんに諫いざ也やくんもいるはずだから」

　受話器の向こうで、息を飲む音がした。

『何な故ぜですか』

　と、その相手が問いつめた。

『何故、諫也様がここに？』

「そりゃ僕が呼んだからだけど？」

『諫也様は、この都市のことをちゃんと認にん識しきしてらっしゃるのですか？』

「んーと、半分ぐらい？」

『何も教えずに放り込んだのですか』

「あああ、半分って言ったのに何も信用してないですね!?　ええとほら、彼は九く瀬ぜ諫也ですよ？　偉大なる使徒にして、聖戦の英雄だってば。細かい事情を説明するよりも実地で見てもらう方がいいんじゃないかなーって」

『…………』

　数秒、受話器は沈ちん黙もくした。

　ひどく険悪な沈ちん黙もくだった。

『祭器の状態は、把握してらっしゃいますか？』

「もちろんです。でも、どうとでもなりますよ」

『…………』

「また信用できないかな？　でも、あの祭器は、そういうためのモノでしょ？」

　念押しするように、カルロは言う。

「最強ではない。無敵でもない。ましてや万能や汎はん用ようなんて彼方かなたの夢。うん、実に欠陥だらけだ。だけど、アレはまさしくこのためだけに、九く瀬ぜ諫いざ也やに預けられた武器だよ。そう、英雄、九瀬諫也のためにね」

　九瀬諫也のために、という言葉を、もう一度カルロは口の中で転がした。

　まるで、それが免めん罪ざい符ふであるかのようだった。

『了解しました』

　と、受話器は応こたえた。

『すでに、祭器は第五区付近に配備させてます。諫也様を捕ほ捉そく次第、そちらに移動させるということで』

「うんうん。成果を楽しみにしてるよ」

『もしも諫也様がご無事でなければ……今度こそ、司教会かい議ぎにかけさせていただきます』

　そうして、通信は切れた。

「──嫌われたもんですねえ」

　唇をとがらせて、カルロは派は手でな眼帯を撫なでる。

　残された右目が、何かを懐なつかしむように、刹せつ那なだけ細められた。

「それとも、さすがは九瀬諫也ってことなのかな。死してなおカリスマ。いやいや死んだ後の方が大人気。ちょっと嫉しつ妬としちゃいますね」

　まるで本気でない、本気のない一人ひとり言ごと。

　運転席のサイドウィンドウには、夏の陽ひ射ざしが照りつけていた。

　何もかもを焼きつくさんとする白い陽射し。御みさ陵さぎ市しの──極きよく東とう特別指定教区の街並みは、乱立する墓ぼ石せきにも似た黒い影かげを落とし、その景色けしきを眺めながら、神父は舌なめずりをする。

「……うん、まあ」

　ふわり、とその唇に笑えみが浮かんだ。

　どう言いい訳わけをしようが、その笑みは聖せい職しよく者しやとはほど遠かった。どころか、その場で断罪されても仕方のない、人の悪さに充みち満ちた表情だった。

　一言にするなら──悪あく魔まめいた笑みだった。




「楽しみにしてるのは、本当なんですよ？」





２






「──こっち！」

　イザヤの手をつかんだまま、少女は斜めに走った。

　黒い髪が鮮あざやかになびき、ローヒールがアスファルトを蹴ける。いかにも走りにくそうなドレスと靴で、少女はカモシカのごとく駆かけた。

「っ……！」

　イザヤもまた、必死にその背中を追う。

　先のオープンカフェからひとつ交差点を過ぎた道路に、ぽつんと一台のスクーターが置いてあった。

「神父様、後ろに乗って！」

「このスクーターにですか？　ちょ、ちょっと待ってください。確たしかに走るよりはマシかもしれませんけど──」

（つうか、馬ば鹿かか！　顔綺き麗れいなだけで脳みそ腐ってんのか!?　こんなちゃちいスクーターじゃふたり乗っただけで亀かめ並みの鈍どん足そく決定だって──）

「いいから！」

　少女が乗り込み、アクセルを回す。

　無む理り矢や理り引っぱり込まれ、イザヤもまた後部に座った。

　途端とたん、どるん、とまるでスクーターらしくないエンジン音が吼ほえたのだ。

「──ひっ!?」

　発進とともに、凄すさまじい重圧がイザヤの胃を押さえつけた。

　吹き飛ぶのは横合いの景色けしき。ついでに意い識しきまで持っていかれそうになって、イザヤは必死に奥歯を嚙かんだ。

（なな、なんだ、こりゃ──っ！）

「しっかり、つかまっててくださいませ！」

　前のめりになった少女に応こたえ、スクーターが異常な駆く動どう音おんを撒まき散らす。

　アスファルトを組くみ敷しいた分厚いホイールもまた、その獰どう猛もうな馬力を活いかしきり、一気に最高速まで機き体たいを持っていく。

　まさしく、スクーターなどではなかった。

　一見した車体こそ変哲もなく、しかし内ない蔵ぞうされたエンジンの出力は、重量級のバイクにも匹敵したのだ。

　無む論ろん、後部座席で振り回されるイザヤの体感は倍増しであり、気分はミサイルにくくりつけられた死刑囚そのものだ。普通なら設計段階で笑しよう止しされるような機体を、一体どのような思考と技術が補完したものか。

（し、死ぬ！　死ねる！　内ない臓ぞうがバラバラに捻ねん転てんする！　今、おかしな音あげた!?）

「っ──あ──が」

　悶もん絶ぜつするイザヤをよそに、スクーターは華か麗れいに旋せん回かいする。

　圧倒的な加速性能と小型の機き体たいを武器に、急カーブばかりか狭い歩道までも踏破。運転する少女はまだしも、翻ほん弄ろうされるイザヤは何度となく頰ほおや膝ひざをこすりかけた。

　一度だって、振り返らない。

　解き放たれたスロットルが、スクーターを加速し続ける。




　──だが。




　それでも、あんな怪物から逃げられるはずもない。

　その証拠に、首筋へ突き刺さる殺意は、この瞬しゆん間かんも高まっていくのだ。

　いや、殺意などという生ぬるいものではない。ほとんど物質的なまでに高められた憎悪は、ぐりぐりとうなじを抉えぐり抜き、脊せき髄ずいをこじあけ、直接心臓までもつかみあげるようだ。

　いくら少女が加速しても、その錯さつ覚かくが拭ぬぐえない。

（……つあっ！）

　固く、目をつむる。

　背後で、轟ごう音おんと、金属とアスファルトの悲鳴があがったのだ。

　たてつづけに隔かく離り壁へきがたちあがり──その都度、破は壊かいされていく音だ。

　さきほどまでと違い、ひびをいれるだけのいとまさえない。怪物が破壊力を増しているのか。あるいは自分の破壊力に慣れていっているのか。

（……あの、化け物、は……）

　少年の喉のどはひきつり、ひびわれた唇を舐なめることもかなわない。

　ただ、ある言葉が脳のう裏りに反はん響きようした。




　──『だれが、この獣けものと肩を並べることができるだろうか。だれが、この獣と戦うことができようか』




　それは、聖典の一節。

　ある預言者が、海の中から上ってきた怪物を幻げん視しして、残した言葉。

「お、お嬢じようさん、いくらなんでも、もう無理です！　このままだと追いつかれますよ!?」

「黙だまってくださいませ！　もう少しで──っ！」

　少女の言葉は、半ばで途と切ぎれた。

　どおっ！

　空気が震ふるえる。

　その理由を視界の端に認め、イザヤは硬直した。

　隔かく離り壁へきとともに砕くだけた建物が、イザヤたちの方にも破片を撒まき散らしたのだ。

　雨あられと降り注ぐコンクリ片を、絶望的と言わずして何と言おう。次々と落下する大質量の塊かたまりは、アスファルトに小しよう規き模ぼのクレーターを乱造する。人間ふたりとスクーターごとき、掠かすっただけでも致命傷を免まぬがれまい。

　それでも、少女はひるまなかった。

　開かれたスロットルが、スクーターをなお加速させ、石の暴ぼう風ふう雨うへと突とつ貫かんさせる。

「あああああ──っ！」

　強く、少女が叫んだ。

　もはや、人間の反射神経や操そう縦じゆう技術の及ぶ域ではない。

　道路の両端で、小さな服飾店が粉ふん砕さいされ、ガードレールがずたずたになり、ファーストフード店の看かん板ばんが分解される。後に残った惨さん状じようは、まさしく爆ばく撃げき機きの編へん隊たいが通り抜けた光景だ。

　吹き荒れる暴ぼう虐ぎやくをふたりがくぐり抜けられたのは、純粋な強運と、バランスを崩さなかった少女の精神力のゆえだったろう。

　しかし、

（こん……な……）

　生き残ってなお、イザヤは口を開くことができなかった。

　後ろに座っていた少年には、それの姿が見えたのだ。

　ちらちら、と視界の端を蠢うごめく黒い影かげ。

　あれは、怪物の前肢か。宙を舞まったコンクリ片の合間から、跳はね飛ぶ黒い獣けものの姿をイザヤは認にん識しきした。

　嗤わらっていた。

　嗤っていた。

　楽しそうに、愉たのしそうに、その全身で歓かん喜きしていた。

　今のコンクリートの暴風雨さえ、猫が鼠ねずみをなぶるような戯たわむれだと、その全身が訴えていた。

　ぞくぞくと、イザヤは震えた。

　みるみる内に差は詰まり、今や怪物の吐と息いきを聖職衣カソツクの背中に感じるほど。

「っ──もう駄だ目めです！　つかまります！」

「──そ、こ！」

　少女の足が、強引にガードレールを蹴けった。

　思いがけないクイックターン。片手で後部座席のイザヤまでも引っ張って、ふたり分の体重移動でスクーターの進路を折り曲げる。

　工事中のビルとビルの間、封ふう鎖さされた交差点へと、スクーターが吸い込まれた。




　──瞬しゆん間かん、

　　　かっ、と雷の落ちるような音とともに、凄すさまじい光が世界を圧した。




（な……っ！）

　後ろで、途と轍てつもない衝しよう突とつ音おん。

　同時、スクーターが半回転しながら急ブレーキ。

　無む理り矢や理り引っ張られていたイザヤがたまろうはずもない。遠心力でスクーターから放り出され、地面に背中を打って、咳せき込んだ。

　少しして、少女の声で、問われた。

「……大丈夫ですの？」

「……し……心配してくださって……どうも……ありがとうございます。でも……あまり……けほけほっ……そうは言えない……気がします」

　顔を伏せたまま、かろうじてイザヤは言う。

（っざ……けんな！　人を殺す……気か、この暴ぼう走そうお嬢じよう様さま……！）

　思い切り怒ど鳴なりつけたかったが、優ゆう等とう生せい・九く瀬ぜ諫いざ也やとしての仮面がそれを許さなかった。

　こんなときでも契約を守っている自分に、ちょっとだけ同情する。

　それから、イザヤは背後を振り返った。

　息を飲む。

　さきほどまでの隔かく離り壁へきにも似て、周囲の標ひよう識しきや電柱、無人の家屋より、数多あまたの光の糸がつながり、まるでピラミッドのような正四し角かく錐すいの檻おりを成していたのだ。

「これ、って──」

「近づかないでくださいね。基本はカーボンナノチューブと特殊なワイヤーの組み合わせですけれど、流れている電圧は鯨くじらでも丸まる焦こげだそうです。理り論ろん上じようの強度も隔離壁の数倍。おかげで、ちょっと目がくらみますけど」

　スクーターから足を下ろして、少女が軽く目を押さえた。

　怪物がぶつかったときの爆ばく光こうを、直視してしまったらしい。今でも、檻の内側が見えないほどの火花を散らしているが、あの一瞬はさらに数倍する光圧だった。あれだけの光を網もう膜まくに受けたなら、まだ世界はうすらぼんやりとしか見えないだろう。

　しばらく耳を澄すませて、

「……ふう」

　小さく、本当に小さく、少女は安あん堵どの息を漏らした。

　軽くかぶりを振って、言葉を続ける。

「この様よう子すなら、十分程度は大丈夫でしょう。その間には、〈槍ランス〉が到着します」

「……〈槍ランス〉」

　呟つぶやいた少年に、少女が詰め寄った。

「それより、聞かせていただけます？」

　と、問うたのだ。

「どうして、この地区に神父様がいたんです？　隔かく離りは完全に終わっていたはずですけれど」

「それ、は……」

　イザヤが口ごもる。

「御みさ陵さぎ市しの住人でしたら、特別市法について存じてますわよね？　第一種警けい報ほうがあった場合、いかなる事情があろうとも、その場を離はなれ誘ゆう導どうに従うべし。それにより損害が生じた場合、市が損失補ほ塡てんも行うとの条項まで、必ず読まされるはずですけれど？」

「…………」

　つかのま、沈ちん黙もくが落ちた。

　しばらく値踏みするような気配けはいがあったが、やがて少女の側が小さくうなずいた。

「なら、結構ですわ。念のため、後で〈槍ランス〉に拘こう束そくされるでしょうけど、それは許してくださいませね」

　深しん紅くのドレスを翻ひるがえし、きびすを返そうとする。

（っ！）

　その背中を、慌あわててイザヤが引ひき留とめた。

「だ、駄だ目めです！　ちょ、ちょっと待ってください」

「何？」

「何じゃなくて！　あの、今の怪物は！」

「……教えられません。教えて、神父様に良いことがあるとも思えません」

　少女の声は、あくまで冷たい。

　まるで、凍りついた炎だ。

　激はげしい気性を秘めながら、同時に、制せい御ぎよする理性をも併あわせ持っている。その矛む盾じゆんをさしてカリスマと呼んでもよいだろう。人の上に立つ者に欠くべからざる、宝石のごとく稀まれなる素質。

　纏まとったドレスにも似た、鮮あざやかな緋ひ色いろ。

　しかし、

（ああ、そうじゃなくて！）

「ち、違います！」

　と、イザヤは叫んでいた。

「何が？」

「いやその、こっちも……ええとその……いろいろと言えない事情があるんですけれど……」

「でしたら、そのまま黙だまっていてくださいませ」

「……っ、と、その、でも」

「…………」

　少年を無視して、少女はひとつ鼻を鳴らしたきりだ。

（っだから人の話を聞け、この暴ぼう走そう女おんな！）

「ですから！」

　数秒ためらった後、少年は自や棄けになって手を振った。

「この檻おり、特別指定教区で実じつ験けん配備中の品でしょう!?　〈獣ベステイア〉を封じ込めるには単なる強度だけでは不足だから、同時に高圧電流を利用した攻性防ぼう壁へきであたろうって、二ヶ月前に認可されたやつ！　でも、それだったら相性が悪すぎます！」

「な……っ!?」

　ぎょっ、と少女が息を止めた。

　少年の言っているのが、真っ当な市民は知るはずのない、機き密みつ情報だったからだ。

「異端指定Ｅ17、って言ってましたよね。だったら大罪の種類は〈強ごう欲よく〉。その十七番目に確かく認にんされた個体ってことでしょう？　大罪中でも、〈強欲〉の耐久力は最悪です。普通の電流なんて、いくら電圧が高かろうが、すぐに耐性を獲得します。通常火力しか持たない〈槍ランス〉じゃなくて、すぐにクレメンティ枢すう機き卿きよう代行に連絡を！」

「……あなた……怪物について、訊きいたんじゃなかったの？」

　茫ぼう然ぜんと、少女が呻うめいた。

　ああ。

　イザヤが驚おどろいていたのは、別のことだ。

　本当に、現実に、あんなものが存在したことだ。

　たとえ机き上じようで教えられてはいても、実際に目で見ることは大きな衝しよう撃げきを伴った。ましてや、そんな怪物に襲おそわれて、動揺せずにいられるだろうか。

「それに、クレメンティ枢機卿代行って──あなたは一体──」

　少女の瞳ひとみの、焦点が合う。

　電でん磁じネットの光に焼かれた網もう膜まくが、やっと視力を取り戻したのだ。

　その瞳で、はじめて少女は少年の顔を見た。最初は逆光で、ここまでは後部座席にいたために、知ることのなかった少年の顔を知った。

「…………っ!?」

　イザヤが、息を飲む。

　突然、スクーターから降り立った少女が、少年の肩をつかまえたのだ。

（な、何だ、怒ったのか!?）

「な、何か？」

「……イザヤ？　イザヤ……兄にい様さま？　本当に……イザヤ兄様？」

「へ？」

　思わず、地の声を出して、イザヤは瞬まばたきする。

「あたし、玻は璃りですわ。朱と鷺き頭とう玻は璃り！　イザヤ兄様が、どうしてこんなところに!?」

　答えるだけの余裕は、どちらにも与えられなかった。

　異常な音が、ふたりを振り返らせた。

「なっ……!?」

　どちらともなく、息を飲む。

　光の檻おりから響ひびく音が、高圧電流が怪物を焼くそれから、何かを引ひっ搔かくようなものに変じていたのである。




　──かりかり、と。




　かりかり。

　かり。

　かりかりがり。

　がりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがりがり──




　そのたび、バチバチと火花が散り、光の檻が歪ゆがんでいく。

　一辺十メートルほどの正四し角かく錐すいだった檻は、今や楕だ円えんに捻ねじれていた。

　火花は数千、数万と散り、想定外の熱ねつによってカーボンナノチューブも溶解し出す。鯨くじらでも丸まる焦こげとなる電流に数分以上耐えうる相手など、檻の設計者だって想像しなかったろう。

「もう……耐性をっ？」

　少女──玻璃の声とともに、ぶつんと、何かの焼き千切れる音がした。

　鼻をついたのは、硫黄いおうのごとき、地じ獄ごくの窯かまを開くような悪臭。

　そして、




「──見、イ、つ、ケ、タ」




　影かげが嗤わらった。

　鋼はがねを擦こすれ合わせるような声で、〈獣ベステイア〉が嗤った。

　それは、獣けものというよりも昆虫に似ていた。

　それは、鱗うろこでも獣じゆう毛もうでもなく、ぬらりとした光こう沢たくの外骨格を纏まとっていた。

　それは、外骨格のあちこちから醜みにくい眼球と鋭するどい刃やいばを露ろ出しゆつさせ、生物界にはありえぬ姿を誇示していた。

（ギロチンだ……）

　十八世紀後半、一日に何百人もの首を落とした処刑道具を、イザヤは思った。

　それは、狂気とギロチンで生物をカリカチュアしたかのような──しかし、おぞましいほどにどこかで人と似通った──血に飢えた四し足そく獣じゆうだった。




　そして、イザヤがそれを認にん識しきしたときには、そいつは前まえ肢あしのギロチンを少年の首筋へと振り落としていたのだった。





[image: †]






　──彼女は、見ていた。




　街こそは彼女の目であり、街こそは彼女の耳であった。

　御みさ陵さぎ市しのネットワークに接続されたまま、彼女は確たしかにその光景を視認していた。

　各所に設置された監かん視しカメラで、偽ぎ装そうされた集音マイクで、赤せき外がい線せんセンサーや偵察衛えい星せいからの中継映像まで動員して、数え切れない角度からその一幕を認にん識しきしていた。
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　交差点。

〈獣ベステイア〉──異端指定Ｅ17とされた個体と、その個体をとりまく多くの人間たち。

　そう。

　見ている者は、数多い。

　ビルの屋上や踊り場、高層の公園や広場といった場所に、各所五人以上のチームがいくつも配置されていた。それらを指揮している本部の人間も含めれば、〈獣ベステイア〉に注目している人の数は、優ゆうに百人近くとなるだろう。

〈槍ランス〉。

　それぞれが〈獣ベステイア〉に注目し、都市戦としては限界に近い装備で身を固めていた。

　あるいは長大なアンチマテリアルライフル、最新式の携けい行こう型誘ゆう導どうミサイル、はたまた据え付けられた大口径の機き関かん砲ほうの数々。いずれも歩兵の扱いうる火力としては最大級の威力を秘め、さらには実じつ験けん中ちゆうの装甲車までもが複数配備されている。

（…………）

　どれも、はりぼてだ。

　彼女には、彼らの声も聞こえていた。たとえ暗号無む線せんを使っていても、もとよりネットワークの中ちゆう枢すうに組み込まれている彼女には同じことだった。




『戦せん闘とう許可が下りません！　携行ミサイルから拳けん銃じゆうに至るまで、すべて個体認証錠じようがロックされたままです！』

『枢すう機き卿きよう代行は何を考えている！』

『役立たずの棺かん桶おけだけ押しつけやがって……っ！』




　至近まで配備されながら、牙きばを封印された兵士たちの嘆なげき。

　もっとも、嘆きには諦てい観かんも混じっている。

　今の電でん磁じネットが証明したように、成長した〈獣ベステイア〉には通常火器など足止めにしかならない。この場合、必要なのはH$IY#N──第二種秘ひ匿とく事項──の使い手だけだ。

　あの〈獣ベステイア〉が関係したと見られる事件は十三件。データにあるだけで死亡者は三十人を超えている。死者と〈獣ベステイア〉との相性にもよるが、位階の上昇には十分だろう。悔やむとすれば、これまで〈獣ベステイア〉の成長を止められなかった自らの失態に他ほかならぬ。

　だからこそ、彼らは身じろぎしない。

　そこまでの成長を許した段階で、事件の権限はこの都市唯一の枢機卿代行に移行している。

　枢機卿代行の命令は、ひとつ。




　──〈獣ベステイア〉と、ふたりを見ていること。




（…………）

　彼女も、それを見ている。

〈獣ベステイア〉と、ふたりのニンゲン。

　片方は、記き録ろくされている。

　朱と鷺き頭とう玻は璃り。

　街のデータの中で、最重要人物として、常にリストの最初にあげられている少女だ。この街の根幹部分のどれほどが、少女の存在を前提にしているか分からない。ゆえに、枢すう機き卿きよう代行の命令の不可解さは、〈槍ランス〉の焦しよう燥そうを煽あおり立てていた。

　そして、もうひとり。

　聖職衣カソツクを纏まとった個体。

　年ねん齢れいは、十七歳ほど。

　性別、男。

　街の記録にはない。

　そう判明した時点で、彼女の分割された思考は、すでにある近似値を発見していた。驚おどろくべきことに、その値は街ではなく外部のネットワークでもなく、自分の内側に存在していた。

　日付は、二年前。

　彼女の製造年月日と同一で、最も重要な──しかし、一度も適用されることなく、記録の海に沈んでいた記録。

　その、近似値。

（近似値？）

　彼女は、思う。

　思うと同時に、再検索／再計算──結果は同じ。

　同じという結果とともに、数千という並列思考が再検索／再計算。その結果が一秒に数百万という答えを生み──すべてが同じ結果に終わる。

　イコールなのに、イコールにならない。

（誰だれ……？）

　とくん、と。

　彼女の内側に、鼓動が生まれた。

　彼女に接続されたあらゆる機き器きが感知しない、しかし、確たしかに生まれた音。




（誰は、あの人ですか……？）




　彼女は、気づかない。

　自分の感じた、自分の中に生まれたその思考の正体を。

　誰だれかに命令されたからではなく、自分自身がある種の指向性を持ち、思考せざるを得なかった衝しよう動どうの意味を。

　はじめて、彼女は自分という意思をもって、その個体を観かん察さつしていた。





３






（ギロ、チン……っ）

　そうイザヤが思ったのと、〈獣ベステイア〉が動いたのはほとんど同時だった。

　鋼はがねの獣けもの。

　その名称から想像しうる鈍どん重じゆうさは、欠片かけらもない。

　文字通りギロチン状の前まえ肢あしが、疾しつ風ぷうとなりて、空気を裂く。刃やいばを使わずとも隔かく離り壁へきを破は壊かいするだけの威力で、正せい確かくにイザヤの首筋へと迸ほとばしったのだ。

「……イザヤ兄にい様さまっ!?」

　少女──玻は璃りが、悲痛な声をあげた。

（っあ……）

　そしてイザヤは、声もあげられなかった。

　すでに、イザヤは確かく信しんしていた。

　間に合わない。

　──自分は死ぬ。

（死ぬ？）

　思った。

　指先さえ動かせないイザヤにできることは、思うことだけだった。

（死ぬ？）

（死……ぬ？）

（死…………ぬ…………？）

　時間が歪ゆがむ。

　イザヤの体感時間が、異常なほど引き延ばされる。

　これから生きるはずだった何十年かを凝ぎよう縮しゆくするように、死の刹せつ那なが切り刻まれ、引き延ばされていく。ありとあらゆるものが、ゆっくりとイザヤの感覚器官を流れていく。

　それも、きっと一いつ瞬しゆん。

　もはや恐怖や嘆なげきといった感情を呼び起こす時間とてない。

　この刃を前に、九く瀬ぜイザヤは頸けい骨こつを寸断される。きっと痛みを覚える時間だってない。かつてのギロチンが『人道的な処刑道具』と称されたように、ありとあらゆる感覚が刹せつ那なで閉ざされ、九く瀬ぜイザヤは──九瀬イザヤというニセモノにさえなれなかった少年は、無む惨ざんにここでのたれ死ぬ。

（…………………………死……………………………………ぬ………………………………？）

　こんなところで。

　何も分からぬままで。

　自分の名前さえ剝はく奪だつされたままで。

　そんなことを──そんな非道を──そんな暴ぼう虐ぎやくを──お前は許していいのか？

（…………お…………………………れ………………………………は…………………………）

　瞬しゆん間かん。

　視界の端に、何かが見えた。

　平凡な液晶ディスプレイの看かん板ばん。

　その表面に、司祭として習わされた古い国の言葉で、こんな文字が浮いていた。




【Quis es tuあなたは誰?】




（…………っ!?）

　何な故ぜ、それだけの言葉が、自分の心しん臓ぞうを貫つらぬいたのか。

　諦てい念ねんに沈みかけていた精神こころを揺さぶり起こされ、イザヤは無む我が夢む中ちゆうでのけぞった。

　突然、その間かん隙げきに何かが分け入った。

　隔かく離り壁へき。

　ギロチンと同時、アスファルトから再び隔離壁がそそり立ったのだ。今度の壁かべも半ばまでギロチンに食い込まれたが、予想外の妨害は刃やいばを大きく鈍にぶらせる。

　その刹那にのけぞったイザヤは、ぎりぎりで断首を免まぬがれた。

「……はあっ！」

　尻しり餅もちをつくと同時に、肺にこもっていた空気が、出口を求めて荒れ狂う。

「──ザヤ兄にい様さま!?」

　玻は璃りの声が聞こえた。

　感覚器官が、元に戻ったのだ。

　どおっ、と雪崩なだれのごとく、鼓こ膜まくをつんざく音。輝かがやかんばかりの鮮あざやかな色彩。

　自分がそれだけの情報に包まれて生きていたことを、イザヤは認にん識しきする。生きているということは、なんと騒さわがしいことか。

　だが、惚ほうけている時間などなかった。

　隔離壁に続いて、別のモノが突きあがったのだ。

　あるいは地面から、あるいは工事中のビルから、あるいは偽ぎ装そうされた標ひよう識しきやガードレールの真下から、いくつもの大口径機き関かん砲ほうの砲身が〈獣ベステイア〉へと線せんを結んだ。

（遠隔リモート操作コントロール──っ！　って、機関砲が街の中から!?）

　イザヤが正体を知るより早く、閃せん光こうが走った。

　戦車さえ数秒で蹂じゆう躙りんする20ミリの回転式ガト多砲身機関リング砲が、合計して三千発以上にのぼる猛射を〈獣ベステイア〉へと浴びせかける。おびただしいマズルフラッシュと硝しよう煙えんが怪物の全身を包み込み、さらには遠えん距きよ離りからのロケット弾さえも硝煙の中心で炸さく裂れつした。

　どれも、ダメージには至らない。

　機関砲とロケット弾の獰どう猛もうな洗礼を浴びて、〈獣ベステイア〉の外皮はかすかにへこんだきりだった。それさえ、すぐに盛り上がって再生する。〈獣ベステイア〉はわずわらしいとばかりにギロチンを振って、届く範はん囲いから機関砲を破は壊かいしていった。

　それでも、銃火は止まらない。

　無む駄だと分かっていても少年を護まもらんとするように、それが街の意思だと主張するように、少しずつその数を減らしても、連射の勢いをゆるめない。

　実際、そうなのだ。

　隔かく離り壁へきによって爆ばく風ふうから守られながら、少年の瞳ひとみには、間違えようもなくメッセージが残っていた。

　すでにディスプレイからは消えていたが、だからこそあのメッセージが自分に向けたものなのだと、イザヤには理解できた。




【Quis es tuあなたは誰?】




　そして。

　まだ、奇き跡せきは終わってなかった。

　交差点の全員の頭上へ、影かげが落ちたのだ。

　ほとんどビルを掠かすめるようにして飛ぶそれは、軍用の輸ゆ送そうヘリであった。

　ずんぐりとした、不格好なクジラを思わせる姿。前後にふたつのメインローターを備え、輸送人数は三十人、有効積せき載さい量りようは十トンを超える重輸送ヘリ・ＣＨ─47チヌーク。これだけ離はなれていても、よろめいてしまうほどの強ダウン風ウオツシユを巻き起こし、その尾び翼よくあたりからゲートが開いた。

　黒々と開いたゲートの向こうから、鉄骨よりもよほど大きく重い何かが投下されたのだ。

「なっ!?」

　イザヤが目を見開く。

　さしもの〈獣ベステイア〉が、直ちよく撃げきを避けて身をよじる。

　一秒──

　二秒──

　三秒──、激げき突とつ。

　暴ぼう力りよく的てきな轟ごう音おんと、膨ぼう大だいな砂すな埃ぼこりが地表を席せつ巻けんした。

　雷鳴よりもずっと激はげしく、隕いん石せきよりもずっと強烈に、投下された物体は大地を穿うがった。さきほどまで猛射されていた機き関かん砲ほうの薬やつ莢きようも、破は壊かいされた機関砲や隔かく離り壁へきの破片も、等しく衝しよう撃げきに吹き飛ばされた。

　まともに目が利くようになるには、もう少しだけ時間がかかった。

「な、にが……」

　砂埃の内側へ、イザヤが目を見開く。

　重く、アスファルトを砕くだいて四分の一ほど沈み込んだそれは、異様な外見をしていた。

　見たこともない金属とケーブルで造られた棺かん桶おけ、のようにも見えた。

「第九祭器……」

　イザヤの後ろで、玻は璃りが呟つぶやく。

　驚きよう愕がくよりも、疑念が強い声こわ音ねだった。

「でも……でも、どうして今……」

「…………」

　イザヤは、硬直したままだった。

　棺桶の表面、ちょうどイザヤに見える位置にはめこまれたディスプレイには、再び、この文字が踊っていたからだ。




【Quis es tuあなたは誰?】




「…………」

　イザヤは、その意味を知る。

（そういうことかよ……あの糞くそ眼帯……）

　そうだ。

　九く瀬ぜ諫いざ也やのふりをするとは、こういうことだった。

「はは、は……」

　乾いた笑い声が、こぼれる。

　机き上じようで与えられていた知ち識しきが、やっと理解に至る。胃の底から膨ふくれあがる恐怖を必死で飲み込む。

　この棺桶の意味を、イザヤは知っていたのだから。

（糞、死ねあのへっぽこ眼帯。死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで死んで、百万遍べん死んでから、あの世で血ち反へ吐ど吐いて俺おれに詫わび続けやがれ）

　ろくな悪態も思いつかないまま、よろよろと棺かん桶おけに近づき、呟つぶやいた。

「神と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて──」

　その声は、穏おだやかだった。

　内心の恐怖と怒りを大きく裏切って、少年の穏やかな表情と声こわ音ねだけは、九く瀬ぜ諫いざ也やのふりを続けていた。

（つまり……こうしろってことだろうが……！）

　そして、吼ほえる。




「汝なんじに認証を求める！　我が名は九瀬イザヤ！」
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「──ようやく、ですか」

　遠くで、ぽつりと彼は告げた。

　カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行。

　アルファロメオに乗ったままで、手元のモニターには、イザヤたちと〈獣ベステイア〉の姿が映っていた。何よりもカルロが注視したのは、それらの中央に陣取った棺かん桶おけ状のカプセルだった。

「君の武器ですよ、九瀬諫也」

　小さく、呟く。

「君が使うはずだった、君を守るための武器ですよ。……それでもきっと、君は許してくれるんだろうね。許してしまうんだろうね」

　イザヤたちを見下ろす眼まな差ざしが、一いつ瞬しゆん切実な感情を孕はらみ──幻だったように、消え失うせる。

　胸元から、カルロは携けい帯たい電話を取り出した。

　いくつかの操そう作さをした後に、ぱちり、と閉じたのだった。
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「汝に認証を求める！　我が名は九瀬イザヤ！」

　イザヤは叫ぶ。

　それは、英雄のために用意されていた言葉。

　そして、ニセモノに渡された──最後までニセモノを全まつとうするための魔ま法ほう。

「パスワード I50P301C334D225C176E110T226」

　一息で、長い数字とアルファベットの羅ら列れつを言い尽くす。





「聖なるかなSanctus、聖なるかなSanctus、聖なるかなSanctus。汝なんじが洗礼者・九く瀬ぜイザヤが願ねがう。──土は土に、灰は灰に、塵ちりは塵に。この世のAgnus罪をDei,取り除くqui tollis神のpeccata子羊よmundi:、彼らにdona永久のeis安息を与えrequiem給わんことをsempiternam.」






「管理者権限による近似値修正を許可」

　機き械かいの音声が、棺かん桶おけから流れた。

　同時、〈獣ベステイア〉も走った。

　真っ向から振り落とされる、ギロチンの閃ひらめき。

　絶対なる破は壊かいの確かく信しんとともに銀ぎん色いろの弧が流れ──大きな音とともに弾はじかれた。

「──えっ！」

　玻は璃りが目を剝むいた。

　よもや、下へ手たな装甲車ほどもある、〈獣ベステイア〉の巨体がよろめこうとは。

　遅れて、ずるり、と棺桶が斜めに裂けた。

〈獣ベステイア〉もまた、一いつ矢しを報むくいていたのか。あるいは、棺桶の主がもはや不要と断じたものか。

（……こいつ、が）

「……あなた、が」

　やっと、それだけをイザヤは口にした。

「…………」

　切断された棺桶の断面から、ひとりの少女が姿を現していた。

　いいや、少女ではない。

　少女の姿をした──人形だった。

　その証拠に、細い首筋にはいくつものチューブが接続され、いましも硬い音をたてて地面に落ちていくところであった。

　身体からだに纏まとうのは、あのカルロ神父とも似た、不ふ思し議ぎな印象の聖職衣カソツク。

　しなやかな手首には金属の輪リングがはめられ、頭の両端でくくられた髪は、ありえぬ銀の色に輝かがやいていた。

「九瀬……イザヤ……」

　紫水晶アメジストの瞳ひとみが──開く。

「この街は……あなたを歓かん迎げいします……」

　どこかしらぎこちない声こわ音ねで、人形の唇が動いた。

「この街は……あなたを愛するでしょう……」

　残っていたチューブも、次々に解除されていく。

　あたかもそれは、美しい花が開くような光景だった。

　あたかもそれは、母ぼ胎たいから赤あか子ごが生み落とされるような光景だった。

　あたかもそれは、世界でたったひとつの檻おりから、無む垢くの罪人が解放されるような光景だった。

　棺かん桶おけから、人ひと影かげが降り立つ。

「私は九番目の祭器です。私はあらゆる敵から、あなたを守しゆ護ごするものです」

　静かに、銀ぎんの髪の少女は口にした。

「個体識しき別べつ名が必要でしたら、あなたは私をイブ・カダモンシリーズ・ＥＫ─09ｈ──ノウェムと呼ぶのが適当です」

「ノウェム……？」

　茫ぼう然ぜんと、イザヤが呟つぶやく。

　銀色の髪の人形。

　なんと凜り々りしく、気高い姿か。

　崇すう高こうな宗教画の内側に、自分までも取り込まれた気分だった。

「────」

「──退たい避ひしてください」

　抑よく揚よう無く言って、人形が振り返る。

　消えた。

　次の瞬しゆん間かん、重力の束そく縛ばくなど無視するかのように、ノウェムと名乗った人形は〈獣ベステイア〉の頭上へと飛ひ翔しようしていた。
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「…………っ！」

　イザヤが息を飲む。

　揃そろった両足を空へ、銀ぎんの髪をなびかせた頭を地面へ向けた宙ムーン返りサルト。

　その頂点で、右手が振るわれた。

　同時、腕うで輪わと手首が融ゆう合ごうし、変化する。

　その正体さえも、イザヤは知らされていた。

　液体金属〈聖十字の剣〉。一定の電子コードを受けて硬化。単分子刃に匹敵する鋭するどさと、日本刀の粘りとを備えた、美しい白銀の剣の顕けん現げん。

　人形の跳ちよう躍やくを感知して、〈獣ベステイア〉のギロチンもまた上方へ流れた。

　そのギロチンが疾しつ風ぷうならば、逆さかしまにひた走る白銀の剣こそは迅じん雷らいであったか。




　──硬い音が鳴った。




　くるくると弧を描き、地面へ突き刺さった破片に、イザヤも玻は璃りも瞠どう目もくした。

　ギロチンであった。

　少し遅れて、人形も着地し、自らの成果を冷たく見据えた。

　隔かく離り壁へきをやすやすと切断した〈獣ベステイア〉のギロチンが、今、人形の剣を前に両断されたのだ。

　当の〈獣ベステイア〉さえもがその現象に凝ぎよう固こし──すぐさま、先に倍する勢いで残ったギロチンを振り回し始めた。

　怒れる〈獣ベステイア〉の猛威は、万物を一ミリずつに刻む烈風と化した。

「────」

　そして。

　何の躊ちゆう躇ちよもなく、ノウェムは、〈獣ベステイア〉の刃圏へと突進した。
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「起動──した？」

　そして、彼らも見ていた。

　体たい育いく館かんほどもある大きな部へ屋やの前面に、数十を超えるモニターが並んでいる。個々の人間が座ったデスクには、さらに細かいパラメータや映像が浮かび、刻一刻と変化している。

　地下八十メートル。

　この御みさ陵さぎ市しの監かん視し中ちゆう枢すうとなる、ネットワークルームである。

　ほぼ全員が、壁面中央のモニターを凝ぎよう視ししていた。

　そこには、嵐あらしが吹き荒れていた。

〈獣ベステイア〉と人形の、たった二体が巻き起こす嵐だ。

　アスファルトがめくれあがり、工事中のビルの鉄骨が斜めに裂ける。

　衝しよう撃げきで跳はね飛んだ大量の薬やつ莢きようが、まとめて寸断。あまりに速く鋭するどすぎるギロチンの軌跡は、驟しゆう雨うのごとき薬莢の切断線せんを見て、やっと理解できるほど。狂きよう喜き乱らん舞ぶする切断線は、一秒足らずに数十の弧を刻んだ。

　ならば、受け止める側も同じ。

　いいや、それ以上。

　ギロチンの軌跡が狂喜乱舞なら、少女の軌道は縦じゆう横おう無む尽じん。

　斜めに傾かしいだ信号機きを蹴けり、切り裂かれた隔かく離り壁へきを蹴る。三次元をジグザグに折り曲げながら、鮮あざやかな火花をギロチンと散らす。人外というも愚おろかしい戦せん闘とう行動が、〈獣ベステイア〉の身体からだに新たな斬ざん線せんを刻みつけていく。

「本当に……第九祭器が……」

　茫ぼう然ぜんと、解析班のひとりが呟つぶやいた。

　もちろん、彼もまた第九祭器のことは知っていた。

　知っていたのに、その光景を前にして、絶句せざるを得なかった。

　二年前、聖戦で消滅した都の、失われたロスト技術テクノロジー。

「…………」

　沈ちん黙もくは、感染するように広がった。

　戦争じみた死し闘とうと、もうひとつの理由によって。

「……九く瀬ぜ……諫いざ也や……」

　人形を目覚めさせたとき、少年が呼ばわった名前。

　これらが揃そろったとき、ネットワークルームの──同じ光景を共有した別フロアのスタッフの脳のう裏りにも、ある共通する感情が励れい起きされたのだ。

　驚きよう愕がく。

　歓かん喜き。

　激げき情じよう。

　あるいはそれらがぐちゃぐちゃになった、希望の萌ほう芽がといってもいい、心の動き。

『九瀬諫也』とは、そういう名前でもあった。

「…………」

　慄りつ然ぜんとした空気を、数秒後、さらなる情報が揺るがした。

　聞き慣なれた機き械かい音声が、こう告げたのだ。

「枢すう機き卿きよう代行権限により、サーバー・クリュプタが起動しました」
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「退たい避ひしてください」

〈獣ベステイア〉との間に無数の火花を散らしながら、もう一度、何の抑よく揚ようもなくノウェムが言った。

　その瞬しゆん間かんも、火花は増え続ける。

　ひとつ、ふたつ──一気に十六、三十二、六十四。

　百二十八。

　人にはありえぬ速度、ありえぬ精密さで、ノウェムという人形が剣を振るう。三次元空間を駆かけ抜け、飛び抜け、火花の発生位置は予想もつかぬ。もはや瞬間移動に匹敵する人形の戦せん闘とう機き動どうは、〈獣ベステイア〉さえも凌りよう駕がする。

　しかし。

〈獣ベステイア〉に与えられた傷は、やはり修復されていった。機関砲やロケット弾の際に比べればずっと劣るが、修復が緩かん慢まんなだけに、その再生は怪物の不気味さを増幅させるようだった。

　ただ無む頓とん着ちやくに、三み度たび、ノウェムは言う。

「退避を」

「…………」

　イザヤは、動けない。

　動けるはずもなかった。

　交差点は、いまや破は壊かいの坩堝るつぼだ。

　信号機や標ひよう識しきがまとめて斜めにずれ、でたらめに断たれたコンクリートや電灯がビルの壁へき面めんを砕くだく。凄せい烈れつな轟ごう音おんはひっきりなしに粉ふん塵じんをあげて、その風圧だけでも少年の身体からだなどたやすく吹き飛んでしまいそう。

　こんな戦場に数秒でも背を向ければ、それこそ致命傷となりかねぬ。

　いや、

（違、う……？）

　と、胸の中で、自分が否定した。

　それだけじゃ、ない。

　イザヤの胸にも、さざ波が立っていた。

　戦えるのか。

　そう、思っていたのだ。

　こんな化け物に──たとえ人間でないとしても──ヒトガタが戦えるのか。

　だが、この先をどうする？

　人形の攻こう撃げきと、〈獣ベステイア〉の再生。残念ながら、上回っているのは再生の方だ。速度と手数で凌りよう駕がしようが、打倒しうる手段を持たぬ限り、意味を持たぬ。何度となく無益な斬ざん撃げきが〈獣ベステイア〉を傷つけ、そのたびに再生し、戦いの絶望的な終末を予言するようだった。

（…………っ！）

　ぞくり、とイザヤの背筋が粟あわ立だつ。

〈獣ベステイア〉が笑ったように見えたのだ。

　ギロチンが大きく弧を描いた。今までと同じように見えた一撃は、工事中だったビルの足場を大きく切り裂き──鉄骨で組まれた足場をイザヤへと崩落せしめた。

「なっ！」

　飛び退のこうとするイザヤの足を、跳はね飛んだ瓦が礫れきが掬すくう。

　人形が、それに反応した。

　ビルの壁へき面めんを蹴けった人形の剣は、間一髪、傾いた足場を八つに分解した。

　同時に、無防備な背中へと、〈獣ベステイア〉のギロチンが降り落ちた。反転した人形の剣がそれも防いだが、発生したベクトルは受け流しきれず、ギロチンと剣を嚙かみ合わせた体勢のまま、背中からアスファルトに叩たたきつけられる。

　轟ごう音おん。

　飛び散るアスファルトの破片とともに、反作用で少女の身体からだも跳ねた。

　こふ、とまるで人間のように唇がわなないた。スローモーションのような光景。そのはかなげな横顔。戦いくさ乙女おとめの似姿を蹂じゆう躙りんすべく、〈獣ベステイア〉が総身を震ふるわせる。

　蠕ぜん動どうする甲殻の胴体から、新たに生まれたギロチンは九つ。

　これまでの手数の三倍。

　たとえ、ノウェムが万全であっても避けられるかは分からぬ、十二の魔ま刃じん。

　中空にある人形の肢体へ、鳳ほう仙せん花かの弾はじけるごとく、慈じ悲ひなき断首の刃やいばたちが殺到した。

　音はなかった。

　肌へ食い込んだ刃は、何の抵抗もなく人形を両断した。

　無む惨ざんに断たれた部品パーツが、宙を舞まう。

　人形の片腕だけが！

「──イザヤ兄にい様さま！」

　朱と鷺き頭とう玻は璃り。

〈獣ベステイア〉の横腹にスクーターを食い込ませながら、少女が叫んだ。

　あのスクーターの異様な馬力は知っている。不意打ちのカタチで体当たりした玻璃によって、さしもの〈獣ベステイア〉が目測を誤ったのだ。結果として、首を狙ねらったギロチンは逸それて、腕一本の犠ぎ牲せいにとどまった。

　余勢で地面へと転がって、玻璃はさらに叫ぶ。

「イザヤ兄様だったら──祭器を！」

「！」

　イザヤが、息を飲んだ。

　少し遅れて、足元に何かが落ちた。

　今の、断ち切られたノウェムの腕だった。

　血液ではなく──油と白い液体を撒まき散らせて、人形の腕は転がった。内側に覗のぞいたのが肉と骨ではなく、金属の骨格と無数のケーブルであっても、イザヤの衝しよう撃げきは変わらなかった。

　自分のせいで、切断された腕だった。

　前方には、ノウェムも立ち上がっている。

　片腕を失っても、その背中は歯がゆいぐらい凜り々りしいままだった。

「もしも退たい避ひされないのなら、私は、あなたに承認を求めます」

　と、人形は告げた。

（承認……だって……？）

「…………」

　ふと、イザヤは手を見下ろす。

　自分の手が、血にまみれていたことに気づく。

　少年も、先の崩落を完全にかわしていたわけではなかったのだ。

　胸元で何かが震ふるえた。携けい帯たい電話である。着信したメールにはこう書いてあった。

《イスカリオテを許可した》

　送信者名は見るまでもない。

　この携帯電話にこんなタイミングで送信してくる相手は、あの眼帯神父しか知らない。

　つまり、やり遂げろと言うのだ。この噓うそまみれの舞ぶ台たいを。

（……最低だ。本当に最っ低だ。この街に来て三十分もしない内に、あれもこれも全部押しつけやがって──脳みその代わりに生ゴミでも詰まってんのか、あの腐れ眼帯）

　内心で毒づく。

「……ええ、そうですね。あなた方の言われるとおりです」

　同時に、九瀬諫也らしく、何の怖おそれもない顔を演出。こんな戦場の中でも優やさしさと冷静さを失わぬ聖者。それこそ化け物じゃねえかという、内心の声を封ふう殺さつする。

　できるかぎり厳おごそかに、手をあげた。

　行動は決まっている。

　もうひとつだけ、教えられていた魔ま法ほう。


「神と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、また九く瀬ぜイザヤの血と名において、承認する。──これはHIC新しく、EST ENIMそしてCALIX永遠なるSANGUINIS契約の、MEI,私のNOVI血のET聖杯でAETERNIあるTESTAMENTI」



　祈りは、聖体拝領の典文カノンだった。

　本来はパンを神の肉とし、ぶどう酒を神の血となさしめる儀ぎ式しき。

　その神秘を唇に、イザヤは血まみれの手を人形の聖職衣カソツクへと押し当てた。





「ＤＮＡ一致。サーバー・クリュプタと管理者権限による同時承認を受じゆ諾だく──聖句箱テフイリン解禁」






　風が舞まう。

　人形の纏まとう聖職衣カソツクが、揺れる。

　その聖職衣カソツクが、突然、ぎちりと機械音をたてて展開した。

　機き械かいなのは、人形だけではなかった。

　むしろ、人形の纏った聖職衣カソツクこそが──棺かん桶おけの護まもっていた最も偉大なる奇き蹟せきなのだと、イザヤは知っていた。カタチを変えた聖職衣カソツクは、天使の翼つばさにも似て人形の上半身を包み込み、失われた片腕をも覆おおう銀ぎん翼よくの鎧よろいとなった。

　その奇蹟は、こう呼ばれる。

　──断罪衣イスカリオテ。


「断罪衣イスカリオテ起動。私は模も倣ほうします。私は模倣します。私は模倣します。私は一万六千三百八十四回、神の奇蹟が舞い降りた状況を模倣します」



　銀翼の鎧の内側で、ギリギリと何かの廻まわるような音が聞こえた。

　オルゴールの円筒シリンダーが立てるのに似た、無骨な機械音だ。

「…………っ」

　とてつもない違和感に、イザヤは歯を食いしばった。

　世界が上書きされる感覚だった。

（これ……が……そうかよ……っ！）

　こんな自分さえ膝ひざを折り、救いを乞こいたくなるような異常な聖性が満ちていく。

（ふざけやがれ。こんな……最低の気分が……断罪衣イスカリオテだってのか……！）

　必死に、視し線せんだけを逸そらさない。

　刹せつ那なに世界を書き換えながら、さらにノウェムは告げる。


「限定量子干渉場、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖女アガタの第三種奇蹟を起動。──すなわち一万六千三百八十四回の試行を開始します」



　続けて、低く、こんな『声』が流れた。




〝──神は、その御み目めをとめて、彼女を守り、彼女のうちに住み給たまう。彼女がゆれうごかぬように〟




　それは、聖書の一片。

　火山の爆ばく発はつから街を護まもったとされる、炎を統すべる聖女のミサに使われる詩し編へんであった。

〈獣ベステイア〉が動く。

　ことここに至って、十二の全すべてのギロチンをもたげ、人形へと突進する。

〈獣ベステイア〉の挙動は、けして遅くはなかったろう。イザヤの逡しゆん巡じゆんも聖衣の起動も数すう瞬しゆんのことであり、実際〈獣ベステイア〉はそのときには走り始めていた。

　しかし、やはり、遅すぎた。

　放たれた十二のギロチンは人形に届くことなく、その眼前でどろりと融とけ落ちたのだ。





「私は模も倣ほうします──聖女アガタの炎を」






　刹せつ那な、ノウェムの周囲を、神秘の炎が取り巻いた。

　銀ぎん色いろの、炎。

（炎──っ!?）

　思わず顔を覆おおい、イザヤが息を止める。

　金属さえ融かす高温でありながら、そばに立つイザヤの肌には火傷やけどひとつできなかった。文字通りの奇き蹟せき。魔ま性しようを滅するためだけに生まれた、聖なる火。ありえない色を現実に広げて、天上から降り落ちた花弁のごとく、聖炎は〈獣ベステイア〉を吞のみ込んだ。

　効果は、絶大だった。

　ギロチンにとどまらず、〈獣ベステイア〉を構成していた鋼はがねさえ融けて、甲殻さえ焼けただれて、どおっと身体からだを縮ちぢませていく。

　先のような、異常な再生はない。

　奇蹟という光を前に、いかな怪物の不死身といえど無力と化すか。

　みるみる内に、身体を半分以下にまで融ゆう解かいさせられながら、〈獣ベステイア〉は強く地面を蹴けって反転した。

「逃げる──っ!?」

　玻は璃りの声。

「私は模倣します」

　それよりも早く、銀色の炎が追う。

　断罪衣イスカリオテの内側からの、機き械かい音おんがいや増す。

　一度とらえた相手をけして離はなさぬというように、銀炎は蛇のごとくうねり、空中をも走ってまとわりつく。神の怒りを体現する純粋なる熱ねつ。まとわりつかれた〈獣ベステイア〉が空中でのたうち、喉のどを持ち上げ、奇怪な『声』をあげた。

　絶叫とも、悲鳴ともつかない『声』だった。

　その『声』を最後に──〈獣ベステイア〉を構成していたすべてが、粒子となって分解していく。

「やっ……た……？」

　信じられないように、玻は璃りが茫ぼう然ぜんと口にした。

　同時に、炎も消えていく。

「ノウェム……！」

　イザヤが振り返る。

　その視界で、人形は不自然に痙けい攣れんしていた。

「私は……模も倣ほうします……」

　繰くり返し、呟つぶやかれる聖句。

　四肢だけが──片腕を失った今は片手と両足だけが──小刻みに震ふるえ、そのままがくりと膝ひざを落とした。表情だけは皺しわ一筋とてつくらず、しかし腕をつくこともできずに、前のめりに倒れ伏す。展開していた断罪衣イスカリオテが、大量の冷却剤を噴ふき出しつつ、元の聖職衣カソツクへと戻っていった。

　それでも、人形の唇は止まらなかった。

「私は……模倣……します……」

（馬ば鹿か！）

「馬鹿！　お前！」

　イザヤの声に、返事はない。

「ノウェム!?」

　その異常に玻璃も振り返り、動かぬ人形に目を剝むいた。

　すぐに遠くから、ヘリのローターと、大型車の走ってくる音が聞こえた。
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　世界が壊こわれたのは、いつだろう。

　優やさしい光に満ちた個人的な日々も、絶えることのない世界中の戦火も、どちらもが虚きよ飾しよくだと、そう思い知らされた怒りデイエスの日・イレは……いつのことだったろう。

　どこから、それは訪れたのだろう。

〈獣ベステイア〉。

　大罪の名を冠された暴ぼう力りよくによる蹂じゆう躙りん。

　そして、最初に踏みにじられ、砕くだかれた都。

（……燃もえてる）

　玻は璃りは思い出す。

　玻璃は忘れられない。

　こんな夢の中でも、いまだにあの都が燃えている。

　禍まが々まがしく黒ずんで──聖都と謳うたわれた場所が、燃え尽きる。







　世界が壊れたのは、いつだろう。

「兄にい様さま」

　いつも、玻璃はそう呼んでいた。

　あの人がいるところは、いつだって輝かがやいて見えた。

　あの人が笑っていたら、それだけで何もかも忘れてしまうぐらい嬉うれしかった。

　幼い恋心を意い識しきする時間なんてなく、玻璃はただただ楽しくて、少年の後ろを追いかけていた。お気に入りのドレスをつまんで走っていて、まるで子犬のようだったって、今になるとおかしく思う。あちこちで仕事していたあの人には、きっと迷めい惑わくだったろうに。

（……嬉しかった）

　玻璃は覚えてる。

　玻璃は微笑ほほえんでしまう。

「イザヤ兄様！」

　その笑顔えがおも──はかなく燃えて消えた。







　世界が壊れたのは、いつだろう。

　あるひとりの内的世界と、現実の世界が壊れたのはいつのことだったろう。

　朱と鷺き頭とう玻は璃りにとって、それは同じとき。

　二年前の夏。

　玻璃の知っている、一番暑かった日。

　つまり、九く瀬ぜ諫いざ也やという聖せい職しよく者しやが死んだ日だった。

　だけど、今は……
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　陽ひ射ざしが柔らかかった。

　初夏特有の、あたたかで包み込むような光。少し前まで降っていた雨の匂においもあいまって、いつまでも微睡まどろんでいたくなる。とりわけ、生徒会室この部屋の空気はお気に入りで……

「朱鷺頭会長」

　と、声が降ってきた。

「ふあ？」

　目覚めると、ショートカットの髪が、窓からのそよ風に揺れている。

　頰ほおに浮いたそばかすは制服とよく似合って可愛かわいらしいが、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみはまったく笑ってない。その手元では、ぱんぱんと指示棒が打ち鳴らされていた。

　生徒会会長補佐・架か城じようまゆきである。

「今年ことしの予算案はこの通りですけれど、生徒会長としてはどう思われます？　朱鷺頭会長」

「あ、あ、すいません」

　慌あわてて玻璃が顔を持ち上げ、机の上のプリントに目を通す。

「──会長はんにしては珍しいねえ」

　はんなりと微笑したのは、生徒会副会長・長なが岡おか静しず佳か。

　こちらは極上の墨すみを思わせる黒髪に、驚おどろくほど白い肌。書の名人が一筆になしたような細い眉まゆと、ほんの少し垂れ目な黒こく瞳どう。ひとつひとつの表情や仕し草ぐさまでも穏おだやかで、人当たりの良い性格が窺うかがわれるかのよう。

　ただし、男。

　誰だれもが見ないふりをしているが、制服だって間違いなく男性用のブレザーだ。あるべき膨ふくらみもない代わりに、首元に妙な色気があったりして──きっと、誕たん生じよう日びにやってきた天使が魂たましいか器うつわを間違えたに違いない。御みさ陵さぎ学院では「彼女にしたい男子ナンバー１」という新ランキングをつくりあげた傑けつ物ぶつである。

「少し、昨日きのうはいろいろあって……寝るのが遅くなっちゃいまして」

「あら。昨日は八区の方で避ひ難なん訓練があったそうやけど、ひょっとして会長はん、巻き込まれはったとか？」

「え、あ、その……まあ、ちょっと」

「迷めい惑わくな話どすねえ。御みさ陵さぎ市しはええとこやけど、避ひ難なん訓練が抜き打ちなんはかないまへん」

　一いつ瞬しゆん、玻は璃りの表情が曇くもった。

　宗教テロ。

〈獣ベステイア〉の起こした事件は、おおよそそういう風ふうに認にん識しきされている。

　二年前、聖都が戦術核によって崩ほう壊かいしたと発表されて以来、聖せい霊れい教きようの特別指定教区では不定期の緊きん急きゆう避難訓練が義務づけられていた。同時に、これらの不安や不自由を取り除くため、徹てつ底てい的てきな警けい備びの増強および、教区の税金や各種補助金において個人・企業ともに大幅な優ゆう遇ぐうをされている。

　昨日きのうの現場だって、区画ごと事故として封ふう鎖さされ、今ごろはモジュール化された建材で再建築中のはずだ。

　そういう、表向き。

　真実よりは、ずっと優やさしい噓うそ。

「……だいたい、そんな理由です。とにかく、ぼんやりしちゃってごめんなさい」

　ことり、と玻璃が素直すなおに頭を下げる。

　すると、




　くうぅぅ～……




　と、なんともいじらしい音が、生徒会室にこだました。

「あ……」

　真まっ赤かになった少女がおなかを押さえ──

「そ、その、急いでたから、ちょっと朝食も抜いちゃいまして……」

　どもりながら言いい訳わけする玻璃の頭が、ぐい、と引き寄せられた。

「朱と鷺き頭とう会長……」

「ま、まゆきさん……！」

　意図を察した玻璃が止めるよりも早く、会長補佐のまゆきはごくごく個人的な最終手段に打って出た。

「ああ、会長可愛かわいい～！」

　たまらないといった表情で、玻璃の頭に頰ほおずりしたのである。

「外に出たら泣く子も黙だまる生徒会長だってのに、この可か憐れんさ！　このいじらしさ！　あああ、ありえない！　会長が会長でさえなかったら、あたし今すぐにでも養子縁えん組ぐみしていっぱいいっぱい可愛がってあげるのに！」

　そんな様よう子すの生徒会長と生徒会長補佐を横目に、静しず佳かは冷静にプリントをめくっていく。

「はいはい、イチャイチャするのはええから、予算会かい議ぎも進めますえ？　後、まゆきさんの年では養子縁えん組ぐみできまへんから」

「ふぉふぇふぇふははいまへ！」

　止やめてくださいませ、という玻は璃りの要望もどこへやら。

「どこも予算不足だけは訴えてますけど。とりわけ運動部。野球部とテニス部なんて昨年の成せい績せきが良かったからって倍増しで要求してますよ」

　静しず佳かの要望を受けて、生徒会会計・四よ辻つじが冷静かつ適切に課か題だいを指摘する。

「ここは朱と鷺き頭とうグループからの寄付を増やしてもらって、どかんと予算アップってのはどうっすか!?」

　潑はつ剌らつとした笑顔えがおで能天気に手をあげたのは、生徒会書記・鈴すず木き大だい悟ごである。

　掛け持ちで陸上部所属だけに大おお柄がらな、生徒会で唯一の二年生なのだが、この意見にはぞくりと全員が身を震ふるわせた。

「あら」

　と、まゆきの拘こう束そくから逃れた玻璃がかぶりを振る。

「それはつまり、御みさ陵さぎ学がく院いんへの寄付は、朱鷺頭グループの娘である私が一手に握っていると、そういう無責任な噂うわさを信じているということかしら？」

「あの……ち、違うんですか？」

「ほかにも何か聞きました？」

　ごく冷たく、少女が問う。

「ええと……去年の校舎の大改造は朱鷺頭先せん輩ぱいが転入したからだって」

「もともと、御陵市が特別指定教区に選ばれたときから改築計画が立ってました。去年のはその三段階目というだけです」

「転入直後の朱鷺頭先輩が睨にらんだだけで、翌日には三つぐらい部活が取りつぶされたっていうのは？」

「まったくの事実無根です。というか、御陵市の人口増大のおかげで、去年つぶれた部活なんてないはずですけれど」

　続々と否定され、思い詰めた表情の鈴木が息を詰める。

「じゃ、じゃあ、生徒会に入ったら、いろいろ美お味いしい思いできるって聞いたのは!?」

「……ただの噂ですと、何度私に否定させるつもりです？」

「……は、はいっ！」

　鈴木、直立不動。

　玻璃から流れてきた冷気が、ただごとではすまないと、この少年にも悟らせたらしい。生徒会の他役員もほっと胸を撫なで下ろし、つつがなく個々の予算審しん議ぎへと移行する。

「先生は？」

　と、玻は璃りが眉まゆをあげた。

「……会長と同じどす」

　静しず佳かが形のよい顎あごを軽くしゃくる。

　テーブルの一番向こうに──腕を組んで、気持ちよさそうに寝息を立てている生徒会顧こ問もんを認めて、玻璃は小さく息をついた。




「カルロ神父」




「お、お、お？」

　途端とたん、眼帯をつけた神父が、ずるりとパイプ椅い子すをずり落ちたのだ。尻しり餅もち寸前で目の前の机にしがみつき、ぎりぎりでバランスを取る。

　はわわと言いながら、椅子の上へ座り直し、

「やや、ひょっとして予算会かい議ぎ終わっちゃいました？」

「まだです」

（まったく、教団でも学校でも、この方は変わりませんわね）

　思いながら、玻璃は睨にらむように目を細める。

「カルロ神父も、もう少し真剣に参加してくださいませんか」

「あはは、あなたがたを信頼してますから。もとより、生徒会は生徒の自立精神を育はぐくむためのものですし」

「無責任と信頼とをすり替えないでくださいませ」

　たしなめて、唇をとがらせた。

　なにしろ自分もうたたねしていた手前、あまり強く言うこともできない。

　そんな玻璃や生徒会の様よう子すを見つめ──にこにこと、カルロ・クレメンティは笑っていたのである。

「お、そうだ」

　と、不意に付け足した。

「さっきの玻璃さんの噂うわさ、全部ホントですよ？」

「カルロ神父!?」

　叫んだ玻璃に、カルロが破は顔がんする。

「ああいやいやそれはともかく──玻璃さんとまゆきさんは後で付き合っていただけます？　ちと教会のことでご相そう談だんが」

「んん？　神父様、若い女の子の付き添いって高いよー」

　まゆきが、面おも白しろそうに唇へ人差し指を運ぶ。

　対して、

「同じ生徒会のよしみで、なるだけ格安ではからってもらえれば」

　と、カルロ神父は至し極ごく丁てい寧ねいに一礼したのだった。
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　極東特別指定教区・御みさ陵さぎ市し。

　第四区。

　市の中央近くに位置する、学園都市である。

　小学校から大学まで、御陵市のおおよその教育機き関かんはこの区に配置されていた。普通、義務教育の施設まで一箇所に集中させることはないのだが、何重にも交こう通つう網もうを発達させ、各区間の移動を容易にした御陵市ならではの施策といえる。

　玻は璃りの所属する御陵学院中等部も、その例に漏れず、第四区へ校舎を建てていた。







　予算会かい議ぎが終わり、玻は璃りたちは渡り廊下を歩いていた。

　玻璃、まゆき、カルロの三人である。

　鈴すず木きや静しず佳かは、やっと決定した予算案のプリントアウトや各部活・委員会への連絡のため、まだ生徒会室に残っている。

　斜めに、夕暮れの光が射さしていた。

　飴あめ色いろの光は、何もかもを塗り込めてしまうようだ。

　中等部・高等部の各校舎もグラウンドも、皆同じ色になって、なんだか夢の中の光景に思える。とりわけ、学院の中央から長く伸びたそのシルエットは、見る者の胸まで突き刺さりそうなぐらいに印象的だった。

　十字架。

　教会の屋根に据えられた銀ぎんの十字架が、夕焼けの光をくりぬいていたのだ。

　少女たちの前方──渡り廊下まで延びた飴色と漆しつ黒こくの中に、もうひとり、神父服姿の影かげも溶けていた。

（────っ）

　玻璃が、眼を丸くする。

「イザヤ、兄にい様さま!?」

「ああ、朱と鷺き頭とうさんも一いつ緒しよでしたか。神のお導みちびきですね」

　聖職衣カソツクを着た少年──九く瀬ぜイザヤが振り返り、淡あわく微笑ほほえんだのだった。

「およよ、会長のお知り合い？　ちょっと珍しいね？」

　きょとん、とまゆきが首を傾かしげた。

　すぐ、何かに気が付いたようにぱちぱちと瞬まばたきし、その唇がぽかんと開かれた。

「え？　あれ？　イザヤ兄にい様さまってひょっとして……会長がずっと言ってた……二年前にいなくなっちゃったっていう……」

「ええ、九く瀬ぜイザヤさんです」

　と、カルロが先んじて紹介した。

「ふええええええええええええええええええええええええええええええええええええっ！」

　思わず大声をあげて、まゆきが両手をあげた。

　そのまま隣となりの少女を揺さぶる。

「か、会長！　会長！　どうしたの!?　イザヤさんだよ！」

「あ、はい。分かってますけれど……」

　肩を押さえられて、玻は璃りの視し線せんが床ゆかを彷徨さまよった。

　躊躇ためらいが、数秒。

　唾つばを飲み込んで顔をあげ、思い切ったように少女は問うたのだ。

「イザヤ兄様、やっぱり記き憶おくは……」

「……申もうし訳わけありません」

「…………」

　沈ちん黙もくが、ふたりの間に落ちた。

「……あ、あれ？」

　予想しなかった展開に困こん惑わくして、小声でまゆきがカルロへと尋たずねる。

「あの、カルロさん、記憶って……」

「ええ。イザヤさんは、二年前の事故から奇跡的に生せい還かんしていて、最近になってやっと、さる土地で見つかったのですが……残念ながら、そのときには記憶が曖あい昧まいになってまして……」

「記憶が？」

　まゆきが口元に手を当てた。

「えええ？　噓うそ、記憶喪そう失しつってこと？」

「そうなりますね。玻璃さんにも昨日きのう説明したのですけど、玻璃さんといた頃ころの記憶はまったくないそうでして……」

「ふえっ……」

「…………」

　かくして、こちらのふたりも沈黙。

　どちらからともなく、玻璃とイザヤの方を振り返る。

　少年と少女は、一メートルほどの距きよ離りをおいて、互いを見つめていた。ほんの一メートルが、二年間の重さにひきつれ、深い谷をつくったようにも思えた。

　少しして、

「うわっ！」

　イザヤが面食らった声をあげた。

　押おし黙だまっていた少女が、突然がばっと聖職衣カソツクの胸元を引っ張り、自分の耳を押しつけたのである。

「なななななな、何をなさるんです!?」

「黙って！」

　一いつ喝かつで、少年が硬直する。

「うん、生きてる。……神様がいますわね」

　小さな声で、玻は璃りが言った。

「え？」

「もう！」

　憤ふん然ぜんとイザヤを突き放し、ぴしり、と玻璃が人差し指を突きつけたのである。

「覚えてなくても、あなたの台詞せりふですわよ。──生命いのちは自分のものじゃなくて神様の贈おくり物もの。生きとし生けるものは、それだけで神様から見守られてる。だから、生きている人は、もう何も嘆なげく必要がないんだって」

　少女の瞳ひとみは、イザヤを通り越して、遥はるか遠い国を見つめるようだった。

　イザヤを通して、二年前を見つめるようだった。
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「だったら、あたしもそれで十分です。生きていてくれて、帰ってきてくれたんだから、それ以上望むことなんかありません。悲しむことだってありません」

　きっぱりと言い切る。

　その強さ。

　その潔いさぎよさ。

　太陽を直視するようで、眩まぶしささえイザヤは感じた。

「だいたい、あなたが覚えてなくても、私があなたを覚えてます。それで十分だし十全です。そんな困った顔をいつまでもしないでくださいませ！」

「…………」

　眩しくても、イザヤは少女から目を離はなせなかった。

　あの怪物と対たい峙じしたときとは似て非なる──気高さであり、力強さであった。大切な物を失ってなお笑おうとする、少年の知らない世界の勇気を少女は確たしかに携たずさえていた。

　それに圧倒されながら、掠かすれる声で答える。

「努力……します」

「よろしい」

　満足そうに、少女は胸を張ってうなずいた。

「あ、そうだ」

　と、付け足した。

　はにかむようにして、指を組み合わせて訊きく。

「……今まで通り、イザヤ兄にい様さまって呼ぶのはかまいませんか？」

「あ……はい」

　言いながら、なぜだか、イザヤは視し線せんを逸そらしていた。

　胸元の、十字架に触れて、

「……その、昔の僕は玻は璃りさんと親しかったんですね」

「ええ。とても良くしていただきました」

　すう、と少女が一礼した。

　両手で制服のスカートをつまみ、そっと片足をひく。カーテシーとも言われる、遠くヨーロッパのお辞じ儀ぎ。

　それから、隣となりの眼帯神父を向いた。

「カルロ神父、教会のことで相そう談だんっていうのは、イザヤ兄様のことでいいんですの？」

「ええまあ」

　と、カルロが頰ほおを搔かく。

「イザヤさんは正式な司祭の資格を持ってますし、そのあたりの知ち識しきは確かですので、今後神学の授業を手伝てつだっていただこうかと」

「イザヤさんが学校に!?」

　うわあ、と手を打つまゆきである。

「じゃあ、今からよろしくしておかないと！　あたし、会長補佐の架か城じようまゆきで、会長の将来の家族候補その一ですから！　あれれ、でもそうするとお仲間じゃなくてライバル!?　それとも強敵と書いて友とかルビを振ったりする!?」

「は？」

　けたたましい少女の勢いに、イザヤがのけぞった。

「──まゆき」

「あいたたたたたっ！　か、会長!?」

　これは、耳を引っ張って、玻は璃りが制止したものである。

「では失礼します」

　くるり、と少女の踵きびすが返される。

「あいたたたたたたたたたたた！　耳！　耳離はなしてってば会長～っ！」

　会長補佐の悲鳴ごと、ふたりの背中が遠ざかっていく。

　一度だけ、こちらを振り返った。

「……ありがとう。帰ってきてくれて」

　何かが零こぼれてしまいそうな、心の大事な場所を開け放してしまったような、あまりにも無防備な笑顔えがおだった。

　それを最後に、イザヤは朱と鷺き頭とう玻璃を見送った。

「…………」

　少年の瞳ひとみには、ひどく陰いん鬱うつな色が浮いていた。

　悪いた戯ずらっぽく、カルロが耳打ちする。

「どんな気分です？」

「……最悪に決まってるでしょう」

　と、イザヤは吐き捨てた。

　胸の内側に、ごろごろとした石が詰まっている感じだった。なのに、嫌いやな気分だけでもないというのが、なおさら少年にとっては最悪だった。

（ああ糞くそ。なんで、こうも面めん倒どうくせぇんだ！）

　きっ、と隣となりを振り返る。

「てめえ、こんなままごと遊びを、丸一年もやらせる気か！」

「はいはい、九く瀬ぜ諫いざ也やの仮面が脱げてますよ。それに、これでも一いつ生しよう懸けん命めい、サポートしているつもりですけど」

「……そのよく回る舌をぶったぎって死にくされ」

　呟つぶやき、イザヤは強く奥歯を嚙かむ。




　──無む論ろん。

　　　記き憶おく喪そう失しつなんていうのは、まったくの噓うそっぱちだ。




（……生命いのちは神様の贈おくり物もの、だって？）

　そんなうざったい台詞せりふ、覚えてるはずがない。

　九く瀬ぜ諫いざ也やは死んだ。

　自分はただのニセモノだ。

　だからといって、胸が痛むはずもない。

　こんな風ふうに他人を騙だますことも、この契約をしたときから覚悟していたはずだ。

「…………」

　もう一度、胸の十字架を握り。

　昨日きのうのことを、イザヤは思い返していた。





３






　時間は、昨日の夜に戻る。




　御みさ陵さぎ市し・第一区。

　そこは教区指定された後の御陵市でも、最も初期から開発され、最も深い闇やみを封じられた区だ。

　市政の中心として、市庁舎や企業ビル──そのほとんどが朱と鷺き頭とうグループの息のかかった──が置かれる一方で、それらの名目を使いつつ、秘ひ密みつ裏りに多くの施設が築かれた土地。

〈獣ベステイア〉との戦いの後、イザヤが一区へ連れられたのも、地下に張り巡らされた移動経路を使ってのものだった。

（ったく、でたらめな都市だよな……）

　内部の通路を案内されながら、イザヤは思う。

　住んでいる市民のほとんどは、この街をよくできた宗教都市ぐらいにしか思ってないだろう。なのに、その地下では、軍隊でも相手できるような装備が整ととのえられている。電柱には電でん磁じネットが、マンホールには機き関かん砲ほうが埋め込まれた都市をどう呼べばいいものか。

（……詐さ欺ぎもここまで来たら立派っつうか。これから聖せい霊れい教きようの教会見るたび、疑心暗鬼にかられるぞ）

　顔をしかめて、そんなことを考えていると、

「こちらです」

　先を歩いていた女性が、扉とびらの前で立ち止まった。

　案内されたのは、イザヤひとりである。

　今いるのが、一区の秘密施設だとは聞いているが、それ以上の説明は受けてない。途中、何度となく車やエレベーターを乗り換えさせられたため、ここが地下なのか地上なのかも、判然とはしなかった。

「ああ。では、ここからは僕だけでいけばいいんですか？」

　にっこりと、優ゆう等とう生せいスマイルを浮かべて、イザヤが問う。

「はい。中で、詳しい説明も受けられるとのことです」

「そうですか。ありがとうございます。あなたに神のご加か護ごがあらんことを」

　と、進みかけたところで、女性が引ひき留とめた。

「その……良ければ、握手してもらえます？」

「は？」

「九く瀬ぜ諫いざ也やは、私の英雄でもありました。こうしてお会いできて、本当に嬉うれしいです」

（また握手かよ！　どんだけアイドル扱いしやがる気だ！）

「ああ。それはどうも。こちらこそよろしくお願ねがいします」

　内心で激はげしく突っ込みつつ、イザヤが手を握り返す。

　秘ひ訣けつは、少し照れくさがりつつ、かつ相手の眼から視し線せんを逸そらさないことである。九瀬諫也に抱かれているイメージを崩さぬよう、こうした応対や礼れい儀ぎ作法は四ヶ月の『教育』でも一番力を入れられていた。

　イザヤを認証すると、扉は勝手に開いた。

　内側は、聖堂だった。

　ステンドグラスの下に、古びた十字架。

　祭さい壇だんには、いくつもの蠟ろう燭そくが火を灯ともされており、すぐ近くではパイプオルガンが荘そう厳ごんな教会音楽を奏かなでていた。

（あん？　この曲って……）

　イザヤも、何度となく聴きかされた曲だった。

　パイプオルガンの織おりなす豊かで重層的な旋せん律りつに、聖堂全体が打うち震ふるえ、自ら歌いあげるようだった。もとより教会音楽とは聖堂で奏でられることを前提につくられた音楽である。深い哀かなしみとほんのかすかな希望に彩いろどられた旋律は、パイプオルガンと聖堂を融ゆう合ごうさせ、ひとつの楽器となすようにも思えた。




　──Wirわれらは setzen uns mit涙ながらここに Tranen niederひざまずき




　受じゆ難なん曲きよく、という。

　聖せい霊れい教きようの救世主が処刑される、その経けい緯いを題材とした曲目。

　とりわけそれは、苦しみ抜いた十字架から墓に運ばれ、やっと安息を得られた救世主に捧ささげられる終曲であった。神父のしなやかな指が上下に四つもある鍵けん盤ばんを彷徨さまよい、やがて旋律が低音部へと身を潜ひそめていき、救世主の安らかな眠りを祈り終えたところで、音楽は静せい謐ひつな空気へと散じていった。

　そして、

「やあ」

　と、実ににこやかな笑顔えがおで、カルロ・クレメンティが手をあげた。

　イザヤの目がすっと細まる。

「枢すう機き卿きよう代行ともなれば、パイプオルガンぐらいはたしなむものですか」

「あはは。趣しゆ味みですよ趣味。ほら、全部で七十曲近くもある大作なんで、最後のこの曲だけ演奏すると、なんかいっぱい仕事したみたいなお得な気分になれるんです」

　かなり冒ぼう瀆とく的てきな発言とともに笑えみを浮かべ、眼帯神父は椅い子すごとこちらに振り返った。

「イザヤくんも大人気なようで何より。おかげさまで大成功と言っていいかと」

「大成功……ですか？」

「ええ」

　にっこりと、カルロがうなずき返す。

　すぐに、その表情が硬直した。

　目の前に立つイザヤの視し線せんが、強い怒りを孕はらんだのだ。

「てめえ……人をはめやがったな」

「は？　何のことです？」

「っざけんな！」

　思い切り素に戻って、少年はつかつかと歩み寄った。

　胸ぐらを摑つかむ代わりに、パイプオルガンへ強く拳こぶしを打ちつけ、低い声で言う。

「耳の穴から脳みそこじりだされたいか、てめえ！　俺おれこそが『九く瀬ぜ諫いざ也や』だって皆に思わせるために、あの〈獣ベステイア〉の前に放り出したんだろうが！」

「ああ……っ」

　と、カルロは頰ほおをゆるめた。

　眼帯もあいまって、何とも人の悪そうな表情ではあった。

「いや、そのことだったら許していただけるとありがたい。あれが一番効果的な方法だったんですよ。もとより、ノウェムは九瀬諫也のためだけにつくられた、九瀬諫也にしか起動できないはずの祭器ですからね」

「ああ、ああ！　確たしかに大成功だよ！　おかげでここに来るまで、何十回も握手を要求されたぐらいにな！」

「おお、そこまでですか。あっはっは。やっぱり、イザヤ君に任せて良かったですねえ」

　ぱちぱちと拍手までして、カルロが絶ぜつ賛さんする。

　ふたりの言っていることは、〈獣ベステイア〉と呼ばれる災わざわいと、それにまつわるいくつかの特性を前提としていた。

　──〈獣ベステイア〉。

　世界を『壊こわれ物もの』にした名前。

「それにまあ、あなたにもちゃんと見てもらいたかったですから」

「はあ？」

「映像記き録ろくと実戦じゃ、まるで違います。一定以上成長した〈獣ベステイア〉の『再構築』を阻はばめるのは、断罪衣イスカリオテによる奇跡だけだって、ちゃんと身にしみたでしょう？」

（……この、腐れ眼帯っ）

　たぎる怒りをやっとのことで抑え込みながら、イザヤも思い出していた。

　カルロに見せられた、〈獣ベステイア〉との交戦記録。

　さきほどの、ギロチンと相似した〈獣ベステイア〉のときのように、どれほどの打だ撃げきを受けても、彼らは瞬またたく間に再生した。

　対地ミサイルや燃ねん料りよう気化爆ばく弾だんの直撃を受けても、平然と炎の中から立ち上がる悪夢。一部の学者によれば、彼らのそれは再生ではなく、ありとあらゆる物質を取り込んだ『再構築』であるともいう。

　彼らが現れるのがある種の都市に限られるという特性も、その脅威に拍車をかけた。一般人の住む都市戦で使える火器など、大幅に制限されるからだ。

　絶望は、公式に〈獣ベステイア〉が確かく認にんされてから、一ヶ月以上続いた。

　聖せい霊れい教きようの教団が、ある品を提供するまで。

　すなわち、断罪衣イスカリオテを。

「……つまり、こういうことか？」

　と、イザヤは眼帯神父を睨にらみつけた。

「『九く瀬ぜ諫いざ也や』のふりをさせるために、今回の馬ば鹿かげたやり方も欠かせなかったってのか？」

「ええ」

　悪びれずに、カルロも応じた。




「なにしろ、最初の断罪衣イスカリオテを使った英雄のひとりが──九瀬諫也なんですから」




「……知ったことか」

　毒づいて、イザヤは腕をパイプオルガンからどけた。

　もっとも、視し線せんの険悪さだけは変わらない。

「や、分かってもらえましたら、ありがたい。ついでですし、ほかに訊ききたいこととかあったりします？」

「…………」

　少し沈ちん黙もくしてから、少年はこう訊いた。

「あれから、ノウェムって人形はどうなった？」

「おや」

　驚おどろいたような顔で、カルロが瞬まばたきした。

「それを訊かれるとは思わなかった。ああ、ついさっき報告が来ましたが、初めての断罪衣イスカリオテの起動で過負荷がかかっただけのようです。すぐに復帰できるかと」

「……はん。そっか」

　そこで、やっと少年の瞳ひとみが和やわらぐ。

　ツクリモノだと分かっていても、あの人形の壊こわれた姿はひどく嫌いやな気分がしたのだ。

　そんな気持ちをはぐらかすように視し線せんをパイプオルガンへと逸そらし、眼帯神父に教育させられた成果を披ひ露ろうする。

「確たしか、聖せい霊れい教びようの聖典にはこんな風ふうにあったよな。──今の時代の者はよこしまだ。しるしを求めるが、ヨナのしるしのほかには、しるしは与えられない」

「神に奇き蹟せきを求めるな、ですか。耳の痛い話ですね」

　うそぶいて、カルロが肩をすくめた。

「実際、その断罪衣イスカリオテにしても、使える聖人はごくごくわずか。正直、御みさ陵さぎ市しはわりと絶望的だというのは、前にお話しした通りで」

「ああ？　それこそ、ノウェムみたいなのを量産すればいいんじゃねえの」

「ご冗じよう談だん。あれは英雄・九く瀬ぜ諫いざ也やのための特別スペシヤルですよ。断罪衣イスカリオテや聖者以上の希少品です。最強でも汎はん用ようでもないけれど、九瀬諫也のためだけに尽くす、完かん璧ぺきな従者ですよ」

「そのはずだった、だろ」

「はい」

　イザヤの憎まれ口を、カルロは微苦笑で受け流した。

「でもね。正直、あなたを見つけられたのが一番の奇跡だと、私は思ってるんですよ」

　穏おだやかに、イザヤを見据える。

　唇は、こう告げた。

「九瀬諫也に双子の弟がいるなんて──ね」

「物心ついた頃ころには別の孤児院だ。会ったことなんざ一度もねえ。いい加減黙だまらねえと、根っこから舌引っこ抜くぞ、おしゃべり眼帯」

「おやおや、これは怖い」

　残念そうに、カルロがこぼした。

　それから、

「まあ、お怒りがしずまったのでしたら、無む駄だ話ばなしはこれぐらいにしましょうか。これからの生活のこととか、玻は璃りさんのこととかも話さないといけませんし」

「それだ！」

　と、イザヤが身を乗り出した。

「あの玻璃って化け物お嬢じよう様さまもなんだ!?　お前の知り合いか!?」

「九く瀬ぜ諫いざ也やと一番親しかった女の子ですよ。ついでに言えば、朱と鷺き頭とうグループのご息女にあたります」

「朱鷺頭……っ。朱鷺頭って、あの朱鷺頭か？」

　少年の声が、かすかにうわずった。

　それが、イザヤでも知っている名前だったからだ。

　まともにコーヒーの種類も知らぬ生活で、それでも見かけずにはいられない巨大コンツェルンの総称だった。

「もともと、聖せい霊れい教きようへの出資が一番多いのが朱鷺頭グループでしてね。断罪衣イスカリオテを実用化するのも、あのグループからの寄与がなければ不可能だったでしょう。その関係で玻璃さんと九瀬諫也が接触することは多かったんですが……ええと、実はそのあたりが頭痛の種というか、相そう談だんしたいところでして」

「は？」

　眉まゆをひそめたイザヤを前に、カルロは白々しく頭を搔かいた。

「いやあ、直接会ったことのないほかの人はともかく、あれだけ九瀬諫也に懐なついてた玻璃さんを騙だますのは無理そうだなーって。それでいろいろ考えてたんですが……」

「……ああ。まあ難むずかしいんじゃねえのか。ふたりだけの個人的な事項とか訊きかれたら、どうしようもねえぞ？　どうする気だよ？」

「記き憶おく喪そう失しつってことで通そうかと……」

　ぬけぬけと、そんなことを言い放ったのだ。

　それも、ここまでの会話で一番真ま面じ目めな、一番深刻そうな顔であった。うっかり否定なんかしたら、聖堂の天てつ辺ぺんから身を投げてしまいそうな殉じゆん教きよう者しやの雰囲気さえ漂わせていた。

　だから、

「お前……やっぱり脳みそ腐ってるだろ」

　さしもの少年も、そう返すのが精一杯だった。
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　そして今。

　イザヤは、カルロとともに再びアルファロメオに乗っていた。

「やあ、うまくいったようで良かった良かった」

「……馬ば鹿かか、ホントに」

　運転しながら陽気に言うカルロに、イザヤはこめかみを押さえる。

　玻は璃りたちと別れた後、御みさ陵さぎ市しでの住居に案内するということで、カルロが自ら愛車を用意したのだった。

「ほらほら。いつまで、元のやさぐれた顔してるんですか？　そろそろ九く瀬ぜ諫いざ也やに戻らないと、化けの皮が剝はげやすくなりますよ？」

「ちっ」

　ひとつ舌打ちして、イザヤが自分の顔を撫なでる。

　つるりと指先が触れた後には、優やさしげな少年神父が座っていた。

（……調ちよう子しにのりやがって、糞くそ眼帯）

　胸の内ではそう思いながらも、ごく丁てい寧ねいな口く調ちようで問いかける。

「──ひとつ伺うかがいたいのですが、どうして枢すう機き卿きよう代行が学校の生徒会顧こ問もんをなさっているんですか？」

「そりゃあ玻璃さんはこの御陵市最大のＶＩＰですからね。御陵市にこれだけの装備を調ととのえられたのは、朱と鷺き頭とうグループの尽じん力りよくあってですし」

「あの、隔かく離り壁へきや電でん磁じネットや機き関かん砲ほうのことですか」

「地下通路やそのほかの施設も含めてですね。あの娘のカリスマと実行力がなければ、御陵市の都市計画は十年遅れたでしょう」

「……カリスマですか」

　あの少女なら、そうだろう。

　単なる実務能力の有無ではない、人に働きかける『力』が玻璃にはあった。

　窓の外を流れていく景色けしきへ、ちらりと視し線せんをやる。

　高架に持ち上げられた道路からは、街の半分ほどが見渡せた。

　夜になって、人工の光に満たされると、街の構造が浮き立って見えた。恐ろしく整せい然ぜんと──あるいは過ぎるほどに整ととのえられた街並み。その内側に仕掛けられた武装や秘密を、市民のほとんどは知らぬというのに。

「ここは、〈獣ベステイア〉と戦うための都市ですよ」

　カルロが、低く言う。

「柱のひとつ、窓の一枚に至るまで、〈獣ベステイア〉と戦うために揃そろえられた街です。ええ、だからあなたを招いたんです。九瀬諫也は、最初から招かれるはずの、この街に不可欠なパーツでした」

（パーツ、な）

　こっそり毒づいて、ささやかな嫌いやみを言葉に添える。

「大多数の市民は、〈獣ベステイア〉のことなんて知らないみたいですが」

「ええ。断罪衣イスカリオテが発動するには、多数の信者が必要ですから。そんなこと秘密にできる市民だけじゃ一万人も集まらないでしょう？」

　ごくあっさりと、カルロが言ってのける。

　断罪衣イスカリオテの発動条件。

〈獣ベステイア〉の討とう伐ばつに欠くべからざる神器は、その起動に聖せい霊れい教きよう信者の存在を必要とした。信仰の基き盤ばんとなる無む意い識しき下かの思念が現実を歪ゆがめる奇き蹟せきを可能とするのだと──ある仮説では唱となえられていたが、真実は分からない。

　ただ、この理由のために、御みさ陵さぎ市しをはじめとする特別指定教区──〈獣ベステイア〉の発生する都市では、多くの無知なる信者が集められた。

　まるで、生いけ贄にえのように。




　──『あなたの息子むすこ、あなたの愛する独り子イサクを連れて、モリヤの地に行きなさい。わたしが命じる山の一つに上り、彼を焼き尽くす献ささげ物ものとしてささげなさい』




　聖典の一節を、イザヤは思い出した。

　自分の息子を捧ささげよと、聖者アブラハムに告げた、残ざん虐ぎやくなる神の言葉。

　これも、よく似ている。

　誰だれも知らぬところで行われる、密ひそやかなる戦争。

　ひょっとすると──人類の存亡さえ懸かけた戦いに捧げられた、多くの市民という生け贄。

（要するに、この腐れ眼帯が、他人の命を平然と戦争に使っちまうような最悪最低の外げ道どうだってだけのことだ）

　胃の底が煮えくりかえるのを覚えて、イザヤは顔をそむけた。

　どの道、自分だって共犯なのだ。〈獣ベステイア〉と戦う教団の連中さえ騙だまして、自分こそが英雄の『九く瀬ぜ諫いざ也や』だと、偽いつわり続けねばならないのだから。

「……一年間だ」

　と、イザヤは反対側を見ながら呟つぶやいた。

「俺おれが『九瀬諫也』をやるのは一年間だけだ。後は何を言われようが、こんな街からは出て、うざったい他人のふりもやめて、好き勝手に生きるんだからな」

「ええ」

　カルロが、厳おごそかにうなずく。

「一年で、この御陵市が十全に戦える体制をつくりあげます。後は適当な理由で引退していただきますよ」

　そこで、会話が終わった。

　十分ほどして、アルファロメオはごく小さな家の前へ到着した。

　案外と平凡なつくりの一軒家だった。住宅地のほぼ末端に位置しており、御みさ陵さぎ学院まではバスが近いという。

　しかし、車を降りたイザヤは、別の理由で眼を剝むいた。

「お疲れさまです」

　と、入り口で、銀ぎん色いろの髪の人ひと影かげが頭を下げたのだ。

「お、前……っ！」

　イザヤが絶句する。

　そこに立っていたのは、昨日きのう〈獣ベステイア〉と戦い、腕を失ったはずのノウェムだったのである。

「イザヤ様に質問されるモノが、私ですか？」

　奇妙な言葉遣づかいで、ことり、とノウェムが首を傾かしげた。

　その仕し草ぐさは、確たしかに機き械かいを思わせる等速で行われ、しかし年とし頃ごろの少女ならではの柔らかさをも備えていた。

「……あ」

　矛む盾じゆんする印象に、少年が言葉を失い、

「いや……。お前、手、痛く、ないのか？」

　とりあえず、一番気になることを訊きいた。

　失われたはずの右手をきゅっきゅっと何度か握って見せ、ノウェムはやはり等速でうなずく。真しん鍮ちゆうと似た腕輪リングをつけた右手は、普通の少女のものとまるで見分けがつかなかった。

「新しい四肢の接合と神経回路の同どう調ちようは無事に終了しました。私の機き能のうには問題ありません」

「うんうん。気遣いができるのは素す晴ばらしいよね」

　こちらは車の運転席から、カルロが口を挟んだ。

「イザヤ様の気遣いが、今のことですか」

「そうそう、気遣い。ノウェムちゃんも覚えておいて、損ないよ？　なんたって、この一年間、一いつ緒しよに暮らすわけだし」

「なっ!?」

　これは猛然と、イザヤが振り向いたのである。

「カルロ！　お前、そんなの聞いてねえ……って、」

　嚙かみつくように言いかけて、少年はもっと重大なことに気がついた。

「待て。こいつは、俺おれのことを──」

「九く瀬ぜ諫いざ也やが、あなたでないことは知らされています」

　淡たん々たんと、ノウェムが言う。

「しかし、私の認証システムは、あなたが私の洗礼者バプテイストであることを訴えています。あなたの手で起動を行われた以上、今後の管理者としての認証にも不都合はありません」

「一卵性双生児の奇跡、ですかね」

　にんまりとカルロが笑った。

「住む分にも、何かと彼女がいた方が楽だと思いますよ。ほら、イザヤくん、普通の生活力ってないでしょ。そりゃコンビニ弁当だけでも生きていけますが、九く瀬ぜ諫いざ也やのイメージを守るのには適してないと思いますし」

「…………」

　的てき確かくすぎて、言い返せない。

「……これも、九瀬諫也のふりをするためだってか」

「はい、助かります」

「一年経たつ前に心しん臓ぞう麻ま痺ひでも起こして死ね。一年経っても生きてたら、心臓くりぬいて、口にねじこんでやる」

「それはなんとも」

　あくまでにこやかな眼帯神父へと、イザヤは奥歯を軋きしらせ、足早に新居へと立ち去ろうとして──途中で止まった。

「ひとつだけ、いいか」

「何でしょう」

「あれで……あの〈獣ベステイア〉は、本当に死んだのか」

「今、確認中です。どうしてそう思います？」

　カルロの言葉に、少し考えてイザヤは答えた。

「眼が、違った」

「眼？」

「今考えると……ってだけだけどな。あのギロチンの〈獣ベステイア〉は恐ろしかったけど……最初の、隔かく離り壁へきから覗のぞいてたヤツは……おぞましかった。あんな化け物見み慣なれてねえし、単なる勘かん違ちがいかもしれねえけど」

　恐ろしいと、おぞましい。

　似ているようで、両者はまったく異なるモノだ。

「何が、おぞましかったんだと思います？」

「…………」

　覚えている。

　最初に見た、あの瞳ひとみ。

　吐き気がするほど醜みにくいのに──どうしても眼を離はなせなかったあの眼球。ろくでもない欲望ばかりを搔かき集めて、凝ぎよう固こさせてしまったようなカタチ。

　ああ、つまり……

「……同属嫌けん悪おだ」

　と、イザヤは結けつ論ろんした。

「なるほど。調しらべておきますよ。──ああ、そうだ。私からも最後にひとつ」

「何だよ」

「さっき玻は璃りさんと会ったとき、困った感じで十字架に触れてましたけどね。そういう場合、十字架の真ん中に、人差し指と中指だけで触れた方がいい」

「その方が『九く瀬ぜ諫いざ也や』らしい？」

「ええ。彼の癖くせでしたから」

　妙に楽しそうに微笑したカルロへ、渋しぶ々しぶイザヤがうなずいた。

　すると、少年の隣となりからノウェムが寄り添う。

「──では、イザヤ様の荷物をお持ちします」

「いい！　自分で持てる！」

「しかし、気き遣づかいは素す晴ばらしいと今カルロ様に言われました。私は考えます。通常、生活における気遣いはこのような部分に現れるものです」

「いらん！　お前もこの糞くそ眼帯神父の言うことをいちいち真に受けるな！」

「では、そうした気遣いは今後一切無用とされますか？　でしたら、イザヤ様に私の衣服や下着も洗っていただくことになりますが」

「それ、気遣いするとかしないとかの領域じゃねえだろ!?　自分のものは自分で適当になんとかしろよ！」

「では、先に気遣いと適当の領域を指定お願ねがいします」

　ごちゃごちゃと言い合いながら、イザヤとノウェム──ひとりと一体の姿が、新居の玄関へと消える。

　半ば喧けん嘩か腰ごしの言い合いが、完全に玄関の向こうに移動したのを確かく認にんして、

「……同属嫌けん悪おですか。確たしかに、言い得てる」

　と、カルロは呟つぶやいた。

　アルファロメオの運転席へ戻ると、ハンドルの隣にある受話器が鳴った。

「もしもし」

　耳に当てると、かすかにノイズが混じっている。

　組そ織しきで使われている暗号通信だった。

『クレメンティ枢すう機き卿きよう代行に依頼された調ちよう査さを終了しました』

　と、解析フロアの担当が伝えた。

「結果は？」

『簡かん潔けつに結論を報告します。枢機卿代行が推測されていた通り、あの〈獣ベステイア〉は……おそらく眷けん族ぞくです。階位は第七階位と判断されました』

「……分かりました。引き続き確認作業をお願いします」

　言って、受話器を下ろす。

「やれやれ」

　今度のため息には、重い実感がこもっていた。

　長く、細く、急に百歳近い老人と化したかのようなため息だった。

「第七階位の眷けん属ぞく持ち……よりにもよって、聖都が滅びたのと同じ状況ですか」

　街を見やったカルロの瞳ひとみには、このふざけた男らしからぬ、かすかな焦しよう燥そうの色が浮いていたのだった。
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　空から見下ろすと、御みさ陵さぎ市しは三日月のように見える。

　欠けた部分が海岸で、三日月の中央には第一区が収まっている。その西側を一筋の川が流れていて、急成長以前の面おも影かげを残した土地と、それ以外とを断ち割っていた。とりわけ夜になると、古い土地と新しい土地とは、人工の光によってくっきりと色分けされるのだった。

　その夜。

　川のほど近く──御陵市の住宅区には、また新しい光がともっていた。

　数日前から『九く瀬ぜ』という名の表札を掲かかげられ、つい一時間前にようやっと主あるじを迎えた一軒家である。

　その二階、リビングのソファに腰掛けて、イザヤは悪態をついていた。

「あいつの脳みそは生ゴミでできてんのか！　それとも、どっかのかかしみたいに藁わらとかからっぽだったりするのか！　何考えてやがる、あの糞くそ眼帯！」

　顔がん面めんを押さえて、歯ぎしりする。

　ほどよい広さの室内には、生活のための調ちよう度どがすべて揃そろえられていた。おそらく『九瀬諫いざ也や』のイメージに合わせてあるのか、質素で落ち着きのある品に統一されている。

　もっとも、当のイザヤ自身には、そんな落ち着きなど微み塵じんもない。纏まとった聖職衣カソツクからは、ただならぬ怒りを発散させたままだ。

「いきなり化け物だわ、勝手に記き憶おく喪そう失しつにするわ、あげくにロボットと一いつ緒しよに一年ずっと住めだって！」

　この街に来て、まだ丸一日と数時間しか経たってない。

　だというのに、その短期間に詰め込まれた、予想外の事態の数たるや。あげく、たった今案内されたばかりの家の机には、わざわざ手書きのメッセージが残されていたのだ。

　つまり、




　──『ノウェムと仲良くやってくださいね♡』




　と。

　名前は書いてなかったが、誰だれの手になるものかは考えるまでもない。あの眼帯神父はイタリア人のはずなのに、添えたハートマークまでが無む闇やみに達筆なあたり、なおさら怒りを煽あおった。

「あ、の、ド腐れおしゃべり糞くそ眼帯！　一年終わったら絶対死なす！」

　聖せい職しよく者しや失格の台詞せりふを連発しながら、がたん、と机を蹴ける。

　鼻息も荒く、しばらく憤ふん慨がいしていたが、やがてくるりと振り返った。

「カルロ様の名称が、ド腐れおしゃべり糞眼帯ということでよろしいですか？」

　一階の階段からあがってきたのは、鮮あざやかな銀ぎん色いろの髪と紫水晶アメジストの瞳ひとみ。

　直視するのが三度目であっても、その眉まゆと双そう眸ぼうの均きん整せい、鼻び梁りようと唇の奇跡的な造形には目を奪われずにいられない。かすかに階段が軋きしんだのは、人ならぬ身の彼女の総重量が、おそらくはイザヤより重いということだろう。

　同時に、いくつかの照明がひとりでについた。

　遠隔リモート操作コントロール。

　御みさ陵さぎ市しのネットワークから、この家の電気系統に干渉したらしい。昨日きのうの〈獣ベステイア〉との戦いにおいて、隔かく離り壁へきや機き関かん砲ほうを自在に操あやつり、イザヤを救ったのもこの『力』であった。

　比ひ喩ゆでなく、百年にひとりの人形師が作り出したと思おぼしい美び貌ぼうに、少年は不ふ機き嫌げんさを隠さず言った。

「定義が必要だってなら、屑くずでも最低でも好きにしろ。あんな人にん非ぴ人にんがほかにいるかっ」

「教団でもとりわけ若手に慕したわれているのが、クレメンティ枢すう機き卿きよう代行のようですが。教団外にも太いパイプを持つ貴重な人材として、重要視されているとデータにあります」

「周りの人間が、片端から頭のネジ緩ゆるんでんじゃねえのか？」

　唇を歪ゆがめ、イザヤが鼻を鳴らす。

　そのまま、つまらなそうに視し線せんを下の方へ移動させた。

「で、なんだよ、それ」

　ちょうど、人形の腰のあたり。

　ノウェムが持ったお盆から、妙にいい匂においがしていたのだ。

「ひとまず、料理をつくってみました」

「は？　お前が？」

「イザヤさまがこの家へいらっしゃってから一時間十八分の間、私とイザヤ様以外の人間の出入りはありません。この家のキッチンは自動化されてませんので、私が調ちよう理りしたことは証明可能かと思います。加えて言えば、イザヤさまの栄養管理の観かん点てんにおいても、私が調理することが最も適切と判断しました」

　微妙にずれた回答とともに、お盆を机へと置く。

　湯気を立てたコーンスープに、サラダと蒸むし鶏どりのタルタルソース添え。定番のパンとコーヒーもセットで、さらにトマトとニンニクのディップに、ミルク・砂さ糖とうが入った小瓶も用意されている。

「食事が不要でしたら、お下げしますが」

「あ、いや……」

　実際、腹は減っていた。

　御みさ陵さぎ市しに着いて以来、一応の食事は与えられていたものの、ほとんどはカロリーブロックなどの携けい帯たい食品で、まっとうに食事らしい時間をとる機き会かいはなかったからだ。

　なんとなく、調ちよう子しを狂わされた感じで、イザヤは顔をしかめた。

「お前が接続してるネットワークには、料理のレシピも入ってんのか？」

「そうかもしれません」

「かもしれない？」

「……どこでこの料理を覚えたか、認にん識しきしてないのが私です」

　かすかに言いよどんで、ノウェムが目を細めた。

「お前が起動したのは、昨日きのうがはじめてなんだろ」

「その通りですが、この料理については、台所についてから特に検索もかけずに思いついたのです」

「じゃあ、お前の行動プログラムを組んだ技師の趣しゆ味みだったり？」

「だったら、重罪に処せられなければならないのがその技師です」

　至し極ごく真ま面じ目めな──いつもと同じ表情で言ったノウェムに、イザヤは苦笑した。

　なんだかその様よう子すが、自分の縄なわ張ばりや秘密基地を荒らされて憤ふん慨がいする子供のように見えたからだった。

「何か？」

「何でもねえよ」

　どうにも、怒ってるのが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなってしまう。

〈獣ベステイア〉とあれほどの剣けん戟げきをかわした人形が、自分のつくった料理に対して懊おう悩のうしている図は、この少年をして和やわらがせてしまう効用があったらしい。

　お盆を指さして、

「じゃあ、食っていいか」

「はい」

　うなずきを確かく認にんして、半ば条件反射的に十字を切った。

　略式ながら食前の祈りをすませてから、熱あつ々あつのスープをひとすすりして、

「──、お」

　絶句。

　やおら皿を持ち上げてかっこむ。

　平凡なコーンスープなのだが、ホワイトソースのまろやかさがただごとでない。もとよりイザヤの貧しい食生活を思えば、このレベルは革命的と言ってもよかった。スープといえば泥水同然の食感と塩味以外知らないところから、青あお天てん井じようのレベルアップだ。

　続いて、パンとサラダ。どちらにも爽さわやかな酸味のディップがよく合う。合間にはコーヒーを挟みながら、イザヤは何度となくむせかえって聖職衣カソツクの胸を叩たたいた。

（なんだ……こりゃ）

　ひたすら、瞬まばたきを繰くり返す。

　というか、食事とはこんな悦楽だったのか。

　叫びだしそうなのを、こらえねばならないぐらいだった。

「いかがですか？」

「わ、悪くねえ」

「良かった」

　再度、イザヤは目を丸くすることになった。




　笑うのか、この人形。
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「……もうちょい、この鶏とり肉にくは塩がきいてないとな」

　誤ご魔ま化かすようにして、注文をつけてみると、

「添えてるのは皿の端です」

　あっさり元の無表情に戻ったノウェムが、皿の端を指さす。

　岩塩らしかった。

　軽くこすりつけると、それだけで蒸むし鶏どりの野性味が倍も引き立った。

「っ──」

　呻うめきが出る。

　イザヤにしてみれば、どれも天上の美味としか思えない。

　パンとサラダとディップの相性がたまらなく、嚙かみしめた蒸し鶏からは肉汁が溢あふれて、もうそんなことから衝しよう撃げき的てきで仕方なかった。正直、この都市に来て一番の驚おどろきかもしれなかった。舌の上を新しい食感がなぞるたびに、少年はそれこそ天国に昇る心地ここちであった。

　そんな極楽的体たい験けんの最中、

「うかがっても、よろしいですか？」

　と、控えめに訊きかれた。

「っ、お、おお」

　必死に吞のみ込み、体面を取とり繕つくろう。

　顎あごをしゃくって先を促うながすと、なんとか伝わったらしく、ノウェムは質問を口にした。

「どうして、『九く瀬ぜ諫いざ也や』であることを了承されたのですか？」

「どうしても何もあるか。断れるような状況じゃなかったんだよ。あの腐れ眼帯、思いっきり人の弱みにつけこみやがった」

　言いながら、今度はサラダを頰ほお張ばる。悔しい。大変悔しいが、食欲には逆さからえない。フォークを動かしながら、イザヤの意い識しきは過去の空間へと飛んだ。




　──饐すえた臭においのする独房。

　──そのくせ、通路は真っ白で塵ちりひとつ落ちてない、理想的な獄ごく舎しや。

　──囚しゆう人じんたちの呻き声。まるで実験動物でも見つめるような看かん守しゆたちの瞳ひとみ。

　──身体からだを締しめ付ける拘こう束そく服ふく。

　──ねじ曲げられる関節。

　──嘔おう吐とさえ許されない苦痛の最さ中なかで、押し込まれた面会室。




　──強化ガラスの向こうで、自由になりたいですかと問うた、眼帯の神父。




「まあ、最初に聞かされたときは、この眼帯神父、どっかおかしいんじゃないかって思ったけどな」

　イザヤが肩をすくめる。

「物理法則の埒らち外がいにいる〈獣ベステイア〉だとか。俺おれがその〈獣ベステイア〉と戦った英雄の弟だとかさ。あげく、俺が過ごしてた孤児院やら、ちょっとでも関かかわった犯罪組そ織しきの名めい簿ぼやら、片端から出してくるでやんの。薄うす気き味み悪わるいを通り越して、あの神父の方がよっぽど化け物なんじゃないかと思ったっての」

　イザヤは、少しだけ眼を細めた。

　四ヶ月前。

　あの神父から受けさせられた『教育』。

「どうやら騙だまされてるわけじゃないらしいと、引き受けたあげくがこれだ。やっと自由かと思ったら、牢ろう獄ごくが街ひとつになっただけ。しかも、年中、あちこちに化け物のおまけ付き。主しゆの慈じ悲ひ深ぶかさには涙が出るね。さっさと死んじまえばいいのに、アーメンかくあれかし」

　ぐりぐりと蒸むし鶏どりを押さえつけ、ナイフで十字に切開しながら言う。

　フォークを突き立てようとしたところで、

「では、どうして逃げなかったんですか？」

「あん？」

　フォークが止まった。

　不ふ思し議ぎそうな顔をしたイザヤへ、ノウェムは真まっ直すぐに告げた。

「今だって、逃げられます。そうしないのですか」

「お前がいるだろうが。あんな化け物ぶっ殺せるロボット様から逃げられるか」

　切り返したイザヤは、しかし、次のノウェムの台詞せりふに片かた眉まゆをあげた。

「私の第一優ゆう先せん順位は、『九く瀬ぜ諫いざ也やという偶ぐう像ぞう』ではなく、あなたそのものです。あなたが自分の身の安全のために逃亡するというなら、協力せざるを得ないのが私です」

「な、に？」

　息を止める。

「ははん、騙されねえぞ。あのド腐れ眼帯が監かん視ししてるんだろ？　俺がすぐさま裏切らねえかって試してるな？」

「御みさ陵さぎ市しのネットワークからは独立しているのが私です。この家に監視システムがないのは先に把握しています。また、洗礼者バプテイストに対して虚きよ偽ぎを働く機き能のうは存在しません」

「…………」

　少年が押おし黙だまる。

　ノウェムの言葉が冗じよう談だんでも何でもないと悟ったのだ。

　一いち抹まつの──どころか結構な未練を覚えながらフォークを置き、問う。

「つまり……俺が今から逃げたいって言ったら、お前は協力するってわけか？」

「あなたを保ほ護ごするために、それが適切であるなら。残念ですが、御みさ陵さぎ市しの戦力はほかの五都市に比べても大きく劣ります。先のような低い階位の〈獣ベステイア〉ならともかく、第五階かい梯てい以上が出れば、それだけで陥落の危き機きを免まぬがれません」

　ほかの、五都市。

　御陵市と同じ特別指定教区──〈獣ベステイア〉が現れる条件と、〈獣ベステイア〉と戦うための装備や施設を整ととのえられた都市。

　生いけけ贄にえの都市

　イザヤは、軽くかぶりを振った。

「どうせ、戦うのはお前だろ。俺は断罪衣イスカリオテなんざ使えねえんだし」

「危険度は大きく変わりません」

　ノウェムは即答した。

「起動に洗礼者バプテイストの承認を必要とするのが、私の断罪衣イスカリオテです。そして、前の過負荷オーバーロードでも分かるように、断罪衣イスカリオテの起動時間はごくわずか。つまり、〈獣ベステイア〉が出てくるたび、戦場の近くまで駆かり出されるのがあなたです」

　ドクン、と心しん臓ぞうが鳴った。

　先の戦せん闘とうを思い出したのだ。いかに玻は璃りやノウェムの援えん護ごがあったとしても、命を拾ったのは僥ぎよう倖こうとしか思えない。

　そこに、選せん択たく肢しを増やされた。

　逃げて良い。

　あのカルロ神父でさえも、ノウェムがこんな反応をすることは予想外ではなかろうか。

「本気で、言ってるんだよな？　逃げていいんだって？」

「任務の必要上虚きよ偽ぎを提示することもありますが、現在の言動に、それらを交える必要は感じません」

　ノウェムが言う。

「…………」

　もう一度、イザヤは沈ちん黙もくした。

　今度は、長く続いた。

　自分の中の何かを推し量るように、自分と人形との間で不可視の天てん秤びんを見定めるかのように、長く長く黙だまりこくっていた。

　やがて、

「逃げるのは、もうちょい先だ。こんなとこで逃げたら、せっかくの報ほう酬しゆうごと口座凍結されかねねえしな」

　と、結けつ論ろんを出した。

「怖くないのですか？」

　ノウェムが訊きいた。

「……………………はあ」

　すると、息をついて、少年はソファの肘ひじ掛かけで頰ほお杖づえをついたのだ。

「お前、変な人形だな」

「そうですか？」

　ことり、とノウェムが首を傾かしげる。

「人形の癖くせに、人間みたいな心配をしてる。あの腐れ眼帯にも、ちっとばかり見習わせるといいのにな」

　ほかに、喋しやべる人形なんて知りあいはいないけど、とイザヤは付け足した。

　そして、

（……怖くない、わけじゃないよな）

　自分の胸の内を、垣かい間ま見みる。

　あの〈獣ベステイア〉と、向かい合った瞬しゆん間かんの気持ち。

　怖かった。

　恐ろしかった。

　逃げ出せるものなら、何をなげうってでも逃げ出したかった。

　もともと英雄の身代わりなんて柄がらではない。契約も何もかも忘れて、遁とん走そうしたいと、あの瞬間は本気で願ねがった。

　どうして、今そうしてしまわないのか。

　胸に揺れている、誰だれかの言葉のせいだろうか。




　──『……ありがとう。帰ってきてくれて』




（……いいや）

　否定する。

　感かん謝しやは嬉うれしかった。

　自分の行為にも意味があるのだと、素直すなおにそう思えたのははじめてだった。

　だけど、どう考えても、それだけのために命を捧ささげて許せるような、自分はそんな善人じゃない。

　留とどまりたい理由は、もっと単純なこと。

　あるいは。

　感動、だったかもしれない。

　たとえば、あのとき、ギロチンの〈獣ベステイア〉の前に立ちふさがった──銀ぎんの髪の姿を──もっとこの眼に焼きつけたいと──

（…………）

　そこで、無む理り矢や理りに思考を打ち切った。

　それ以上考えると、なんだか不ふ愉ゆ快かいな結けつ論ろんに直面しそうだったからだ。

　軽くかぶりを振って、人形の方へ顎あごをしゃくった。

「お前に言うかどうかはともかく、本当にヤバくなったらさっさと逃げるさ。……で、お前は先に寝ちまえ。それとも、寝なかったりするのか？」

　イザヤの問いに、ノウェムは銀ぎんの髪を横に振った。

「いいえ。生体部品の能力保持がありますので、睡眠も必要なのが私です。最適化された睡眠状態を維持できますので、睡眠時間自体は一般的な人間の半分ほどで結構ですが」

「だったら、さっさと寝ろ。あの腐れ眼帯、ちゃんとお前の分のベッドも用意してたから、遠えん慮りよするな」

「分かりました」

　人形が一礼する。

　シスター用の──〈獣ベステイア〉を屠ほふった聖職衣カソツクの裾すそが流れ、踵きびすを返した。

「この飯、割と美う味まい」

　イザヤが振り向かずに言うと、馬ば鹿か正直にお礼が返ってきた。

「ありがとうございます」

　人形が完全に立ち去ってから、少年は残った蒸むし鶏どりをフォークで突き刺した。

　冷めていたが、嚙かみ締しめると十分以上に美味かった。

　なぜか、懐なつかしい気のする味でもあった。

　そういえば、店で買ったのでもなく、施設で配給されたのでもなく、純粋に誰だれかの厚意で料理をつくってもらったのなんて、いつ以来だろう。

（これじゃ餌え付づけじゃねえか）

　思いながらも本能には勝てず、蒸し鶏の骨までしゃぶりつくす。ディップの一滴も残さずパンになすりつけて味わいながら、無自覚にある表情を回想した。

　あれは、見間違いだったろうか。

　ただ一度だけ、目の前をよぎったもの。




　あのとき、「良かった」とこぼした、人形の笑顔えがお。
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「…………」

　イブ・カダモンシリーズ・ＥＫ─09ｈ。

　あるいはノウェムと呼ばれるヒトガタは、自分の頰ほおに触れていた。

　ふにふに、と何度もつねり、引っ張ってみる。ごく普通の少女と変わらぬ──むしろ、よりきめ細かくて柔らかな──肌は、人形の指に追従し、いろいろなカタチに変わっていく。

　しかし、どうやっても、ノウェムの思ったカタチにはならなかった。

「…………」

　諦あきらめて、人形は指を下ろした。

　自分の寝室である。

　イザヤの寝室はすぐ隣となりで、人形の腕に仕込まれた赤せき外がい線せん・超音波など各種センサーは、まだ少年が戻っていないことを示していた。

　当然だ。

　あれから十分と経たっていない。まだリビングで食事の最中だろう。

　再び、ノウェムは沈思する。

（……一体何なのが、あの表情です）

　二年間だ。

　本来、聖戦に勝利するための兵器として投入されるはずだった自分は、洗礼者バプテイストたる『九く瀬ぜ諫いざ也や』の死から、二年間眠らされていた。

　ただ眠っていたわけではない。

　御みさ陵さぎ市しの中ちゆう枢すうサーバーと接続されて、ずっと情報を更新してもいた。今もそのリンクは途と絶だえておらず、街の主要な情報を彼女へと提供しつづけている。ネットワークからの情報は、むしろカプセルの中にいた頃ころの方が豊ほう潤じゆんだったろう。

　正しい意味で、御陵市は彼女であり、彼女は御陵市であった。

　この街の化身アヴアターと、そう呼んでもいい。

　しかし。

　外部に出て、その身体からだで世界に触れたのは、たったの一日半でしかないのだ。

　それすらも模も倣ほう奇き蹟せきの過負荷と再起動のために削られて、実際の起動時間はまだ二十四時間にも満たない。

　自分のことを知るのに、ノウェムというヒトガタの経けい験けんは、あまりに偏かたよりすぎていた。

（……どうして笑ったんでしょう、私は）

　姉たちのことを、考える。

〈獣ベステイア〉との戦せん闘とうに投入されることもなく、実験につぐ実験ですり減らされていった先行作たち。

　イブ・カダモン。

　断罪衣イスカリオテの希少な適合者を、なんとか増やすためのプロジェクト。

　つまるところは、聖人と呼ばれる存在を、人工的につくろうとする冒ぼう瀆とく的てきな計画。

　その冒瀆ゆえに、破は綻たんは最初から決まっていたのかもしれない。

　たったひとつ。

　ノウェムという末っ子の例外を、世界に残して。

（…………）

　その事実を、どう受け止めて良いのか、ノウェムには分からない。

　戦うことに何の疑問もなく、何の躊躇ためらいもない。

　壊こわれたとしても、やはり一いつ緒しよだろう。

　ただ、はじめて〈獣ベステイア〉と戦い、はじめてヒトと触れて、その結果として、回路に何か異常が生じたのかもしれない。




「……開放オープン」




　呟つぶやいた。

　すると、聖職衣カソツクの袖そでだけが展開し──同時に、少女の腕もまた内側から開いた。

　剝むき出しになる内部構造。

　本来筋肉と血管が走るべき場所には、多くのワイヤーケーブルや強化人工筋肉、高精度アクチュエーターに液状衝しよう撃げきダンパー、内部装甲が詰め込まれ、そのほか金属骨格には無数の電子チップや特殊接続用の各種ポートが埋め込まれていた。

　機き能のうチェック。

　各種センサー──異常なし。

　強化神経、人工筋肉──異常なし。

　御みさ陵さぎ市し中ちゆう枢すうサーバーとのリンク──異常なし。

　液体金属〈聖十字の剣〉──異常なし。

　第三種模も倣ほう奇き蹟せき〈聖アガタの炎〉──まだデータ収集の必要あり。

　第一種、第二種模倣奇蹟──現状、起動不能。

　閉じる。

「……異常なし」

　当然の結けつ論ろん。

　だいたい、そんなのは中を開かなくたって分かってる。念のための機能チェックもからぶりに終わっただけ。

　なんとなく、もう一度、センサーを隣となりの寝室に向けた。

　少年はまだいない。

　──イザヤ。

　あの少年も、奇妙だ。

　ああして逃亡を持ちかけられれば、すぐさま逃げるものだと思っていた。

　英雄のニセモノ。

　自分の第一優ゆう先せん順位。

　はじめて、ともに〈獣ベステイア〉と戦った──自分のはじめての料理を、はじめて食べてくれて、「悪くない」と言った人。

　本当に、あの料理は美お味いしかったのだろうか。

　一日半、世界と触れた結果。

「…………」

　もう一度だけ、ノウェムは自分の頰ほおに触れた。

「……速すみやかに寝るのが、私です」

　と、結けつ論ろんに至った。

　人形ではあるが、一応服は着替え、睡眠に至るまで五分とかからない。きっと、さっきの表情だって、すぐに気にならなくなるだろう。




　はたして、人形は知らなかった。

　刹せつ那なによぎった、とても些さ細さいな心の動きをなんというのか、まだノウェムには分かっていなかった。
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　そこは、異様な空間であった。

　すべての窓が閉め切られた、灯あかりひとつない部へ屋や。

　天てん井じようは高く、間取りも広い。なのに、よどみによどみきった空気は、すでに現実とは切り離はなされた一個の異世界と化している。

　世界の法則は、たったひとつ。

　すなわち、分子のひとつずつにまで染み込んだ、凄すさまじい悪臭。

　たとえば──

　たとえば、腐った血の臭においだった。

　たとえば、腐った肉の臭いだった。

　たとえば、腐った内ない臓ぞうの臭いだった。

　糞くそも小便も胃液も吐と瀉しや物ぶつもすべてが入り混じり、鼻の粘ねん膜まくどころか、眼球や呼吸器官さえもが焼けただれそうな悪臭。

　その理由さえも、異常極まりなかった。

　床ゆかに落ちた、手て鞠まりにも似た形状の、いくつもの断片。




　──首。




　猫の首。

　犬の首。

　鳩はとの首。

　少女の首。

　少年の首。

　老人の首。

　老ろう婆ばの首。

　おびただしいまでの生首と、同じ数の首を失った身体からだとが──原型をとどめず、腐り果てていたのである。

　鼻も眼球も耳も唇も、何もかも区別が付かないほどに皮ひ膚ふがとろけ、ぎとぎとの髪の毛や獣じゆう毛もうが、白く覗のぞいた骨の内側まで絡んでいる。いまだ白骨とはなりおおせてないだけに、転がった生首たちの姿は、地じ獄ごくさえかくやと思わせる異常性を漂わせていた。

　そして、首たちの中央には、奇怪な品がそびえていた。

　全高数メートルにも及ぶ──それは、ギロチンと呼ばれた処刑機き械かいの模造品レプリカだった。

「……ああ～」

　と、室内にねっとりとした声が響ひびいた。

　女の声。

「もったいないなあもったいないなあもったいないなあもったいないなあもったいないなあ」

　一息に言って、女はしゃがみこむ。

　ほとんど毒にも等しい悪臭の中、女は平然と床の真ん中へ座り込んでいた。血と肉片の混ざった腐敗液が手にかかるのも、まるで気にならないようだった。

「せっかく、ここまで育ったのにねえ」

　心底残念そうに、呟つぶやく。

　よくよく見れば、その視し線せんは、崩れた床に倒れたもうひとりの身体へと据えられていた。

　ほかとは違う。

　その身体には、首が残っていたからだ。

　しかし、横倒しになった相手は、まったく反応しない。

　かろうじて呼吸はあるようだが、およそ生命の気配けはいというものを欠片かけらも感じさせなかった。あまりに虚うつろな瞳ひとみと、白ちゃけた顔色は、周囲の多くの死体たちよりも、ずっと生きてなかった。

　まるで──そう、『魂たましい』が抜けたかのような。

　かまわず、女は喋しやべり続ける。

「ギロチンってのは良かったね。華はながある。なんたって人道的処刑機き械かいってのがいい。一切の苦痛を与えない、神様の慈じ悲ひにかなう機械だもの。うん、この博はく物ぶつ館かんには何度も一いつ緒しよに来たよね。昔フランスで発売されたギロチンの玩おも具ちやとか、あんた凄すごく欲しがってたっけ。ゲーテだって、子供のために買ってあげようとしたんだもんねえ」

　思い出話。

　無む邪じや気きに、子供時代のままごとでも語るかのごとく。

「大事なのは、イメージ」

　歌うように、口ずさむ。

「すっごく素敵すてきな〈獣ベステイア〉だった。あなたが人の首をはねるたびにゾクゾクしちゃった。あ、悔しいけど嫉しつ妬としてたかも。やっぱり父とうさんと母かあさんは、あたしが先に愛したかったんだもの」

　父さんと、母さん。

　ひょっとしたら、折り重なった死体の中では一番古い部類の──あるふたりのことかもしれなかった。

　男らしい片割れは、助祭用の聖職衣カソツクを着ていた。

　女らしい片割れは、十字架を握りしめていた。

　どちらも首は切きり離はなされて久しい。うずたかく積つもった生首の山からは、到底答え合わせはできそうになかった。

「神様、ありがとう」

　と、女は嬉うれしそうに囁ささやく。

　虚こ空くうへと。

　天上へと。

「いつだって、あたしたちは、本当に自分がやりたいことなんて分からない」

　歌う。

「いつだって、あたしたちは、自分がやってることが正しいかなんて分からない」

　笑う。

「だけど、神様が来てくれた」

　笑う。

　嗤わらう。

　嘲あざ笑わらう。

「ああ、気分がいい」

　立ち上がって、うん、と背伸びした。

　それから、朗ほがらかな声で、見下ろした女は言った。

「分かってる。あの娘こでしょう？」

　いままで話していた相手の身体からだが、ゆっくりと持ち上がる。

　女は手を触れてない。

　ただ、ひとりでに相手の身体だけが浮き上がったのだ。ざんばらの長い髪が身体の後を追って、びしゃびしゃと床ゆかを引きずり、そのまま中央の機き械かいへと運ばれる。

「やっぱり、あの娘だったんだ。うん、そうだよね。あれってば、あたしもちょっとそそられちゃった。神様もそう言ってるよ。早く、あの娘を捧ささげなさいだって」

　ギロチンに、その身体が据えられる。

　刃やいばを固定した二本の柱の外側で、きりきりきりとハンドルが回される。それに従って、歴史を重ねた分厚い刃が持ち上がり、やがてガコンという音とともに頂点に達した。

「お疲れさま。後は、姉ねえさんが引き受けたげる」

　さあ。

　早く。

　行かなきゃ。

「ああ……」

　恍こう惚こつと、吐と息いきがこぼれた。

　刹せつ那な、どん──と重い音が鳴った。

　もはや、その音さえも、女の耳には届いてないようでもあった。

「世界とか──救わないと」

　ひどく、酷こく薄はくな笑えみが女の唇に浮いていた。

　人にはありえない。

　しかし、人にしかありえない、そういう微笑。

　その冒ぼう瀆とくも欲望も人と近しすぎて──だからこそおぞましい瞳ひとみであった。

　ひらり、と蝶ちようが空を舞まった。季節はずれの鮮あざやかな羽が、闇やみの中を軽やかに羽ばたく。

　そのときには、女の姿は跡形もなく消えていたのだった。




　この数十分後、御みさ陵さぎ市しの廃棄された博はく物ぶつ館かんへ、通報を受けた機関の車両が殺到した。

　ことごとく腐乱した生首と、その首を失った多くの死体とが発見され、惨さん状じように慣なれた専門の人間たちさえも思わず眼をそむけ、口を押さえた。

　もうひとつの異常を知ったのは、さらにその後だ。

　つまり。

　粘ねん膜まくさえただらせる凄すさまじい悪臭に──それまで近きん隣りんの誰だれも気がつかなかったという、ありえない事実。
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　初夏の陽ひ射ざしがきついほど、教会の内側はほの暗く、淡あわい冷気さえ漂わせるようだった。

　ステンドグラスを通した光は、一種の霊れい性せいを帯び、説せつ教きよう壇だんに立つ神父を際きわだたせる。もとより教会建築とは、そうしたノウハウの集しゆう積せきであるのだが、とりわけ聖典を開いたこの少年の姿はいっそ神こう々ごうしく映った。

　学生と変わらぬ年若い横顔は、なお少年を敬けい虔けんに見せるようでもあった。

　少年の名を、イザヤと言う。




「──ゆえに、熱ねつ情じようの神であり、嫉しつ妬との神でもあった主しゆは、救世主の降こう誕たんと死によって愛の神へと生まれ変わります」




（ああ、噓うそくせえ！　さんざん息子むすこを生いけ贄にえに要求したり、わざと兄弟同士で争わせたり、大量虐ぎやく殺さつをそそのかしたりした神様が、ちょっと預言者がひとり死んだくらいで生まれ変わったりするもんかよ）

　説教しながら、つい心の中でツッコミをいれてしまう。

　もとより信仰心などなく、聖典の記述だけを覚えているわけだから、古代の道徳の矛む盾じゆんや問題点に目がいくのは仕方がない。これがまた聖典とは名ばかりに、神様の行状が強烈なもので、イザヤとしてはそういう方面ばかり印象に残ってしまった次第である。

（だいたい、この救世主にしてからが処刑の直前に『何な故ぜ我われを見捨てたもうたか！』って叫んでるじゃねえか）

　いっそ気持ち悪ささえ覚えながら、説教だけは極きわめて穏おだやかな顔で継続する。




「この死と復活によって、神との新たな契約が成されたと聖典は訴えます。旧約とは古い契約。新約とは新しい契約の意。つまり旧約と新約とはここに境目を持つわけです。では、今日きようの話はここまでとしましょう」




　そこまで言って聖典を閉じ、イザヤは数秒を待った。

　鐘かねの音。

　昼休みを告げる、遠い音。

　生徒たちが一部は我先に、一部はおっとりと教会の礼拝堂を出て行く。

　それを眺めて、

（……あーあー、不ふ真ま面じ目めばっかのおかげで、とりあえず誤ご魔ま化かしは利いてるってか）

　というのが、イザヤの感想だった。

　早速、今日きようの一限目から神学の授業を担当させられたのである。

　熱ねつ心しんな信者はいないなりに、授業を妨害するような不信心者もいないという案あん配ばいだった。もとより、四ヶ月の詰め込み教育しか受けてないイザヤにとっては都合がよい。うっかり頑張り屋の生徒に質問しに来られても困るからだ。

　そうでなくても、同世代の神父というのは興きよう味みの対象だろうし、ほどほどの環かん境きようで目立たずにいられれば、それに越したことはない。

（問題は……朱と鷺き頭とう玻は璃りだな）

　カルロのほかに、唯一九く瀬ぜ諫いざ也やを直接知る相手。

　記き憶おく喪そう失しつなんて荒技がどれだけ通じるか分からぬ以上、彼女との接触だけは、極力減らさねばなるまい。

　そうでなくとも、変わった少女だった。

　聖戦の生き残りだという情報。

　朱鷺頭グループの次期後継者という背景。

　初めて出会ったときの、暴ぼう走そうスクーターで〈獣ベステイア〉と相あい対たいした姿。

　この校舎で再会したときの、クラスメイトと他愛たわいないやりとりを交わしていた、年相応の表情。

（本当に同じ人間かよ。糞くそややっこしい）

　まるで、印象が一致しなかった。

　ただ、いつだって、彼女は堂々と胸を張って生きてきたのだろうと、そういう感想があった。苦く難なんからも絶望からも目を逸そらさずにいたのだろうと、不ふ思し議ぎな確かく信しんがあった。

　ならば。

　彼女が慕したう『九瀬諫也』も、そういう人間だったのだろうか。

　物心ついてから、一度も出会ったことのない──自分の双子の兄もまた、そういう人間だったのだろうか。




　──『生きている人は、もう何も嘆なげく必要がない』




　そんな綺き麗れい事ごとを、自分の兄は、どんな気持ちで口にしたのか。

　当時から、絶望的な〈獣ベステイア〉との戦いに晒さらされていたはずの兄は、そんな絶望など感じないような、本物の英雄だったのだろうか。

　ちりちり、と胸に粟あわ立だつ感覚があった。

　ぶつける相手もいない、苛いら立だち。

「……ふん」

　ちょっと、喉のどに渇きを覚えた。

　はじめての授業だということもあって、熱ねつが入りすぎたかもしれない。

　軽く咳せき払ばらいをしたところに、

「どうぞ」

　と、ペットボトルが差し出された。

「おお」

　思わず受け取って、こくりと飲み込む。スポーツドリンクだった。ひんやりとした感覚が喉元を過ぎて、疲れが噓うそのように消えていく。

「…………」

（な、に──!?）

　誰だれが用意してくれたのかとは……考えるまでもなかった。

　たとえほかと同じ制服を着ていても、この少女だけは特別だ。

　艶つやめく射干玉ぬばたまの黒髪も、陶とう磁じのごとき白い肌も、けして彼女を埋もれさせておかない。何よりもその優ゆう美びな佇たたずまいこそが、世界を彼女の王国へと変えてしまう。そんな相手の接近に、どうしていままで気づかなかったものか。

「玻は璃り……さんっ」

　あわてて、『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮面をつけなおす。

　そのまま、「どうしてここに」と問うよりも早く。

「イザヤ兄にい様さまが、今日きよう、最初の授業をするって聞きましたから。ちょうど四限目が自習だったので、早めに抜け出しちゃいました」

　ぺろりと舌を出して、朱と鷺き頭とう玻璃は悪いた戯ずらっぽく微笑した。

　そういう表情も、とてもよく似合った。

「あ……聞かれていたのですか？」

「最後のあたりを、ちょっとだけ。ひさしぶりにイザヤ兄様の説教が聞けましたわ。あ、今回は説教じゃなくて授業ですけど」

「……変じゃ、なかったですかね」

「変なわけないです。分かりやすくて、ポイントを押さえてました。今年ことしの新入生は幸せですわね」

「そ、そうですか」

　その言葉に、イザヤも内心で胸を撫なで下ろした。

　授業のテキストはカルロが用意したものなので心配してないが、より重要なのはそのテキストを語る教師自身の態度や切り口だ。玻璃から合格点が出たなら、ひとまず『九瀬諫也』としての面目は立ったらしい。

「これ、どうもありがとうございます」

　蓋ふたを閉めて、ペットボトルを返す。

「あ……」

　受け取った少女が、瞬まばたきする。

　一いつ瞬しゆん、何かまずったかと思ったが、玻は璃りは顔をうつむけ、耳をほのかに赤らめただけでこう訊きいた。

「昨日きのうは訊き損そこねましたけど、イザヤ兄にい様さまは、お身体からだ大丈夫なんですの？」

「まあ、なんとか。あなたとノウェムに守ってもらいましたし」

「守ってもらったじゃありません」

　きっ、と少女がこちらを見上げた。

「カルロ神父に聞きましたけど、今のあなたは自分で断罪衣イスカリオテを使えない身体なんでしょう!?　でしたら、身を守るためのバックアップは十全にすべきです。もしも、私が拾わなかったら、どうするつもりだったんですか！」

（…………っ）

　イザヤは、息を止める。

　それも、『設定』。

　ノウェムの起動しかできない少年のため、カルロ神父が教団へ織おり込んでおいた噓うそのひとつである。

　しかし、今、少年が黙だまり込んだのは、別の理由だった。

　正しい怒りに燃もえた少女の瞳ひとみを、はじめて覗のぞき込んだからだ。

　吸い込まれそうになる──冬の夜のごとき深さ。

「イザヤ兄様？」

「あ、いや……その、申もうし訳わけありません」

「よろしい」

　腕を組んで、少女が鼻を鳴らす。

（やっぱり、なんなんだ？　この変人お嬢じよう様さまは）

　この少女をどう評価したらいいものか、イザヤは途方に暮れた。一年間騙だまし通すどころか、ほとんど駆かけ引ひき不能である。それとも自分が知らないだけで、上流階級とやらは皆こうなのだろうか？

「あ、イザヤ兄様はどこで昼食を摂とるんです？　よかったら一いつ緒しよにいかがですか？」

「は？　えっと僕は──」

　断るべきだろう。

　朱と鷺き頭とう玻璃との不用意な接触は、自分の正体を露ろ見けんさせる危険が高い。

「これから、教会の人と一緒に食事を……」

「朱鷺頭さま」

　言いかけたところで、新たな声が生じた。

　振り返ると、銀ぎん髪ぱつのシスターがそこに立っていた。

「あら。ノウェムも、ここに？」

「はい。イザヤ様の保ほ護ごのため、同じ教会でシスターとして働かせていただいてるのが私です。イザヤ様の昼食も準備してますので」

（お、前──このポンコツ人形！　こんなときに余計なモノを！）

　袋包みの箱を持ち上げたノウェムへ、大きくイザヤは目を見開く。

　どうやら弁当箱らしい。朝出かける前、なにやらいい匂においがしていたと思ったが、この準備であったようだ。

　とまれ、これで断る理由がなくなった。

　しかも、

「あーっ、会長見つけたーっ」

　教会の入り口から、実に能天気な声が響ひびいた。

　思い切り良く切られたショートカットと眼鏡めがねの下のそばかすに、イザヤは見覚えがあった。

「まゆき」

「えっへへへへ。会長が来るんだったら、絶対ここだって思ってましたよーっ？」

　中等部生徒会会長補佐・架か城じようまゆきは、なんとも得意げにガッツポーズを取ったのだった。
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（一体全体、なんでこうなってやがる……？）

　自問自答しつつ、イザヤはこめかみを揉もんだ。

「あれれれ、イザヤさん、頭痛かったりします？」

「ああ、いえ。単に光が眩まぶしかっただけで」

　優ゆう等とう生せいの微笑でかわして、かぶりを振る。

　教会の庭園である。

　御みさ陵さぎ市しでは教会の敷しき地ちが大きく取られており、この御陵学院教会も例外ではなかった。むしろ、御陵市全体でも最大の教会のひとつであり、いくつも造成された庭園は生徒たちのレクリエーションの場となっている。

（……わけがわからねえ。本っ当に欠片かけらもわけわからねえ……）

　と、イザヤはかすかに目を細めた。

　六月の澄すんだ空気に、豊ほう潤じゆんな花の香りが溶けている。

　濡ぬれた色の紫陽花あじさいににょっきりと伸びたアカンサス、純白の薔ば薇らが風にさざめき、聖せい霊れい教きようの祭さい儀ぎには欠かせぬ百ゆ合りも慎つつましやかにその花弁を垂らしていた。花々の向こうでは噴ふん水すいの飛沫しぶきがきらめき、庭園に淡あわい七色の虹にじを飾っている。

　後は、遠く学生たちのざわめきと、夏の光。

　少年たちが座しているのは、そんな庭園の一角に建てられた、大理石づくりの小さな東あずま屋やだったのだ。

「あ、ノウェムさんは中華弁当派なんですか？」

　身を乗り出して、銀ぎん髪ぱつのシスターの手元を覗のぞき込んだのはまゆきである。

「はい。事前にいくつか検討してみたのですが、私の状態には中華ちまきや香菜がバランス良く栄養が摂とれると判断して作成しました」

「へえ、そのちまきってノウェムさんが自分でつくったんですか!?」

「笹ささの葉と蒸し器が準備されてましたので、昨夜ゆうべから仕掛けておきました。まだパターンの吟ぎん味み中ちゆうなのが、調ちよう味み料りようや具材となります」

　淡たん々たんとノウェムが述べる横で、まゆきと玻は璃りは面おも白しろそうに目を輝かがやかせている。

　そんな不ふ思し議ぎに和わ気き藹あい々あいとした光景を眺めて、

（つか、こいつも食べるのか……？　胃袋とかどうなってんだ？　やっぱり金属製だったりすんのか？）

　と、イザヤも横目で瞬まばたきした。

　睡眠を摂るのが生体部品の維持のためとか言ってたから、食事を摂ってもおかしくないわけだが、目で見るとやはり不思議な心持ちがする。

　渡された中華ちまきに、ぱくりと食いつく。

（糞くそ、美う味まい！　わけわかんねえのに、馬ば鹿かみたいに美味い）

　昨日きのうの夕食の感動もいまだ記き憶おくに鮮あざやかだが、弁当として用意された中華ちまきや香菜の炒め物も遜そん色しよくない。もち米と香菜の相性はもとより、一いつ緒しよに炒めた豚肉の脂あぶらなんて、ほとんど犯罪的だ。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』として、やたらとがっつくのは避けるべきなのに、ついつい倍速で箸はしを進めてしまう。ホントのところをいえば、ちまきを直接手で握って、かぶりつきたいぐらいだった。

「イザヤさんも、同じお弁当なんですか？」

　くるりとまゆきが振り向く。

　ちょうど口の中にちまきを詰め込んでしまったところだったので、あわててイザヤは飲み込んだ。

「ええ、まあ。このお弁当もノウェムの手作りですから」

「はっ？」

　すると、突然、まゆきが大きく机を叩たたいたのである。

「手作り!?　ってどういうことです!?　びっくりどっきりお隣となりさんとか、実は幼おさな馴な染じみとか新設定があったりするんですか!?」

（な、なんだ!?　この異常な食いつき方！）

　目を見張りながらも、やっとのことで表情を崩さずに対応する。

「いや……まあ、ノウェムとは同じ家に住んでますので、同じお弁当を持っていても不ふ思し議ぎはないと思いますが……」

「どどどどどどど、同どう棲せいぃ!?」

（うわっ！）

　まゆきの声のトーンがさらに一段階あがって、イザヤが大きくのけぞった。

「か、会長！　大変大変、レッドアラート！」

「まゆき、いいから落ち着いて」

「こここここここここここここれが落ち着いてなんかいられますか！　ええ落ち着いていられるわけないでしょう!?」

「まゆき」

「だって同棲ですよディープですよ禁断ですよ!?　お年とし頃ごろの男の子と女の子がひとつ屋根の下って、そんなの妄想と暴ぼう走そうがとどまるはずが──」

「……ま・ゆ・き。イザヤ兄にい様さまをどう思ってらっしゃるの？」

（──こ、怖っ！　凍るっ！　身体からだが凍りつく！）

　静かな玻は璃りの言葉に、「ふおわっ」と奇声をあげて、まゆきが硬直した。ついでに、イザヤも自分の肩を抱き、唐とう突とつな怖おぞ気けに打うち震ふるえる。

「いや……そ、その、ええとあたしが言いたかったのは一般的な道徳や社会の問題でして、つまるところイザヤさんをけなすような意図はまるでないことをここで公言したく思いはべりいまそかり──」

　目をぐるぐると怪あやしく回しながら言いい訳わけするまゆき。

　イザヤもぎこちなく右往左往しかけていたが、

「あ、ああ……そ、そういえば」

　なんとかテーブルの雰囲気を取り戻そうと、柔らかく切り出した。

「玻璃さんも、ずいぶん健けん啖たん家かなのですね？」

「あ……っ」

　目の前の弁当箱を見つめて、今度は玻璃が凍りついた。

　イザヤの弁当箱の倍ほどあるバスケットが、少し前まで三倍近くてんこもりになっていたものだ。基本はサンドイッチなのだが、お隣となりに置いたふたつめのバスケットからはお相撲すもうさんの腕みたいなバケットが突きだし、各種サンドイッチ自体も象の足裏を思わせて過剰積せき載さい。下へ手たすると、この昼食分だけでイザヤの三日分ぐらいの食事にはなりそうだった。

（つうか、最初の量って、あからさまにこの暴走女の腹よりでかくなかったか？）

　思わず、イザヤの視し線せんがバスケットと少女の腹部を交互する。

　すると、まゆきの眼鏡めがねがきらりと光ったのである。

「会長、めっちゃくちゃ食べるんですよー？　通学のバスの中でも、しょっちゅうパンとか食べてますもん」

「ま、まゆき！」

　慌あわてて少女がクラスメイトを押しとどめるが、イザヤは別のところで首を傾かしげた。

「は、バス通学？　スクーターじゃないんですか」

「……私の年ねん齢れいじゃ免許取れません！　〈エクソダス〉を使うのなんて非常時だけです！」

　これはイザヤだけに聞こえるよう、玻は璃りが耳打ちする。

　顔が真まっ赤かなあたり、〈エクソダス〉──あの化け物スクーターを乗りこなしていることについて、本人も思うところがあるらしい。それとも、恥ずかしがっているのは先の弁当の量のことだろうか。

「こんだけ食べてこのスタイルなんだものね～。ああ、うらやましい！　むしろあたしの肉を持って行きなさい、こんちくしょう！　あ、でもあたしは会長のしなやかな肉体にとうに魅み入いられてますからっ！」

「だから、離はなれな、さいっ！」

　お嬢じよう様さまふたりして、くんずほぐれつ、押し合いへし合い。

　その隣となりでもくもくと、機き械かい的てきなペースで食事を進めるノウェム。

（…………）

　平和すぎて、頭がくらくらする。

　ほんの皮一枚のところでは、得体えたいも知れぬ〈獣ベステイア〉が蠢うごめいているというのに、どうしてこんなにも穏おだやかなのか。

「やややっばい！　ノウェムさんの中華ちまき美お味いしい！　何これ何これ！　ちょっとこれ反則！　飛び道具とは卑ひ怯きようなり！」

「飛び道具と定義される物体を、ちまきに入れた覚えはありませんが」

「しかも天然！　か、会長！　このシスターやばいです！　いろいろ卑怯装備ですよ!?　ここは会長のお弁当も強化しましょう！　量は十分なので、ほら、このデザートのプリンとか磨みがけばもっと光りますから！」

「ってまゆき、人の弁当に手を出すのやめなさい！」

　玻璃が怒っている。

　その怒った顔も、イザヤには新しん鮮せんだった。

　形の良い鼻に小こ皺じわを寄せ、わなわなと眦まなじりをつりあげた少女。

　これだけの美び貌ぼうなら、どんな表情だって映える。大理石のテーブルも、降り注ぐ夏の光も、さやさやと揺れる紫陽花あじさいやアカンサスの花も、朱と鷺き頭とう玻璃を飾る額がく縁ぶちのようだった。

　何より、騒そう々ぞうしくぶつけられる生の感情。

（……ふざけるなよ）

　どこか弱々しく、イザヤは思った。

（噓うそばっかりなのに、なんでこんなに……）

　どうして、こんなに生き生きしてるのだろう。

　噓だらけで、やっと成り立ってる場なのに。

　イザヤは『九く瀬ぜ諫いざ也や』だと、ノウェムはただのシスターだと、噓をついている。玻は璃りでさえ〈獣ベステイア〉の存在はまゆきに黙だまっていることだろう。

　今にも壊こわれそうな、砂上の楼ろう閣かくをイザヤは思った。

　幾多の虚言によって成り立ったその光景は、だけど、ひどく眩まぶしくて──




「──イザヤ兄にい様さま？」




　突然、玻璃に振り返られた。

「な、何か変でしたか？」

「いえ、今はそんな風ふうに笑うんだなって」

　どきり、と心しん臓ぞうが倍ほども膨ふくらみ、強く鳴る。

「えと……僕、笑ってましたか？」

「はい」

　と、玻璃がうなずく。

「そんな風に歯を見せて困ったみたいに笑うのって、初めてだったから少し驚おどろきました」

（────っ！）

「……そ、そう、ですか」

　氷のごとき冷や汗が、こめかみを伝うのを感じた。同時に、何か大事なものが顔の肌を滑すべり落ちた気がした。

　弁当箱を閉じて立ち上がる。

「イザヤ兄様？」

「申もうし訳わけありません。大事な用事を思い出してしまいました。ノウェム、一いつ緒しよに来てもらえます？」

「イザヤ様が命令するなら」

「え、イザヤさん、もう行っちゃうんですか？」

「すいません。ご不快でなければ、また誘ってください」

　なるだけ丁てい寧ねいに頭を下げて、踵きびすを返す。

　玻璃の顔は見なかった。

　ノウェムが立ち上がったのを確かく認にんもしなかった。ただ、とにかく足を動かして、庭園から必死に離はなれた。

　教会の裏まで来たところで、やっと足を止めた。




「……最悪だ」




　と、壁かべによりかかって言う。

「何か、問題が発生しましたか？」

「問題も糞くそもねえ。最悪すぎる。なんで俺おれ、浮かれて一いつ緒しよに飯なんざ喰くってんだ？　あげく歯を見せて笑っただ？　おとぼけすぎて洒落しやれにもなってねえぞ」

　顔がん面めんを押さえ、自分の軽率さを呪のろった。

　独特のペースに引きずられて一緒に昼食など摂とってしまったのが、今となってはどうかしていたとしか思えない。

　あの少女にだけは、正体を知られてはいけないのに。

「…………」

　人形は、少し沈ちん黙もくして、

「本当に……最悪でしたか？」

「ああ、最悪だ。びた一文動かないぐらい、最低に最悪だ。正直、こんだけ駄だ目めとは自分でも思わなかった」

「そうです……か。でしたら、これからは改善につとめます。許していただければ、幸いに考えるのが私です」

　妙にかくかくとした動作で、ノウェムが頭を下げる。

「は？　お前がか？」

「はい。謝しや罪ざいの言葉もありません。イザヤ様の栄養管理は請うけ負うと約束したのが私でした」

　うつむいたまま、人形が真剣な声で言う。

　あまりに真剣すぎて、こちらが戸と惑まどってしまうほどの勢いが、人形の声こわ音ねには宿っていた。

「あのさ。お前……何のこと言ってるんだ？」

「今日きようの私の料理は、不快だったのでしょう」

　と、ノウェムはきっぱり断言した。

「申もうし訳わけありません。昨夜ゆうべのイザヤ様の反応を考えて、おそらく好みに合うだろうと推測していたのですが、おっしゃる通り最悪のミスと判断しました。今後、調ちよう理りプログラムの構築から見直しますので、謝罪を受け入れてくださるよう願ねがいます」

「…………」

　顔をあげ、真まっ直すぐに見つめてくるノウェムに、イザヤは茫ぼう然ぜんと瞬まばたきした。

「イザヤ様？」

「……は、ははっ」

　思わず、噴ふき出してしまう。

「な、何かおかしかったのが私ですか？　今の謝しや罪ざいも最悪と定義される部類でしたか？」

「いや、その、なんだ……ひっははは」

　ますます早口になり、ぎこちなくノウェムが問いかけてくる。

　その発言と妙な真剣さのギャップに、少しだけ救われたような気分になって、イザヤはひらひらと片手を振った。

「お前のことじゃねえよ。味は文句無し。あのまゆきって子もそう言ってたろうが」

「本当に、ですか？　それは、たとえば人間同士の交渉で行われるお世辞という行為ではないのですか？」

（余計なものばっかり覚えてやがるな、このポンコツ）

　苦笑を滲にじませて、

「本当だ、本当。いちいち人形にお世辞言う舌なんざ持ち合わせてねえよ」

　と、イザヤは唇の端を歪ゆがめる。

　皮肉ぶったつもりだったのだが、相手に通じたかどうかは分からない。

　むしろ、ショックを受けたのはイザヤの方で──おそらくこの人形と出会ってから、二度目の表情と遭そう遇ぐうすることになったからだった。

　つまり──

「──あ、また、反応がおかしかったのが私ですか？」

「っ……いいや、何も」

　と、少年は視し線せんをそむけた。

　かすかに頰ほおが上気していたが、ノウェムはそれを六月の陽気にのぼせたものと判断した。もうすぐ梅つ雨ゆの季節だけあって、日陰でも熱ねつ気きは侮あなどれない。

　ひとつ、仕方なさそうに息をついて、イザヤは軽口を叩たたいた。

「とにかく、美う味まかったのは噓うそじゃねえよ。お前、いっそコックになってもいいんじゃねえの」

「コック、ですか」

「おお。どこでレストラン開いても千客万来だぜ」

「……イザヤ様が言われるならそうしますが、実際には大きな問題があると考えます」

「問題？　予算とかそういうのか？」

「いいえ──」

　かぶりを振って、何かの言葉を続けようとしたところで、ノウェムの身体からだがかすかに震ふるえた。

「どうした？」

　イザヤが訊きく。

　二、三度瞬まばたきしてから、ノウェムの紫水晶アメジストの瞳ひとみは、少年を見据えた。

「たった今、緊きん急きゆう用ようの回かい線せんで通信がありました」

　そして。

　人形の言葉は、ほんの少し和やわらいでいたイザヤの精神こころを、否いや応おうなく現実へと引きずり戻す。




「隣となりの第五区の博はく物ぶつ館かんで、〈獣ベステイア〉と思おぼしい事件が発見されたようです」





２






　イザヤとノウェムが庭園を離はなれた後、

「ご、ごめんなさい、会長！」

　両手を合わせて、まゆきが頭を下げた。

「あたしのせいで、イザヤさん機き嫌げんを悪くしたのかも！」

「そんなんじゃないですよ、きっと」

　どこか寂さびしそうに、玻は璃りはかぶりを振った。

「……兄にい様さまが機嫌を悪くしたのだったら、きっと私のせいですもの」

「え？」

「何でもありません」

　微笑して、玻璃はそれ以上の会話を封じた。

　すでに昼食もほとんど終わっていたものだから、すぐ玻璃は席を立った。

「──私も、ちょっと用事を思い出しちゃいました」

「え、会長も!?」

「ごめんなさい」

　謝あやまって、玻璃も足早に庭園を去った。

　心配そうなまゆきの視し線せんを振り切って、向かう先は自分の教室ではなく、生徒会室のある校舎だった。

　歩きながら、玻璃はぐるぐる巡る思考に唇を嚙かんだ。

（……イザヤ兄様は、帰ってきてくださったのに）

　ひどく、頭の中がざわざわとしていた。

　イザヤは、帰ってきてくれた。

　記き憶おくを失って、断罪衣イスカリオテも使えなくなって、それでも帰ってきてくれた。ばかりか第九祭器ノウエムなんていう『力』を持ち出してまで、なお戦おうとしてくれている。

　少し悲しくて、やはり嬉うれしい。

　神父姿の少年を見るだけで、つい唇がほころぶ。

　昔と変わらないところと、昔と違うところを比べてしまって、それだけで玻は璃りは胸が詰まってしまう。

（……だけど）

　だけど、自分は違う。

　昔の自分と、今の自分は違いすぎる。

　朱と鷺き頭とう玻は璃りには、真まっ直すぐにイザヤと向き合えない理由がある。

「…………」

　渡り廊下を抜けて、生徒会室の前で玻璃は立ち止まった。

　瀟しよう洒しやな洋よう館かんの離はなれ家やを思わせる、つつましやかな建物だった。

　御みさ陵さぎ学がく院いんは生徒の自治権が強く、生徒会には独自の校舎を許されている。無む論ろん、玻璃やカルロの事情からの根回しもあるわけだが、基本的には生徒会の実力が勝ち取ったものだ。

　ちらり、と携けい帯たい電話で時間を確かく認にんする。

　そろそろ、生徒会顧こ問もんであるカルロが戻ってくる時刻だった。

「まず……カルロさんと相そう談だんしないと」

　玻璃は、きゅと胸元を握る。

　やはり、きちんと話し合わなければならないだろう。

　そして、覚悟をしなければいけない。

　自分の『罪』と向き合う覚悟を。

「っ──」

　きゅ、と奥歯を嚙かんだ瞬しゆん間かんだった。

　突然、少女は硬直した。

　腹部に、激げき痛つうが走ったのだ。

　まるで火ひ箸ばしを差し込まれたように肉がひきつれ、骨が灼やけるのを玻璃は錯さつ覚かくした。たとえ錯覚であっても、人を昏こん倒とうさせるに足る痛みであった。

（こ、れ──！）

　玻璃には覚えがあった。

　じわり、と制服の表面に血が滲にじむ。

　みるみる内に真しん紅くの色は領土を広げ、白く清らかな服を染めていった。うずくまった少女の手を伝わり、滲んだ血はしなやかな指の間をも伝わっていく。

　ぎこちなく、首が横に動いた。

　その様よう子すは、ノウェムよりも玻璃の方が人形なのではないかと思わせるほどであった。

「あなた……は……」

　朧おぼろな瞳ひとみが、やっとのことで人ひと影かげを捉とらえた。

　女である。

　年ねん齢れいは二十代後半ほどであろうか。たとえ教師としても、学院にいるはずのない──まるで喪も服ふくのような、黒いワンピースに身を包んだ女。

　不ふ吉きつなまでの美しさを、その立ち姿は孕はらんでいた。

「……ああ、やっと」

　と、べったり紅あかい唇がこぼした。

　そのまま、唇は横に裂けた。

　裂けるほどに広がって、こんな言葉を漏らしたのだ。




「見・イ・つ・ケ・タ」




　それは──たった一度、あの〈獣ベステイア〉が漏らしたのと同じ声であった。
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　しばらく、玻は璃りは動けなかった。

　腹部を貫つらぬく激はげしい痛みもある。しとどに濡ぬれた制服から、温かな液体のこぼれていく感覚が異様なまでにもどかしい。

　だが、動けない理由はどれでもなかった。

「あなた……は……」

　やっと、同じ言葉をもう一度告げた。

　かろうじて視し線せんだけを持ち上げた玻璃に、女は長い首をゆっくりもたげた。

「痛イ？」

　異様にかすれた声が、鼓こ膜まくを叩たたく。

「痛イの？　苦しイノ？　でモ仕方ナイよネ？　あナタはとっテモ大事ナ人なンダもノ。栄養ハちゃント摂とっテルのカシら？」

　うずくまったままの玻璃を、女は見据える。

　その瞳ひとみのおぞましさ。

　色も普通なのに、カタチも普通なのに、二度と見たくないと思わせる異常をその瞳は抱えていた。

　こんな瞳を、人間ができるはずがない。

　そして、だからこそ人間だ。

　あらゆる下劣な欲望を凝ぎよう縮しゆくしたかのように、女は玻璃を睥へい睨げいする。

「苦しイわヨネ。あナタノお腹なかノ中に、そレがイルんデスものネ──？」

　嗤わらう。

　どろり、と笑えみ崩れた。

　それは文字通りに、女の肉体までもが崩れていったのである。

　みるみる内に人としての姿を無くし、それは数倍も巨大な白はく銀ぎんの四し足そく獣じゆうと化した。四肢と身体からだのあちこちから鋭するどい刃やいばを露ろ出しゆつさせたその姿は、玻は璃りがつい先日に見たばかりの、ある〈獣ベステイア〉とうり二つだったのである。

　刃が、ゆらりと持ち上がった。

　ギロチンが。

「痛くナイワ。何よリモ人道的ニ一いつ瞬しゆんで処刑しテあゲル──えエ、安心しテちょウダい。首以外にハ絶対傷ひトツつケナイから──」

　玻璃の胴体ほどもあるギロチンを持ち上げて、〈獣ベステイア〉は言う。

「だっテ、アなたが、ソウだモノネ──？」

　ぎこちない声こわ音ねとともに、ギロチンが迸ほとばしった。

　人間ひとりの首をはねるには、あまりに巨大すぎ、鋭えい利りすぎる品が少女の首へと触れなんとしたその刹せつ那な──




　──刹那。




　世界が、大きく傾いだ。

　いいや、傾かしぐばかりか、地じ盤ばんごと滑かつ落らくしたのだ。

　踏みしめるべき大地を無くして、玻璃とギロチンの〈獣ベステイア〉とが、斜めに転がる。即席のボードともなった地盤ごと、そのまま数十メートル近くを滑落し、凄すさまじい衝しよう撃げきとともにもんどりうった。

　すぐさま立ち直った〈獣ベステイア〉が、四肢を踏ん張り、その首を巡らせる。

　滑落と衝撃の正体を、〈獣ベステイア〉が悟るまで数秒かかった。

「地下、でスっテ……！」

　と、吼ほえたのだ。

　今や、〈獣ベステイア〉が立つ場所に陽光はさしていなかった。

　滑落からコンマ数秒で、幾いく重えにも閉ざされた金属の天蓋シヤツターが空への道を阻はばんでいる。

　さらに都市の骨格と移動手段とを兼ねているのだろう、ミラービルのごとき『柱』が何十となく天地を貫つらぬき、その空間を冥めい界かいの入り口のようにも思わせた。

　そして、〈獣ベステイア〉の鋭敏な聴ちよう覚かくは、今や地上と地下で遠く引ひき離はなされた御みさ陵さぎ学がく院いんのこんな放送を聞き取ったのだ。

「避ひ難なん警けい報ほうが発令されました。特別指定教区法第四条にのっとり、同区の全市民に避難を勧告します。繰くり返します。避難警報が発令されました──」

「こ、レは──」

「一般には開放されていない──御みさ陵さぎ市し・地下第五層ですよ」

　と、答えがあった。

　明めい瞭りようで、〈獣ベステイア〉の威容にもたじろぐことのない、強きよう[image: ]じんな何かを秘めた声こわ音ねだった。

「この程度の設備は、あって当然でしょう。何しろ、特別指定教区はすべからく〈獣あなたがた〉と戦うための都市ですよ？　あらゆる囮おとりと餌えさと犠ぎ牲せいを払って、〈獣あなたがた〉を世界の裏へ隔かく離りするための都市ですよ？　凶きよう暴ぼうな獣けものはまず檻おりにいれて隔離するのが、どこの国でも鉄則ではないですか？」

「オ、まエ──」

　ぐるりと、〈獣ベステイア〉が振り返った。

　広大な地下の暗くら闇やみから踏み出したのは、青年であった。

　片目はにこやかに笑い、片目には餓うえた咆ほう吼こうを現した青年だった。

　青年の左目は、豪ごう奢しやな獅し子しの刺し繡しゆうが入った眼帯で覆おおわれていたからだ。身体からだに纏まとう聖職衣カソツクの上から、枢機卿カーデイナルの赤・レツドが入った肩帯ストラをかけている。

　カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行、その人であった。

「きっと、すぐ来てくださると思ってました」

　と、慇いん懃ぎんに枢機卿代行は一礼した。

「来ル……？」

「あなたみたいなタイプ──眷けん族ぞくを持つ〈獣ベステイア〉とは、昔にやりあったことがありましてね。眷族が玻は璃りさんを見つけた以上、遠からず現れるはずだと思ってました。あなた方は我が慢まんが利かないですから。いいえ、そんな我慢が利くのだったら、〈獣ベステイア〉になんかならずにすみましたよね？」

　静かに、カルロが言う。

〈獣ベステイア〉と神父との間に、ひどく殺さつ伐ばつとしたものが満ちていった。それは吹雪ふぶきのごとく凄せい絶ぜつに、業火のごとく容よう赦しやなく、セカイを変質させていった。

　冥めい界かいにも似たこの地下空間を、さらに地じ獄ごくへと変えるかのように。

「は、ハハはハはははははハハハハハハハハハハハハ──」

〈獣ベステイア〉が嗤わらう。

　その瞳ひとみが、傍かたわらにうずくまった少女を突き刺さった。

　やっとのことで、玻璃は立ち上がろうとしていた。カルロの言葉通り、この滑かつ落らくを予期していたためか、最低限の受け身を取れたようだった。

　その少女を見て、〈獣ベステイア〉は嗤う。

「こレが囮カ！　コれが餌カ！　あラユル囮と餌ト犠牲を払ウだっテ！　そノ方がヨホど狂っテる！　お前ノ言っテイる意味は本当ニ皆ガ分かっテいルのか？」

「……あなたに、そんなことを言われる筋合いもありませんよ」

「カルロさん！」

　玻は璃りの叫びに、青年が手をあげる。

「ああ、玻璃さん。少しだけ待っていてください。生徒会のお仕事もありますものね」

　そう告げて、ぽつりとカルロは続けた。

「起動せよ」

　と。

　それだけで、カルロが纏まとっていた聖職衣カソツクが波打った。

　──断罪衣イスカリオテ。

　この青年もまた、断罪衣イスカリオテの使い手であったか。

　カルロの纏った断罪衣イスカリオテが、翼つばさのごとくにその裾すそを大きく広げ、展開する。





「断罪衣イスカリオテ起動。我われは模も倣ほうする。我は模倣する。我は模倣する。我は五千八百二十三回、神の奇き蹟せきが舞まい降りた状況を模倣する」






　聖職衣カソツクより流れる機き械かい音声。

　だが、すでに眷けん族ぞくの戦いを見ていた〈獣ベステイア〉は、一いつ瞬しゆんも躊躇ためらわなかった。

　ギロチンが、放たれる。

　四肢や背中から伸びた刃やいばの速度は、先にノウェムが戦った〈獣ベステイア〉より数倍速く、数倍の切れ味を持って虚こ空くうを薙ないだ。
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　虚空？

　いいや。

　地下空間の天地をつないでいた『柱』が、数本、斜めにずれた。そのまま、低層のビルほどもある質量がまとめてカルロへと雪崩なだれ落おちたのだ。

　速度はまだしも、これほどの面めん積せきと物量による打だ撃げきとなれば、回かい避ひも防ぼう御ぎよもままならぬ。

　途と轍てつもない衝しよう撃げきが、地下の空間を揺るがした。

　そこらの核シェルターなどおよびもつかぬ空間が、確たしかに揺らいだのだ。

「カルロさん──！」

　玻は璃りの叫びさえ、すぐさま搔かき消えるほどの大だい音おん声じよう。

　しかし、

「……なるほど。大した切れ味ですね」

　いまだ塵じん煙えんのおさまらぬ瓦が礫れきの下から、その声はしたのだ。

　そして、別の機き械かい音声も、また。





「限定量子干渉場、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖クリストフォルスの第二種奇き蹟せきを起動。──すなわち五千八百二十三回の試行を開始します」






「…………っ」

〈獣ベステイア〉さえ、押おし黙だまった。

　今、目前で起きているのはまさしく奇跡でしかなかった。

「やはり、先日の〈獣ベステイア〉よりは上、〈強欲〉の準六階位──といったあたりですか。正直、準備ができていなければ、まずかったかな。ええ、私たちがあなたがたに抗せているのは、あなたがたが本能に忠実すぎるというその一点に頼り切っているのだと、常々思います」

　徐じよ々じよにだが、『柱』は持ち上げられようとしていた。

　彼女が切り落とした『柱』が、そのままのカタチでゆっくりと上昇していたのだ。

　その真下で、カルロは涼やかに片手をあげているきりだった。掛け値無しにビルにも匹敵する質量を、ただの片手でカルロは支えていたのであった。

「本当にありがとうございます。囮おとりにひっかかってくれて。私の前に現れてくれて。──そのお礼に、ひとつご教示しましょう。私の断罪衣イスカリオテが模も倣ほうする、聖クリストフォルスがいかなる偉業で讃たたえられた聖人であるか」

　カルロの展開した断罪衣イスカリオテは、ノウェムの使ったそれとは、まるで違う姿をしていた。

　機甲パワード服スーツ。

　やや古めかしい言い方ではあるが、無理に形容するなら、そうなるだろう。

　肩から胸部、肘ひじや腹部といった要所は分厚くいかめしい装甲やチューブに覆おおわれ、背中から広がった翼つばさ状じようのコートも無骨な印象が強い。幾多の戦いをくぐりぬけた証あかしに、その多くが傷だらけですり減ってもいた。

　だが。

　いかなる動力をもってすれば、人間の片手がビルを持ち上げられるのか。

　今、ノウェムのそれにも劣らぬ文字通りの奇跡が、〈獣ベステイア〉の前に現出していたのである。

「聖クリストフォルスは、救世主の重みを──すなわち世界ひとつの重みを支え、激げき流りゆうを渡った聖人です」





「我われは模も倣ほうする。聖クリストフォルスの剛力を！」






　持ち上げた柱が、そのまま投とう擲てきされる！

　その速度たるや、優ゆうに時速百数十キロを超えた。くわえて低層ビルに匹敵する巨大な質量。戦車砲──いいや列車砲にも達する純粋な運動エネルギーが、〈獣ベステイア〉の頭部へと激突した。

「…………！！！」

〈獣ベステイア〉の装甲さえ、そのエネルギーを相そう殺さいしきれず、ほんの一いつ瞬しゆんだがたじろいだ。

　そして、瓦が礫れきの影かげを縫ぬって、新たな影が飛び込んだのだ。

　カルロ・クレメンティが。

「────！」

〈獣ベステイア〉の反射能力は、この奇き襲しゆうにさえ反応した。

　ギロチンの迎げい撃げき。

　あたかも、それは鳳ほう仙せん花かに似ていた。

　先日の〈獣ベステイア〉よりも遥はるかに多く、精妙に、数十の魔ま刃じんが荒れ狂ってカルロへと殺到する。鳥かごに閉じこめた小鳥を八つ裂きにするように、あらゆる逃げ場所を奪ってから、ギロチンの檻おりはぎゅるりとすぼまった。

　だが。

　無数のギロチンの刃やいばは、強固なる断罪衣イスカリオテの表面で弾はじき返されたのだ。

「ノウェムさんの断罪衣イスカリオテとは違いまして──私の断罪衣イスカリオテはシンプルな旧式の機き械かい型がたですから。多た分ぶん、神性加か護ごだけなら、現役では最高クラスですよ？」

　ふわりと、カルロが笑った。

　その笑えみに、〈獣ベステイア〉の怒りも煽あおられたようだった。

　数十という魔刃を諦あきらめ、ただひとつ、一ひと際きわ巨大で禍まが々まがしいギロチンを振り落としたのだ。断罪衣イスカリオテの防ぼう御ぎよ能力を認めた上で、なお切り裂くという、絶大なる意思を込めた刃であった。

　走りながら、カルロはただ手をかざした。

　弾丸のごとく、その身体からだが加速。

　同時、断罪衣イスカリオテの手首から肘ひじに埋め込まれた補助聖せい霊れい機き関かんが全力駆く動どう。ふたつの聖霊機関が相乗的な唸うなりをあげ、内部の聖せい遺い物ぶつよりパラメータを固定。量子の振ふる舞まいまでも干渉し、仮想現実で模も倣ほうされた『奇き蹟せき』を、強引に現実へと上書きする。

　それは、ほんの数分間、限定量子干渉場においてのみ許される──かつて起きたであろう『奇蹟』の、稚ち拙せつな再現。

　拳こぶしを、握る。

「あああああっ！」





「我われは模倣する。聖クリストフォルスの剛力を！」






　再びの機械音声とともに、カルロの拳は、真正面から巨大なギロチンを捉とらえた。

　次の刹せつ那な、硬い音とともに砕くだけ散った。

　ギロチンの方が──！

（この、まま──っ！）

「おおおおおおおおっ！」

　カルロが吼ほえる。

『奇蹟』によって強化されたフットワークで、無む理り矢や理り〈獣ベステイア〉の側面へと回り込み、全力で拳を放った。

　再び、砕けた。

〈獣ベステイア〉の外皮が。

　機関砲やロケット弾の直ちよく撃げきでさえ耐えしのいだ〈獣ベステイア〉の装甲が、ただひとりの拳をもって破は壊かいされたのである。単に、断罪衣イスカリオテのなす奇跡というだけではない。実際に、現代兵器を上回る運動エネルギーが、その拳に秘められていたからだ。

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！！！」

　カルロは止まらない。

　打ち付けた拳を支点として、身体ごとタービンのごとく捻ねじり込む。

　渾こん身しんのラッシュ。その都度、〈獣ベステイア〉が震しん撼かんし、その身に無数のクレーターを穿うがっていく。

　まさしく彗すい星せいにも匹敵する一撃が、奇跡さえ付与されて、たてつづけに〈獣ベステイア〉を抉えぐっているのだ。その破は壊かい速度が速すぎて、〈獣ベステイア〉にもなすすべがない。

　抵抗に放ったギロチンさえ砕かれ、〈獣ベステイア〉が大きく傾かしいだ。

　単純な、撲ぼく殺さつ。

　あまりにも原始的な、だからこそこの非現実をも打ち砕く、聖なる拳。

　再生もままならない。

　断罪衣イスカリオテによる奇き蹟せきを付与された拳こぶしは、いかな〈獣ベステイア〉といえども『再構築』を許さなかった。むしろ『再構築』するための生命力さえ根こそぎに、一いち撃げきごとに奪い尽くしていった。





３






　わずか十数秒で、カルロは身を翻ひるがえした。

　それと同時に、地下空間・御みさ陵さぎ市し第五層へ突入してきたのは装甲車であった。

〈槍ランス〉。

　通常兵器をもってなる、対〈獣ベステイア〉部隊。

　吼ほえ猛たける機き関かん砲ほうの掃射によって、弱々しく〈獣ベステイア〉が震ふるえた。

　現実をねじまげる『力』を無くした〈獣ベステイア〉は、続く〈槍ランス〉によって完全に狩られる。特別指定教区における〈獣ベステイア〉への対抗策として、基本的かつ実戦的な方法だった。

「……なんとか、ですかね」

　ギロチンの〈獣ベステイア〉の断だん末まつ魔まを確かく認にんし、展開した断罪衣イスカリオテをカルロは収納する。

　途端とたん、その足取りがもつれた。

　ただでさえ白い横顔が、さらに色を失って、今や真まっ青さおに染まっていた。

（百七十八秒……やはり、そのあたりが……今の奇跡継続時間の限界ですか……）

　眼帯を押さえ、数秒歯を食いしばった。

　それから、少女へと手を伸ばしたときには、いつものカルロに戻っていた。

「お疲れさまです、玻は璃りさん」

「カルロ……さん」

　玻璃の顔も、すでに蒼そう白はくだった。

　無理もない。

　連続して〈獣ベステイア〉が襲おそってくる可能性は伝えていたが、その恐怖が拭ぬぐいさられるはずもない。まして、彼女の身体からだを考えるならなおさらだ。

「……申もうし訳わけありません」

　と、カルロは低頭した。

「数日で二度も、〈獣ベステイア〉の接近を受けて辛つらかったでしょう？　早く戻って治ち療りようを──」

「いい、え」

　硬く、玻璃はかぶりを振った。

　その振り方に、異常をカルロは感じ取った。

「後ろを──っ」

「っ！」

　猛烈な勢いで、カルロが振り返る。

　同時、

「ああ。本当にやられちゃったんだ。大したこと無いなあ、あたし」

　背筋のぞくりとするような艶つややかな声が、神父を迎えた。

「な……っ！」

　さしものカルロが、目を疑った。

　黒い、ワンピースの女。

　そこで崩れ去る〈獣ベステイア〉を見ているのは──さきほど、自ら〈獣ベステイア〉へと変へん貌ぼうしたはずの女であった。

「あ、なたは……」

「……ああ、残念だなあ」

　ぬらり、と女の顔が変わる。

　映画のモーフィングを思わせて、泥をかきまぜるように、女の顔は──どこか同じ面おも影かげを残した若者のものと変じていた。

「……残念だなあ、僕も姉ねえさんも滅ぼされてしまうなんて」

「…………っ」

　こちらの顔も、カルロは知っていた。

　つい数時間前に発見された、博はく物ぶつ館かんの殺人事件。

　今のふたりの顔は、その博物館の中で死体が残っていなかった──おそらくは〈獣ベステイア〉に喰くわれたのだろうと推測された姉弟だったのだ。

「……ねえ」

　と、顔を変えた若者が笑いかける。

　いいや。

　とどまらず、さらに〈獣ベステイア〉の顔は変わっていく。

　それさえも、カルロは知っていた。




　──高位の〈獣〉は、喰らった人間になりすます。




　そして、多くの人間を喰らった〈獣ベステイア〉が、それらの人格を『核』に、自分の身体からだを分けて創つくり出すのが眷けん族ぞくだ。身体を分割する以上、ほとんどの場合、眷族の能力は元来より劣化する。

　つまり、さっきのギロチンの〈獣ベステイア〉の本体は──

「──お、前っ！」

　異変に気づき、装甲車から降りた〈槍ランス〉の隊員たちが、アサルトライフルを向ける。

　しかし、アサルトライフルが火を噴ふくことはなかった。

　引き金に力を込めるよりも早く、彼らの半数以上ががくりと膝ひざを折ったのだ。

（喪そう神しん現象……っ）

　カルロが、唇を嚙かむ。

　とりわけ高位の〈獣ベステイア〉が起こす、精神汚染。

　強い信仰心や精神力を持たぬ者が、高位の〈獣ベステイア〉を直視してしまった際、一時的な昏こん睡すい状態や記き憶おく障害を引き起こす現象だった。高位の〈獣ベステイア〉が纏まとっている『世界の歪わい曲きよく』に、人間の認にん識しきがついていけないためともいわれるが、結けつ論ろんは出ていない。

「おやおや、特別指定教区の精せい鋭えいも、信仰心が足りないようだ」

　そう言った人ひと影かげは、もはや人間の顔をしていなかった。

　どろどろと流動する、不定形ののっぺらぼう。

（準五階位よりは上。あるいは第五階位か、準四階位ということも──）

　判断したカルロに、断罪衣イスカリオテが応こたえた。

　ゆらり、と聖職衣カソツクの裾すそが揺れる。

　いつでも奇き蹟せきを行使できるように、静せい謐ひつな水面のごとく、カルロの精神が研とぎ澄すまされる。

（っ──）

　眼帯の裏に走った痛みを無視。

　ただ、〈獣ベステイア〉の動きに備え、あらゆる対処を想像する。もとより全能ならざる人の子であれば、どんな悪あがきでも試してみるしかあるまい。

「いいのかな」

　と、のっぺらぼうの〈獣ベステイア〉が問うた。

「あなたの身体からだで、こんな短期間に二度も断罪衣イスカリオテを行使していいのかな。すでに、奇蹟に侵食されているのでは？」

「おや。随分、私のことを知っているようですね」

「知っているとも」

　不意に、〈獣ベステイア〉の声は低くなった。

　なぜか。

　その声に聞き覚えがあるように、カルロは思った。

　思った瞬しゆん間かん、震ふるえが走った。この二年、ずっと忘れたがっていた震えであった。

「たかが〈獣ベステイア〉が……私の何を知っていると？」

「おかしなことを言う」

　くく、と喉のどの奥で嗤わらったようだった。

　何か、知ってはならぬことをその底に潜ひそませているかのような──禁断の行為をそそのかす悪あく魔まのようなほの暗い気配けはいを、その声は備えていた。

「我われに名をつけたのは……お前だろう」

「……な？」

「先に、眷けん族ぞくに言っていたな」

　と、声は続ける。

「昔会った眷族持ちと同じタイプだと。──あれは惜しかった」

　本当に残念がっているように、〈獣ベステイア〉は囁ささやく。

　いつの間にか、〈獣ベステイア〉の姿は、新たな男のカタチを取っていた。

　それも、以前に喰くらった人間であろう。

　自然の岩を積つみ重ねたような、大おお柄がらな男だった。

　カルロとよく似た聖職衣カソツクを纏まとった、黒人の神父であった。

「もう一歩進み、同じ個体とまで考えれば良かったんだ。ブラザー・カルロ」

「……っあ」

　カルロが、後ずさる。

　この青年らしからぬ、何の計算も含みも持たない、純粋な感情によるものだった。片方だけの瞳ひとみに宿っているのは、理解と背中合わせの恐れであった。

「あ……なたは……」

　後退しようとする足をこらえ、カルロが瞳に力をこめる。

「カルロ、さん……」

　玻は璃りの声が、青年の背中を叩たたいた。

　少女もまた、人に化けた〈獣ベステイア〉を見据えて、自らの肩を抱いていたのだ。

「私も、覚えてますわ……。あの方は聖都の学校で……神学の教きよう鞭べんをとってました……。確たしか……カルロさんの……」

「……関係ありません」

　カルロはかぶりを振った。

　目の前に佇たたずむ黒人神父の顔など、見えもしないという風ふうであった。

「ただの……〈獣ベステイア〉ですよ」

　そう、言い切った。

　そして、




（あれは……なんだ……）




　地下空間の入り口には、もうふたつ人ひと影かげが現れていた。

　息を潜ひそめたまま、ただ混迷を深めていく〈獣ベステイア〉との戦いを、茫ぼう然ぜんと見つめていた。

　癖くせっ毛けの少年神父と、銀ぎん色いろのツーテールをなびかせたシスター。

　イザヤと、ノウェムであった。





４






「…………っ」

　イザヤは、見ていた。

　ここまでの直通エレベーターの中で、戦いの趨すう勢せいを見せられていた。

　ギロチンの〈獣ベステイア〉と玻は璃りが地下に閉じこめられるのも、そこに現れたカルロへ〈獣ベステイア〉が襲おそいかかるのも、断罪衣イスカリオテを起動したカルロがその〈獣ベステイア〉を一いつ蹴しゆうするのも見ていた。

　しかし。

　今の状況は、分からなかった。

（こいつが……その元げん凶きようってわけか？）

　カルロの前に立つ神父服の黒人を、イザヤは見据える。

　おそらく、年ねん齢れいは四十かそこら。がっちりした身体からだつきが分厚い聖職衣カソツク越しにも見てとれる。穏おだやかな時間よりも、自らを律する厳きびしさを選んで皺しわに刻んできたような風ふう貌ぼうだった。

　その神父が、高位の〈獣ベステイア〉であろうことも、本来の人物が〈獣ベステイア〉に喰くらわれたのだろうことも、イザヤは把握していた。

（だけど……なんで、腐れ眼帯の野郎、動かない？）

　いつもにやにや笑いを欠かさないカルロ神父は、ひどく固い面おも持もちで相手を睨にらんでいた。

　その背後には、朱と鷺き頭とう玻璃。さらに周囲には〈槍ランス〉の大半が倒れ伏し、かろうじて無事だった者たちがそうでない者を装甲車へと連れ去りながら、緊きん張ちよう状態を保っている。

　もしも、誰だれかがわずかでも不用意な行動をとれば、瞬しゆん時じに破れてしまいそうな危あやうい均きん衡こう。

「何……が……」

　からからになった喉のどを押さえ、イザヤは自問する。

（一体……何が、どうなってる？）

　そもそも、この神父は──この〈獣ベステイア〉は──何者なのだ？

「……イザヤ様」

　小さく、ノウェムが囁ささやいた。

「対象を、敵性の〈獣ベステイア〉と判断します。カルロ様との会話から、準五階位以上の可能性が大。これらの理由により要よう請せいします。私の断罪衣イスカリオテの、解放を」

「…………っ」

　だが、イザヤには判断しきれなかった。

　今、この瞬間、自分がどのような行動をとるのがベターなのか。

　それを判断するために必要な『経けい験けん』が、ニセモノであるイザヤには備わっていなかった。

「……では、私の判断を優ゆう先せんします」

　ノウェムが、跳とんだ。

　世界を折り畳むごとく、人形の影かげが地下空間の『柱』や瓦が礫れきを乱れ飛ぶ。ほとんど瞬しゆん間かん移動と化して、少女の姿は黒人の〈獣ベステイア〉の死角より飛来した。

　淡あわい色の唇が、小鳥のように呟つぶやく。

「コード──0jp[image: ]GKU」

　微細な電流のコードによって、液体金属の腕うで輪わがたちまち硬化した。

　ノウェムの手にあっては、複合装甲さえ切り裂く武器。

〈聖十字の剣〉。

「────っ！」

　カルロも、その機き会かいを見逃さなかった。

「起動せよ」

　聖職衣カソツクが、波打った。

　カルロの極限の集中に応こたえ、断罪衣イスカリオテの展開は一瞬で終了した。分厚い装甲とチューブが拘こう束そく服ふくのごとくカルロを縛しばりつけ、青年神父はそのまま金属の床ゆかを蹴ける。





「限定量子干渉場、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖クリストフォルスの第二種奇き蹟せきを起動。──すなわち五千八百二十三回の試行を開始します」






　世界が、上書きされる。


「我われは模も倣ほうする。聖クリストフォルスの剛力を！」



　振るわれるは、機甲の拳こぶし。

　同時、ノウェムの剣も白はく銀ぎんの軌跡を残して流れた。

　山を揺るがすほどの剛力と、自然界を超越した速度とが、ともに〈獣ベステイア〉へと牙きばを剝むいたのだ。

　誰だれもが粉ふん砕さいされ、切断される神父を想像したろう。いかな〈獣ベステイア〉といえど断罪衣イスカリオテの起こす奇蹟を前には、尋じん常じようなダメージを受けざるを得ない。それは、これまでの戦せん闘とうでも明らかな事実のはずだった。

　なのに、

「……悪くない」

　時間が、止まったようだった。

　カルロもノウェムも、黒人の〈獣ベステイア〉へと必滅の一いち撃げきを仕掛けた──その瞬間の体勢で、縫ぬい止められたように静止していた。

　違う。

　実際に、縫い止められていたのだ。

　嗤わらう黒人の身体からだ中じゆうから、細く長い何かが無数に突き出ていた。

　針というには太すぎる。

　その形状は、むしろ釘くぎというべきだろう。

　漆しつ黒こくの釘が、地上においてはカルロの拳こぶしと胸元を縫ぬい止め、空中においてはノウェムの太ふと股ももと肩口を貫つらぬいていたのである。ばかりか、アサルトライフルで追つい撃げきしようとした〈槍ランス〉の隊員さえも、その釘によってことごとく絶命させられていた。

　貫かん通つうした幾多の身体から、漆黒の釘はどろりとした液体を垂らした。

「さすがに聖クリストフォルスの神性加か護ご。四肢と心しん臓ぞうを貫くつもりだったが、貫けたのはふたつだけ。しかも急所は外された」

　カルロを見据え、黒人の〈獣ベステイア〉は言う。

　青年神父の纏まとった装甲は、かろうじて五つのうち三つは、魔まの釘の貫通を阻はばんでいた。先ほど、同じ装甲が数十のギロチンを防いだことを考えれば、これは断罪衣イスカリオテと漆黒の釘と、どちらを賞しよう賛さんするべきだろうか。

　どの道、傷が軽いはずもない。

　縫い止められたまま、けふ、と赤いものが混じった吐と息いきをカルロはこぼした。

「カルロさん！」

　叫んで、玻は璃りが立ち上がる。

　その少女を、静かに黒人は見下ろした。

「玻璃様も、お久しい」

　と、胸に手をあてた。

「そう。聖都での授業以来ですね。ちょうどいい。少し、復習といきましょうか。ええ、釘の痛みは原罪の痛みだと、そうお教えしましたね」

〈獣ベステイア〉の視し線せんが、すうと横へ流れる。

　すると、ぎゅるりと釘が捻ねじれた。

「く、お……っ！」

　拳と胸元に刺さった釘も、同じく肉を巻き込んで回転し、カルロが悶もん絶ぜつする。

「カルロさん──！」

「十字架に縫い止められた救世主の痛みこそは、人類が重ねてきた原罪の痛みでもあります。ああ、実際は手の平で縫い止めると体重で引き裂けるから、手首に釘を打ったそうですよ。ブラザー・カルロの場合、手の平になってしまいましたが」

　冷ややかにカルロを見つめ、雄弁に〈獣ベステイア〉は語る。

　饒じよう舌ぜつともいえる。

　そんな黒人の顔を、玻璃は強く睨にらみ返した。

「やめなさい！」

　大きく手を振って、一いつ喝かつする。

「悪あく趣しゆ味みな講こう義ぎも、死者への冒ぼう瀆とくも、すぐにやめなさい！　たとえ〈獣ベステイア〉だろうと、奪った顔で死者を辱はずかしめるのは許しません！」

　玻は璃りは、退ひかない。

　この脅威においてさえ、自分のあるべき信念を曲げない。

「おや、この顔がそんなに嫌いやですか？」

　と、〈獣ベステイア〉は問う。

「分かっているはずですが。私の位階なら、喰くらった人間の人格は完全に模も倣ほうできます。声こわ音ねも抑よく揚ようも寸分違いません。正体が人間だろうが〈獣ベステイア〉だろうが、同じ内容を語る以上、どれだけの違いがあります？」

　嘆なげくような、悲しむような声。

　だけど、その内側に、イザヤは何も感じ取れなかった。

（まるで……からっぽじゃねえか……）

　台詞せりふの裏に、何もない。

　噓うそでさえない。

　何かを主張するときにあるべき、情動が何も感じられない。

　ある種の機き械かいが、音声だけをつなぎあわせて喋しやべっているかのような、感情も感傷もこもらない声音。

　人の姿をしていても、それは人ではなかった。

　イザヤのようなニセモノではない。

　ノウェムのようなヒトガタとも違う。

　ヒトとしての知恵も理性も備えながら──根本的に異質な存在。

（これが……〈獣ベステイア〉……）

　はじめて、本当の意味でイザヤは戦せん慄りつした。

　自分たちが向き合っているものを理解して──理解しえないことを認にん識しきして──胃の底から震ふるえを感じた。

「この神父なら──間違いなくこう言うはずですよ」

　自分の胸を、〈獣ベステイア〉は押さえる。

「玻璃様、こんな都市が、あなたのつくりたかった都市ですか？」

「…………」

「朱と鷺き頭とうコンツェルンが、〈獣ベステイア〉と戦うためにつくりあげた都市は、こんなものですか？」

「…………」

「……答える必要なんて……ありませんよ」

　玻璃の代わりに、かすれた答えがあった。

　カルロだった。

　振り向いた黒人神父の瞳ひとみに映るのは、静かな怒りを秘めた無表情。

　青年の代わりに、眼帯にほどこされた獅し子しが怒りを表明しているようにも思えた。

「こんな〈獣ベステイア〉に言うのは……ひとつだけでいい……」

　真っ白な顔で、こう微笑ほほえんだ。

「──死ね」

　瞬しゆん間かん、




　ぞん、と風が裂けた。




　串くし刺ざしにされたまま、ノウェムが動いたのだ。

　自分の太ふと股ももを引き裂きながら、肩口に突き刺さった釘くぎをさらに抉えぐり込むようにして、銀ぎん髪ぱつの人形は、躊ちゆう躇ちよ無く〈獣ベステイア〉へと接近した。液体金属で硬化した剣さえ、さらに長く鋭するどく変化して、〈獣ベステイア〉の背後へと閃ひらめく。

　酸さん鼻び極きわまる──しかし、表情ひとつ変えずに放たれる聖剣。

　それが、受けられた。

　振り向きもせず、黒人の肩から突き出た釘が、ノウェムの〈聖十字の剣〉を阻はばんでいた。

「……こんなくだらない人形が、〈獣ベステイア〉に対抗するための答えですか？」

　黒人が、太い腕を振った。

　身体からだから突き出た釘も、それにつれて流れた。

　ぐぎゅ、と肉と鉄のこすれる嫌いやな音をたてて、カルロとノウェムのふたりが床ゆかへと投げ飛ばされる。

（────っ！）

　イザヤの思考は、そこで沸ふつ騰とうした。

　身体が、勝手に動いていた。

「ノウェム──！」

　地下空間の物陰から飛び出して、咄とつ嗟さに、ノウェムの身体を受け止めていた。

　一瞬頭をよぎったほどの衝しよう撃げきではなかった。むしろ、ごく普通の少女のような軽さだけがイザヤの認にん識しきには残った。

　そして、それ以上の衝撃が、少年を襲おそっていた。

（赤い……血……っ!?）

　太股から流れているのは、一昨日おととい〈獣ベステイア〉に腕を切り落とされたときと同じ、白い液体。

　しかし、釘に貫つらぬかれた肩口からは、人間とまるで変わらぬ赤い血がこぼれていたのだ。

　ぬるりとした手触りも、鼻につく鉄てつ錆さびた臭においも、間違えようがなかった。

（どうして……このポンコツが……血を……!?）

　喉のどの奥にいがらっぽいものを覚えて、イザヤは奥歯を嚙かむ。

　どの道、考える間などない。

　眼前に、重々しい影かげが落ちる。

（っ──！）

　そこに、先の黒人神父が立っていた。

　当然だ。

　姿を現した以上、もはや虫けらのように踏みつぶされるしかない。

　逃れようもない、絶望。

　しかし、

「…………っ？」

　はじめて、〈獣ベステイア〉の神父は驚おどろいたように目を剝むいた。

「……何な故ぜ、キミが生きている？」

「な？」

「ブラザー・諫いざ也や。何故、キミがここで生きている？」

　イザヤは、無む理り矢や理りに息を飲み込む。

（こいつも……『九く瀬ぜ諫也』を知っている？　俺おれを『九瀬諫也』だと思ってやがる？）

　ノウェムを抱いたまま、冷や汗が伝わるのを感じた。

　一いつ瞬しゆんでもたじろげば、それだけで正体がばれると確かく信しんした。

　ただ、瞳ひとみだけに意い識しきを集中する。いかなる危き機きにも揺るがぬ英雄『九瀬諫也』としての瞳。

　そして、問う。

「僕が生きていたら……おかしいですか」

　静かに、言う。

　あくまで穏おだやかに、しかし決然たる意思を込めて。

　たとえ高位の〈獣ベステイア〉であろうとも、けして揺るがぬ『力』を偽ぎ装そうして。

「九瀬諫也が生きていたら……何か、問題があるんですか？」

「…………」

　すると、〈獣ベステイア〉の動きが止まった。

　イザヤの言葉に、本物の『九瀬諫也』を重ねたのだ。

　この〈獣ベステイア〉が『九瀬諫也』を知る以上、必然、英雄としての伝説も知ることになる。双子の兄が遂げた伝説は、つかのまだが、〈獣ベステイア〉を縛しばりつけることに成功した。

　分かっている。

　こんなもの、時間稼かせぎでしかない。だが、時間稼ぎであろうが、こうして血を流し、力を失ったノウェムを放置するわけにはいかなかった。

　それを放って、逃げられなかった。

（糞くそ、ったれ……！　こんな化け物相手に何をどうやったら『九く瀬ぜ諫いざ也や』らしいっつうんだ。あの腐れ眼帯！）

「どうしました？　僕にはさきほどの釘くぎを使わないんですか？」

　内心の叫びを押し殺し、必死の演技を続ける。

　何の力もなく、後うしろ盾だてもなく、ただ『九瀬諫也』という仮面だけを頼りに、イザヤは〈獣ベステイア〉を睨にらみつける。

　数秒をおいて、〈獣ベステイア〉は言った。

「……玻は璃り様を、渡してもらえないか？」

「っ……玻璃さん、を？」

　イザヤが、隣となりを振り向く。

　少年の右手の方で、玻璃はカルロを抱いてしゃがみこんでいた。

　イザヤでもノウェムでもカルロでもなく、ましてや半はん壊かいした〈槍ランス〉の部隊でもなく──黒人の〈獣ベステイア〉の視し線せんは、そのお嬢じよう様さまへと吸い込まれていたのだ。

（こいつも……玻璃が狙ねらいだってのか……？）

　先の〈獣ベステイア〉が、学園で玻璃という囮おとりにおびき寄せられたように？

　いいや。

　そもそも、イザヤがこの都市に着いたときもそうじゃなかったか？　ギロチンの〈獣ベステイア〉にばかり気を奪われていたが、あの〈獣ベステイア〉は、誰だれもいない区画で玻璃ひとりを追っていたのではないか？

「私とキミがまともにやれば、どちらが勝つにしろ、この地下空間の人間は全滅するだろう。場合によっては地上も無事ではすむまい」

〈獣ベステイア〉が告げる。

　イザヤを『九瀬諫也』と誤認したままなのに──その言葉は、ひどく重かった。

「ならば、そのバビロンの大だい淫いん婦ぷを私に寄よ越こした方が、まだしも犠ぎ牲せいは少ないはずだ」

（バビロンの……大淫婦？）

　その名前は、聖典で見た覚えがあった。

　確たしか、こうだ。




　──『わたしは、赤い獣けものにまたがっている一人ひとりの女を見た』

　──『その額ひたいには、秘められた意味の名が記されていたが、それは「大バビロン、みだらな女たちや、地上の忌いまわしい者たちの母」という名である』




　聖せい霊れい教きようの黙もく示し録ろくに語られる、最も忌いまわしき女の名前。

「…………っ」

　隣となりで、玻は璃りが身を強ばらせるのが分かった。

「──覚えてないのか？」

　と、〈獣ベステイア〉が眉まゆを寄せた。

　自問のごとき囁ささやきは、おそらくイザヤと玻璃にしか届かなかったろう。

「二年前、聖都も〈獣ベステイア〉も断罪衣イスカリオテの使い手さえも喰くらった──その大だい淫いん婦ぷこそが、玻璃様だろう？」

（喰ら……った……？）

　二年前の夏。

　聖戦と呼ばれた、〈獣ベステイア〉との戦いの終しゆう焉えん。

　その都市を……〈獣ベステイア〉も、断罪衣イスカリオテの使い手も、玻璃が喰らった……？

　その意味は？

「どうする？　ブラザー・諫いざ也や」

　じりじりと歩み寄り、〈獣ベステイア〉が問う。

「…………」

　イザヤは、答えられない。

　今の〈獣ベステイア〉の言葉の意味も、考えられない。

　一歩ずつ、〈獣ベステイア〉の圧力が増してくる。

　あまりの圧力に、呼吸さえまともにできない。

　吸おうとした息が肺に入らず、ただ唇の表面だけを空から回まわりする。酸素を欲した脳と肺がひりつくような熱ねつと激げき痛つうを訴えている。

（……俺おれ、は）

　思考さえ、まとまらない。

　必死に考えようとしても、虚こ空くうに消え、千ち々ぢに乱れていくばかり。

　苦しい。

　ずっと苦しい。

　ただ〈獣ベステイア〉の前にいるだけで、四肢や内ない臓ぞうまでちぎれていくようだ。

　喰われていくようだ。

　いまさら、喪そう神しん現象にやられたのか。

（……駄だ……目めだ……）

　目の前が暗くなる。

　もう、『九く瀬ぜ諫也』ではいられない。

　イザヤの精神こころが──粉々に砕くだけていく。

（…………暗…………………………い…………………………）

　意い識しきが──断絶する。

　その、直前。

「……イザヤ様」

　ひそやかな声が、少年の耳じ朶だを叩たたいた。

「おそらく……半日と保もちません。まっすぐ……この街から逃げていただけるよう……願ねがうのが私です」

　その声に、どんな返事をしたか、分からない。

　かちり、と小さな音がした。

　地下空間の陰で、何かが持ち上がったのだ。

　次の瞬しゆん間かん、凄すさまじい激げき流りゆうが、〈獣ベステイア〉の身体からだを打った。

　水だった。

　それも、単なる暴ぼう徒と鎮ちん圧あつレベルの放ほう水すい機きではない。たった数秒で二十五メートル級のプールを空にするほどの威力をもって、奔ほん流りゆうは〈獣ベステイア〉の身体を直ちよく撃げきしていたのだ。

（遠えん隔かく──操そう──作さ──？）

　茫ぼう然ぜんと、イザヤのかすれた意い識しきが現象だけを捉とらえる。

　おそらく、それだけならば〈獣ベステイア〉には十分抵抗できたろう。

　しかし、〈獣ベステイア〉が事態に気づいたとき、すでに彼女は次の行動へ移っていた。

　イザヤの腕に抱かれていたノウェムが、立ち上がりざまに地面を蹴けった。

　傷ついた足に、もはや多角的な跳ちよう躍やくはできない。

　しかし。

　砲弾を思わせる、一いつ直ちよく線せんの突撃チヤージ。

　肩口からは赤い血を、太ふと股ももからは白い輸ゆ液えきを撒まき散らしながら、その突撃はいつよりも速く、鋭するどかった。

　咄とつ嗟さに〈獣ベステイア〉が魔ま性しようの釘くぎを放ったが、ノウェムはむしろその釘に自分の左手を打ち付けるようにして、〈獣ベステイア〉の動きを封じた。

「な──っ！」

「コード──７[image: ]HIMM%G」

　呟つぶやきに応じて、ノウェムの腕うで輪わ──液体金属が変化する。

　今度は剣ではなく、白はく銀ぎんの鎖くさり。〈獣ベステイア〉を繫つなぎ止める武装として硬化。引き裂けた左手と鎖とで、ノウェム自身と〈獣ベステイア〉とを縛しばりつけたまま──ふたりの姿が青白い奔流へと飲み込まれる。

「ノウェ……ム……っ！」

　枯れた喉のどが、人形の名を呼んだ。

　怒ど濤とうの音にすべて搔かき消されながら、さらなる轟ごう音おんが地下空間を引き裂いた。

　地下構造を支えていた周囲の『柱』が、すべて〈獣ベステイア〉とノウェムの方向へと倒れ込み、凄すさまじい激げき流りゆうも合わさって、崩落したのである。

　一いつ瞬しゆんだった。

　一瞬で、イザヤたちの座り込んだ地下空間に、巨大な空洞が生まれていた。

〈獣ベステイア〉もノウェムも幾多の『柱』も、その空洞の内側へ飲まれてしまっていた。




『──対象、第四区・地下二十三層へ追放。同層に通じる全通路の隔かく壁へき封ふう鎖さ。同層に硬化合成樹じゆ脂し、注入開始』




　機き械かい音声が、事実だけを告げて。

（ポンコツ人形……なんでてめえ……逃げろだとか……）

　まるで嚙かみつくように、少年は奥歯を鳴らし。

　イザヤの意い識しきはそこで──張りつめた糸がちぎれるように、完全に断絶した。







[image: 第四章　玻璃]








１






　まるで、モザイクのようだった。




「イザヤ兄にい様さまは無事ですの？」

「命に別状は。喪そう神しん現象による脳障害も見られません。それより、玻は璃りさんの体たい調ちようは？」

「私は……問題ありません。カルロさんこそ」

「とりあえず、動く分には十分です」




　断片的な声だけが、次々と浮かんでは消えていく。




「状況は？」

「〈槍ランス〉の第五部隊は半はん壊かい。再さい編へん成せいを急がせてますが、二十時間内は第一部隊から第四部隊で対処することになります」

「〈獣ベステイア〉はどうなってる？」

「〈獣ベステイア〉の行動確かく認にん。すでに第四区・地下二十三層から第六区・地下二十一層への移動を終了。対抗策として、隔かく壁へきの閉へい鎖さと同時に七十四の方法により封鎖を続行中」

「なお、第九祭器──ノウェムからの通信は途絶中」




　最後の言葉だけが、何度も脳内を反響リフレインした。




「なお、第九祭器──ノウェムからの通信は途絶中」

「なお、第九祭器──ノウェムからの通信は途絶中」

（あいつ……は……）

　思考ともいえぬ意い識しきの切れ端が、とりとめもなく思う。

　最後に、ノウェムはどんな顔をしていたのだろう。

〈獣ベステイア〉の圧力だけで昏こん倒とうしかかっていたイザヤには、見えなかったけれど。

　あいつは、やっぱり無表情だったろうか。

　泣いていただろうか。

　怒っていただろうか。

（それとも……）

　それとも。




　それとも……二度もイザヤを驚おどろかせた……あの表情を……浮かべていただろうか……？





２






　目覚めたのは、ひどく赤い部へ屋やだった。

　落ち着かない──というよりいっそ威い嚇かく的てきな赤い絨じゆう毯たんと、壁かべの十字架、はめ込み型の窓が目に付いた。斜めに差し込んでくる夕ゆう陽ひからすると、どうやら地上ではあるらしい。

「…………っ」

　簡かん素そなベッドから、その眩まぶしさに手をあげたところで、

「おや、起きましたか。案外早かったですね」

　と、カルロが椅い子すごと振り向いた。

　へらへら笑いこそ浮かべていたが、けして無傷ではなかった。

　開いた聖職衣カソツクの胸元に、きつく包帯を巻きつけている。何重にも巻きついていると思おぼしいその表面には、しかし赤い血が滲にじんでいて、青年神父の受けた傷が並々ならぬことを告げてもいたのだった。

　手前の机には、多くの液晶モニターが配置されており、電子の光に照らされた青年は、なおさら不健康的にも映った。

「……お、前」

　歯ぎしりしたイザヤに、カルロはとんとんと自分のこめかみをつついて、

「仮面、取れてますよ」

　と言ってから、軽く肩をすくめる。

「まあ、ここにはほかの人はいませんけどね」

「ここは……どこだよ」

「第一区の御みさ陵さぎ中ちゆう央おうビルですよ。それとも、御陵市の教団支部の方が分かりやすいですか？　とりたてて外傷はないということなんで、移動用のベッドごと私の部屋に運んでおいてもらいましたが」

「はっ。つまるところ、ぼうっとしてる間に『九く瀬ぜ諫いざ也や』の仮面が剝はげないよう隔かく離りしてたってわけか」

「ええ。実際、結構危なかったでしょ」

「うる……せえ。くだらねえ心配してるぐらいなら、とっとと現状を教えろ。でなきゃ、役立たずの唇が二度と開かないよう縫ぬい合わせとけ」

　ぐらぐらと脳のう髄ずいをかき回されてるような酩めい酊てい感かんと嘔おう吐と感かんを覚えつつ、半ば条件反射的に悪態をついた。

　夕陽からすると、気絶していたのは数時間といったところか。

　奥歯を嚙かみ締しめ、顔をあげる。

「ノウェム……は!?」

「残念ながら」

　と、眼帯の神父は肩をすくめた。

「〈獣ベステイア〉と一いつ緒しよに地下二十三層へ墜おちた後、連絡が取れません。後になって、〈獣ベステイア〉の方が脱出しようとしてるのは摑つかめましたが」

「…………っ」

　イザヤが、言葉をなくす。

　自分の手を見下ろして、ぎゅうと握りしめる。自分の拳こぶしだというのに妙に実感がなくて、世界がひどく薄うすっぺらく思えた。

　そして、その手がつかんでいたはずの、ぬるりとした手触りを思い出した。

「そう……だ……。なんで、ノウェムが血を流してやがる……っ。あいつは……人形なんだろうが」

「人形ですよ」

　と、カルロはうなずいた。

「ただし、ノウェムの四肢は機き械かいですが、素体となっているのはクローンです」

「な、に……っ？」

　イザヤが、息を飲む。

　一切の感情を交えずに、カルロは静かに語った。

「脳には電子チップを埋め込んでますし、骨格についてはナノマシン手術などで置換強化されてますけどね。ほかの生体部分については人間と同じです。そもそも、そうでなければ断罪衣イスカリオテが扱えません」

「…………」

　イザヤは、完全に言葉を止めた。

（それじゃあ……）

　それでは……本当に、人間と変わらないじゃないか。

「っざけるな！　腐れ眼帯！」

　気がついたときには立ち上がって、カルロの胸元をつかんでいた。

「じゃあ、あいつは兵器でもなんでもないだろうが！　勝手にいじりまわして勝手につくりあげて勝手に戦場につっこんで、あげく使えなくなったらろくに捜しもせずにポイ捨てかよ！　枢すう機き卿きよう代行だとか神様だとかいうのは、それでも許されるのかよ！　そんなに偉いのかよ！」

「偉いんですよ」

　胸元をつかまれたまま、躊ちゆう躇ちよ無くカルロは言い放った。

「神だから偉いんじゃない。枢機卿代行だから偉いんじゃない。周囲がそう求めたから偉いんです」

　隻せき眼がんが、真まっ直すぐに少年を見つめていた。

　眼帯に刺し繡しゆうされた獅し子しの姿は、少年を喰くらわんとするようだった。

「……周りが……求めただって」

「権力は神が与えるものじゃありません。多くの人がつくりあげるものです。その権威を受け取った者は、もはや勝手に死ぬことすら許されない。英雄が──『九く瀬ぜ諫いざ也や』がそうであるように」

　カルロの瞳ひとみは、少年から離はなれない。

　けして、少年から逸そらそうとしない。

（っ……）

　まるで自分の中心までも見み透すかされるような心持ちがして、イザヤもカルロから視し線せんを離せなかった。

「なのに、あなたが、それを非ひ難なんするんですか？」

「うるせえ！」

　手を離し、イザヤが拳こぶしを振り上げる。

　振り下ろす場所もなくて、ただひたすらに強く握りしめた。強く握りしめすぎて、拳は真っ白になっていた。

「じゃあ、あの〈獣ベステイア〉はどうするんだ？　いずれ出てきちまうんだろ？　お偉い枢すう機き卿きよう代行様の権限で、よその都市の教団から援軍でも出してもらうのか？」

　精一杯の皮肉をこめたつもりだったが、ごく真ま面じ目めな顔でカルロはかぶりを振った。

「駄だ目めですね。どこの特別指定教区も断罪衣イスカリオテの使い手を回せるほど余裕はないそうです。まして、準三階位の〈獣ベステイア〉相手となると、どこも尻しり込ごみするようで」

　イザヤが気絶している間に、この枢機卿代行は教団の上層部とかけあっていたらしかった。

　その中の単語に、イザヤは眉まゆをあげる。

「準三、階位……？」

「ええ」

　と、カルロは首しゆ肯こうする。

「階位といっても、勝手にこっちが区分けしてるだけですけどね。おおよそ第一位から準九階位。数字の若い方が強者です。もっとも第一階位あたりは理り論ろん上じようの存在で、今のところ観かん測そくされた最高は準二階位あたりまでですか」

　つまり、実際に現れた〈獣ベステイア〉としてはほぼ最高位。

　以前、ノウェムは言っていた。

　第五階位以上は、御みさ陵さぎ市し陥落の危険が高いと。

　──準三階位。

（…………っ）

　背筋がぞくりと冷えるのを、イザヤは感じた。

　それは、絶望的な数字ではないか。

「お前は……昔戦った相手なんじゃないのか？　あの〈獣ベステイア〉だか、喰くわれた神父だかは、そんなことを言ってたろうが」

　イザヤが言うと、カルロは唇の端を歪ゆがめた。

「過去に遭そう遇ぐうした〈獣ベステイア〉にはすべからくコードネームがつけられています。その上で生きているというのは──こちらが負けたか、逃げられたかですよ」

「それで……あの黒人の神父が喰われたってのか？」

「──〈獣ベステイア〉のコードネームは〈釘ネイル〉。喰らわれた神父がグラント・キャンベル」

　名を呟つぶやき、カルロが目を細める。

「私の同僚でした。確たしか、南米出身で、なかなかの傑けつ物ぶつでしたよ。なにぶん真ま面じ目めな方でしたから、私とはあまり気が合いませんでしたけど」

　かりかりと、カルロが耳の裏を搔かく。

「当時の聖都は、今の御みさ陵さぎ市しよりはずいぶんと恵まれてましてね。断罪衣イスカリオテの使い手はおおよそ四人フオーマン一組セルを組んでました。眷けん族ぞく持ちの〈獣ベステイア〉が出たと聞いたときも、負ける気はしませんでしたよ。あのときの〈獣ベステイア〉は、まだ準五階位だとも報告されてましたし、グラントと連絡を取ってすぐ、私も合流する予定でした」

「準五階位？　それがなんで、今みたいになってやがる？」

「知りませんよ。ただ、今回のことからすると、グラントは私が合流できなかった結果として喰われたんでしょうね。断罪衣イスカリオテの使い手は、〈獣ベステイア〉にとってもいい餌えさです。二年間の時間も加えれば、階位の上昇もうなずけます。……もっとも、何な故ぜこんなタイミングで現れたか、それだけは分かりませんが」

　カルロの声は、遠い時間を偲しのぶように床ゆかを這はった。

　一いつ瞬しゆん、イザヤも、滅びた都の風景を見たように思った。

　遥はるかな戦いの日々を、カルロの言葉はつかのまだけ少年の脳のう裏りにも去来させたのだった。

（……ん？）

　そこで、些さ細さいな違和感がイザヤの胸を刺した。

「ちょっと待て。……てめえ、話を飛ばしてるだろ！　お前が合流できなかったってどういうことだ、腐れ眼帯。グラント神父とやらが喰われたのは、それが理由じゃねえのか」

「ああ、そのことですか」

　と、カルロは微苦笑する。

「私が辿たどり着く前に……聖戦は終わってしまったんですよ」

「聖戦が終わった？」

　イザヤが眉まゆを寄せる。

〈獣ベステイア〉の台詞せりふを、思い出したのだ。

　二年前の夏。

　聖戦の終しゆう焉えんに、起きた出来事。

「……それって……あの、バビロンの大だい淫いん婦ぷとかいうのに関係してるのか？」

「それを私が語るのはルール違反でしょうね」

　カルロが肩をすくめる。

　青白い顔をかすかに傾けて、眼帯の神父は告げた。

「直じかに、玻は璃りさんに訊きいた方がいい。彼女も、イザヤさんのことは気にしてましたからね」

「……どこにいるんだ？」

「医い療りようフロアの特別室ですよ。行けば分かります」

「ふん」

　鼻を鳴らして、イザヤがカルロから離はなれる。

　身体からだのあちこちがギシギシ言っていたが、痛みはなかった。

「〈獣ベステイア〉は、どうする気だよ。脱出しかけてるってことは、じきに出てくるんだろうが」

「無む論ろん、迎むかえ撃うちますよ」

「は？　さっき手も足も出なかったのを、その綺き麗れいなおつむは都合よく忘れた寸法か？　そりゃずいぶんおめでたい思考回路だな」

「勝ち目がないなら、つくるしかないでしょう？　それに、もしも対策無しにあの〈獣ベステイア〉が跳ちよう梁りようするようなら、教団はこの都市の消滅を選びます」

　トンデモナイことを、至し極ごくあっさりとカルロは言った。

「消滅……っ!?」

「準三階位の跳梁を許すぐらいなら、〈獣ベステイア〉の巣くった都市を地脈ごと葬ほうむった方がマシです。少なくとも教団はそう判断するでしょうし、実際時間稼かせぎにはなるでしょう」

「…………」

　カルロの言葉に、こればかりは一切の虚偽も冗じよう談だんもないことを、イザヤは直感的に悟った。

　最悪の事態ほど、平然と告げる青年ではあった。

「ああ、そうそう。それと、ひとまずはお礼を」

「お礼？」

「あなたの『九く瀬ぜ諫いざ也や』ぶり、堂に入ってました。おかげで〈獣ベステイア〉まで騙だまされてくれました」

「そういうニセモノを要求したのは、お前だろ」

「ここまでやってくれるとも思ってませんでしたから。でなければ、いくらノウェムでも一いつ旦たんの封印まで持ち込めなかったでしょうし」

「……ノウェムから通信があったら、俺おれにも教えろ」

「ええ。もちろんです」

　深く、カルロはうなずいた。

　それから、

「……さて、人間らしい小細工に戻りましょうか」

　イザヤが立ち去った後、カルロはスクリーンのひとつに視し線せんを戻した。

　一番端のスクリーンには、ほかと違った図が浮かんでいた。

　御みさ陵さぎ市しの俯ふ瞰かん図ずであった。

　奇妙なのは俯瞰図ではなく、俯瞰図に映った光の線せんだった。




　まるで何かの魔ま法ほう陣じんのように、薄うすぼんやりとした光の線は複雑精せい緻ちな紋様を描き、御陵市の各所を結んでいたのである。
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　十数分後。

　医い療りようフロアに降りて、言われたとおり特別室へ入ったイザヤを、眼鏡めがねの女性が出迎えた。

「ふうん。あんたが九く瀬ぜ諫いざ也や？」

「あ……はい」

（って……なんだ、こいつ）

　ワイシャツの上から、大おお雑ざつ把ぱに白衣を羽は織おってるのを見ると、どうやらここの女医らしい。

　二十代半ばと思おぼしいが、化粧っ気はまるでなかった。

　ウェーブした髪を後ろでひっくくっているが、そのゴムにしても、コンビニかどこかで買ったような露ろ骨こつな安物である。それでいて、全体で見ると不ふ思し議ぎな清せい潔けつ感かんすらある奇妙な女性ではあった。

「ふむふむふむ、ふんふんふん」

（なっ、か、嗅かぐな！）

「ちょ、ちょっと、あの──っ！」

　イザヤの抵抗もなんのその。

　くいっと眼鏡をあげて、多方向からの観かん察さつはもちろん、鼻までひくひくと蠢うごめかせる始末である。『九瀬諫也』への態度としては初めて体たい験けんする部類だったので、イザヤもしばらく固まっていたが、

「ん、よろしい。ただし、英雄だろうが何だろうが、あの子を変に刺し激げきしないように！」

　ぽん、と肩を叩たたいて、女医は部へ屋やの外へと出ていった。

（な、なんだありゃ……）

　少しの間啞あ然ぜんとしていたが、イザヤはすぐ立ち直って、内側の扉とびらを開いた。

　個室となっていたそこは、潔けつ癖ぺきすぎるほど白い部へ屋やだった。

　普通の病院ではお目にかかれぬような特殊な計器が立ち並び、その向こう側ではさらさらとカーテンがたなびいて、隙すき間まから残照をこぼしている。

　きらきらと赤い陽光は、なぜだか宝石のようにも見えた。

　そしてベッドの上で、当の少女は携けい帯たい電話を握っていた。

「ええ……ええ、大丈夫ですわ」

　服装は、御みさ陵さぎ学院の制服のまま。

　楽しそうに笑っていて、こちらに気づく様よう子すもない。

　扉のそばで、イザヤは困った風ふうに笑ったが、

（そういや……はじめて会ったときは、逆だったな）

　と、思った。

　あのときは、数年ぶりの自由に夢中で、イザヤはカフェのメニューとにらめっこになっていた。ろくにコーヒーの名前も分からない自分に、玻は璃りはカプチーノの講こう義ぎをしてくれたのだった。

（まだ……飲んでないな、カプチーノ）

　そんなことを思ったとき、ぱちりと携帯電話を閉じる音が響ひびいた。

　形の良い唇から、ごく小さくため息がこぼれ──次の瞬しゆん間かん、弾はじかれるみたいに黒髪がなびいた。

「イザヤ兄にい様さま！」

　驚きよう愕がくとともに、ぱあっと顔が輝かがやくようだった。

「もう……お身体からだは大丈夫なんですの!?」

「ええ、まあ。玻璃さんこそどうです？」

「はい、大丈夫です！」

　こくこくと、何度も小さな顔がうなずく。

　一いつ生しよう懸けん命めいな仕し草ぐさに、なんだかイザヤはほっとして近くの丸まる椅い子すへ座った。

「誰だれかと、電話してたんですか？」

「まゆきと話してました」

「あ……」

　一いつ緒しよに昼食を取っていた、眼鏡めがねの会長補佐だった。

　たった半日ほど前のことなのに、まるで遠い昔のように思えた。

「何を、話してたんです？」

「急に避ひ難なん警けい報ほうが出ちゃったけど、大丈夫だったかって。それから、今度の週明けにはふたりで新しいお弁当に挑戦しようですって」

　玻は璃りの笑えみは、ひどく淡あわかった。

　窓から差し込む残照もあいまって、泣いているようにも見えた。赤くて淡い、不ふ思し議ぎな涙を流しているようだった。

　まゆきは、〈獣ベステイア〉のことなど知らない。

　この都市の裏側で行われている、凄せい絶ぜつな戦いなど知らない。

　伝えることも許されない玻璃は、どんな気持ちで話しているのだろう。

「私は噓うそつきですわね。本当に」

「あ、いや……」

　安易な否定もできずに、イザヤは口をつぐんだ。

　自じ己こ嫌けん悪おとともに、口の中を嚙かむ。

　かすかな痛みと血の味を感じていると、玻璃はすっと顔をあげた。

「私、ほかにも謝あやまらないといけないことがあります」

「え？」

　きょとんとしたイザヤへ、少女は思いきったように続けたのだ。

「イザヤ兄にい様さまの記き憶おくがないって知らされたとき……私、凄すごく哀かなしかったけれど、少しだけほっとしました」

　まるで、懺ざん悔げでもするように──告こつ解かいの秘ひ蹟せきでも受けるような言葉だった。

　その重さに、イザヤが目を見張る。

　かろうじて、口を開いた。

「どうして……です？」

　すると、玻璃は問い返した。

「〈獣ベステイア〉が私を追う理由──グラントさんの姿で言ったバビロンの大だい淫いん婦ぷ、その話を訊ききにきたんじゃないんですか？」

「あ……」

（……カルロの、言ってたヤツか）

　数秒の間をおいて、イザヤは小さく息をついた。

「訊いても、いいんですか」

「はい。……今度イザヤ兄様に会ったら話そうって、決めてましたから」

　玻璃は、小さくうなずいた。

　うつむいて、かすかに耳を赤くさせて、言う。

「あの……後ろを、向いていていただけますか？」

「え？　あ、はい」

　素直に従って、イザヤは椅い子すごと後ろを向いた。

　理由がつかめず、半ば首を傾かしげながら真っ白な壁かべを見ていると、しゅるしゅる、と布と肌のこすれる音が聞こえた。

（────っ？）

　強く、心しん臓ぞうが鳴った。

　こんな状況なのに、妙な想像をしてしまって、溢あふれた唾つばを飲み込む。

（な、な、何が──）

「そ、その、玻は璃りさん──」

　まるで『九く瀬ぜ諫いざ也や』らしくもなく、うわずった声で名前を呼ぶ。

　だが、その声よりも、玻璃が再び言う方が早かった。

「どうぞ。もういいですわ」

「え……あ、あ、はい……っ！」

　おそるおそると振り返り──イザヤが絶句する。

　かあっと、顔中に火がついたかと思った。

　少年の前で、少女はブラウスの端を持ち上げ、その真っ白な腹部を晒さらしていたのだ。

（な、なななななな──っ！）

「は、玻璃さん、その……っ！」

「ち、違います！　見てほしいのはおへその横です！」

「え……横……っ」

　必死の否定に、爆ばく発はつしかけた心臓をこらえ、イザヤは視し線せんを誘ゆう導どう通りに移動させる。

　途端とたん、

「っ！」

　その目が、ある一カ所に食い入った。

　雪のごとく真っ白な少女の腹部に、一点、ひどく醜みにくいそれが浮いていたのだ。

　奇怪な痣あざとも見え、傷のひきつれとも見える、肌の異常だった。

　しかし、それは動いていた。

　ずるずると、どろどろと。

　ずるずると、どろどろと。

　よくよく見れば、そのひきつれは、一定の法則とカタチを有しているらしかった。

　顔、だろうか。

　悪あく魔まのごとき異い貌ぼうが、玻璃の腹部に貼はり付いているのだった。

（なん……で……こんなモンが……玻璃の腹に……っ）

「〈獣胎エンブリオ〉と言うそうです。喰くらわれたはずの人間と喰ったはずの〈獣ベステイア〉とが拮きつ抗こうしてて……少なくとも検査上は、人間と区別できない状態ですって」

　玻璃の声からは、どんな感情も読みとれなかった。
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　悲ひ哀あいも後悔も、二年前から積つみ重なっている感情のすべてを、必死に押し込めようとしているようだった。

「聖戦の最後の日のこと、私はほとんど覚えてません」

　玻は璃りは、ただ静かに話す。

「あたしの記き憶おくがあるのは、ただ真まっ赤かで、何もかもが燃もえていて、何もかもがなくなってしまった聖都をひとりぼっちで歩いているところです」

　真っ赤な、荒野。

　遠く遠く、果てさえ見えぬ廃はい墟きよの列。

「みんなみんな倒れていて、みんなみんな死んでいて、一歩歩くだけで身体からだの内側まで焼けてしまいそうでした。あのとき、最後に迎えが来てくれなければ、本当におかしくなってしまったかもしれません」

　焼けた砂さ漠ばくを、素足で歩く苦しさをイザヤは思った。

「誰だれが……迎えに来てくれたんです？」

「イザヤ兄にい様さまですよ」

　玻璃は、まっすぐ少年を見つめた。

「だから私、本当に安心して、おなかも減っちゃって、そのままぱたんと気絶しちゃって──心の中で、ある声が聞こえたんです」

　一拍おいて、少女はこう続けた。

「──喰くらったぞ、って」

（喰らっ……た……）

　イザヤは、絶句する。

　それは、まさしく〈獣ベステイア〉の言葉通りではないか。




　──『二年前、聖都も〈獣ベステイア〉も断罪衣イスカリオテの使い手さえも喰らった──その大だい淫いん婦ぷこそが、玻は璃り様だろう？』




　にい、と玻璃の腹部の痣あざが嗤わらったように思えた。

（……この痣が……玻璃が……喰らった？）

「今の聖都は、宗教テロで戦術核に汚染された、という理由で封印されてますわ。ですが、実際のところ、今の聖都には何も残ってないそうです。人の住んでいた形跡も、教団の本部も──〈獣ベステイア〉さえも消きえ失うせたと」

〈獣ベステイア〉の言葉を裏付けるように、玻璃は続ける。

「ほとんどの目もく撃げき例れいが聖都に集中していた〈獣ベステイア〉が、世界の六都市に分散したのもこのときからですわ。この御みさ陵さぎ市しも含めて、特別指定教区での〈獣ベステイア〉の発生率はおよそ十倍から二十倍に跳はね上がりました。攻める側以上に、守る側の方が分散は苦しいものでしょう。もし、その理由が私にあるのなら、バビロンの大淫婦と呼ばれることは当然かもしれませんわね」

「そんな……っ！」

　イザヤの言葉に、玻璃は淡あわく微笑ほほえんだ。

（っ？）

　言いかけた台詞せりふが、途中で止まる。

　唇に、あたたかなものが触れていた。

　いたずらっぽく差し伸べられたのは、玻璃の人差し指だった。

「秘密ですわよ」

「秘、密……？」

「今の話とか〈獣胎エンブリオ〉のこととか、教団にも秘密なんです。〈獣ベステイア〉と感応しやすいのも、ノウュムと同じ聖戦のロストテクノロジーによる能力開発ってことになってます。カルロさんのほかは、ここの女医さんとか、カルロさん直属のスタッフしか知らないんですから」

　ああ、言っちゃった、と玻璃は恥ずかしそうにブラウスを下ろした。

「それに……だから私、一昨日おととい、イザヤ兄にい様さまに再会できて、凄すごく嬉うれしかったんです。ああ、私はイザヤ兄様を食べたりしなかったんだって」

「僕が……生きていて……」

（…………）

　イザヤは、何も言葉にできない。

　自分は、『九く瀬ぜ諫いざ也や』のニセモノなのだから。

　自分の生存で、玻は璃りが本当に嬉うれしそうに微笑しているのは──ただの噓うそなのだから。

　黙だまりこくった少年へ、

「……私が怖くなりました？　イザヤ兄にい様さま」

　と、困ったように玻璃は訊きいた。

「あ、いえ……」

「いいんですよ」

　玻璃は微笑したままで言う。

「逆だったら、私は怖いと思いますもの」

「玻璃さん──」

「イザヤ兄様も見たでしょう？　〈獣ベステイアア〉は、喰くらった人間になりすまします」

　そっ、と少女は制服の胸元を押さえた。

　ロザリオが、小さく揺れる。

「ひょっとしたら、自分が人間だと思っているのは、私だけかもしれません。ひょっとしたら、この痣あざみたいな方が本体で、あたしはとっくに〈獣ベステイア〉なのかもしれません。実際、ほとんどの〈獣胎エンブリオ〉は結局〈獣ベステイア〉になってしまうそうです。学校にカルロさんがついてきてくださるのだって、そんなとき、私を殺してもらうためですもの」

　残ざん酷こくな言葉を、まるで祈るように少女は口ずさむ。

「ええ。さっきのグラントさんみたいに、私はとっくの昔に喰らわれているのかもしれません」

「そんな……っ」

「それでも──」

　小さく、強く、少女は口にした。




「それでも──自分が人間でも〈獣ベステイア〉でも──私は何もしないまま、死にたくないんです」




「何も、しないまま……」

（…………）

　思考のまとまらぬまま、イザヤは同じことを訊き返した。

「玻璃さんは、何をしたいんですか？」

「戦いたい」

　と、はかなげな少女は告げた。

　繊せん細さいな容よう貌ぼうと裏腹に、その声こわ音ねと瞳ひとみだけが燃もえるようだった。

　その瞳ひとみに、イザヤは釘くぎ付づけとなった。

（これ、か……）

　いままで、ずっと玻は璃りの印象が定まらなかった理由。

　朱と鷺き頭とうグループの次期後継者の姿も、御みさ陵さぎ学がく院いんの聡そう明めいなお嬢じよう様さまの姿も、少女の一部ではありながら──すべてではなかった理由。

　この闘とう志しこそが、激はげしすぎる情動こそが、少女の隠してきた本当だった。

「私もカルロさんもとても身勝手な人間なんだと思います。ひどい犠ぎ牲せいを他人に強いていると分かっていても、私は最後まで、自分をこうしてしまったモノ──〈獣ベステイア〉と戦いたいと思ってるんです」

（……だから）

「だから……囮おとりになるんですか？」

「私には断罪衣イスカリオテみたいな『力』はありません。ですけど、私の中の〈獣ベステイア〉は、ほかの〈獣ベステイア〉を惹ひきつけるみたいです。多た分ぶん、そういう特性の〈獣ベステイア〉なんでしょう。だから、自分が囮として戦えるなら、私は喜んでそうしますわ。どんな〈獣ベステイア〉相手だって、いくらでも逃げ回ってみせます。〈エクソダス〉だって、そのために造ってもらったんですもの」

　そこまで一気に言って、玻璃ははっと気がついた風ふうに、白い顔を赤らめた。

「ご、ごめんなさい。突然、変なこと言っちゃって」

「いえ……変じゃないですよ」

　と、イザヤは微笑した。

「変なわけないです。僕なんて、あの〈獣ベステイア〉の前に立っただけで、失神しそうになったのに」

（うあ……しまった……っ）

　言った後で、イザヤはうっかり口を滑すべらせたかと思ったが、玻璃はころころと笑った。

「イザヤ兄にい様さまはずっとあれと戦ってたのに」

　面おも白しろい冗じよう談だんを聞いたという風に、口元まで押さえて笑う。

「でも、昔のイザヤ兄様とは、立場が逆になりましたわね」

「え？」

　少年の疑問符に、少しだけためらってから玻璃は答えた。

「まだ……ノウェムは見つかってないんでしょう？　だったら、ノウェムが見つかるまでは……イザヤ兄様が戦場に出てくる必要はないはずですわ」

「…………」

　イザヤは、答えることができなかった。

　それよりも先に、ある放送がビルに響ひびき渡ったからであった。




『異端指定Ｅ06の活動を確かく認にん。繰くり返します。異端指定Ｅ06の活動を確認。現在、地下二十三層から地下十六層までの移動を終了。地表に脱出するまでの予測時間を六時間五十四分から五時間二十三分に変更』




「……来ました……わね」

　玻は璃りが天てん井じようを見上げた。

　かすかに、吐と息いきが熱あついものを含んでいた。

　その声は、すでに静かな決意と、相反する激はげしさを湛たたえているようだった。
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　夜になった。

　建築の規制が厳きびしい御みさ陵さぎ市しでは、高層ビルなどは一区と八区に集中しており、イザヤのいる中央ビルの屋上からはほぼ全ぜん貌ぼうを眺めることができた。

　風が、強い。

　もう少しすれば、嵐あらしの季節でもあった。

　つい数日前までイザヤがいた施設では──あるいは、それ以前にいた牢ろう獄ごくでも、こんな風を感じることはなかった。

（くそったれ……）

　ろくな悪あく罵ばも思いつかず、フェンスに頰ほお杖づえをついて、イザヤは夜景を見つめていた。

　妙に、いらいらしていた。

　胸のむかつきが、血流にのって身体からだ中じゆうを巡っているようだった。

　世界中のどんな都市にも劣らぬだろう御みさ陵さぎ市しの夜景も、その苛いら立だちをおさめるにはほど遠い。空の星を撒まき散らしたような地上の光景を前に、イザヤは奥歯を嚙かみ締しめたまま、身じろぎもしなかった。

　背後から、気配けはいが近づいてきたときも、振り向かなかった。

「〈獣ベステイア〉が地下七層まで出たそうです。地表まで、予測では後二時間と十八分。上昇速度がだんだん早くなってますね」

　無む論ろん、カルロである。

　さすがに顔色の悪さは隠せなかったが、足取りはしっかりしたものだ。あれほどの傷が早々と塞ふさがるはずもなく、これは青年神父の強きよう[image: ]じんな精神力がなせる業であろう。

「準備は終わったのかよ」

「おおよそは。玻璃さんにも、待たい機きしてもらってます」

「また、囮おとりってわけか」

「はい」

　うなずいたカルロに、少年は鼻を鳴らす。

「ろくに正体も分かってもいないものを、よく囮おとりなんざに使うな」

「手段を選べるほど、余裕がないものでして」

　カルロが微苦笑する。

「それに、教団も馬ば鹿かじゃありませんからね。朱と鷺き頭とうグループの力が強いこの都市ならともかく、外に出れば、遅からず彼女の体質は突き止められるでしょう。そして、この都市にいる限り、発生した〈獣ベステイア〉は彼女を求めます」

「……つまり、この街を出て研究所のサンプルになるか、この街で戦うか、どっちかしかねえってことかよ。最悪のヤクザでも、もう少しマシな二択たくを用意するぜ」

「戦いを選んだのは、彼女です」

　カルロは、ごく穏おだやかな声で言った。

「…………」

「……納得はできました？」

　首を傾かしげた青年へ、そっぽを向いた少年が訊きき返す。

「なんで……お前らは、この街を守ろうと思うんだ？」

「責任がありますから」

　と、青年は答えた。

「断罪衣イスカリオテの発動条件として集めてしまった人間に──失われた命に責任があります。一応、この特別教区では、私が〈獣ベステイア〉関連の最高責任者になりますしね」

　秘ひ密みつ裏りの戦争。

　生いけ贄にえにも等しい市民たち。

　しかし、真っ先に生け贄となるのは自分たちであろうとする──断罪衣イスカリオテの戦士。

「……もう玻は璃りさんに言われたかと思いますが、今回はこの中央ビルで待たい機きしていてください」

「戦う必要はないってか」

「ええ。最悪の場合、この街から逃げてくださってもかまいませんよ。その用意もしてあります。私としても、二度も『九く瀬ぜ諫いざ也や』に死なれるわけにはいかないんです」

「お前の悲ひ惨さんな死に様見物したら、一いち目もく散さんに逃げ出すさ」

「それで結構。──では、これで」

　そう言って、カルロは深々と一礼した。

　気配けはいが遠ざかろうとする。

「……待てよ」

　その前に、やっとイザヤは振り返った。

「てめえ……眼帯の下は、どうなってんだ？」

「気になります？」

「ああ」

「ちょっと見苦しいものなんですけどね」

　無造作に、カルロが眼帯をもぎとった。

　まるで、水晶に見えた。

　カルロの眼がん窩かから目め尻じりのあたりまでが、異常に硬質化し、水晶とも紛まがう変化を果たしていたのだ。

「お、前……っ」

「実際は岩塩に酷似した物質だそうですよ。断罪衣イスカリオテの使い手ならいずれは到達する──奇き蹟せきを模も倣ほうする罪の代だい償しようです。どのような代償が出るかは人によって違いますけれど。ああ、『九く瀬ぜ諫いざ也や』にノウェムが創つくられたのも、こうさせないためでした」

　眼帯を戻しながら、カルロが言う。

　聖典にこんな逸いつ話わがある。

　神罰を目まの当あたりにした女は、一いつ瞬しゆんで塩の柱と化したと。

　ならば、断罪衣イスカリオテというニセモノの奇蹟を使う者たちも、神罰に晒さらされるのは当然であったろうか。

「……やっぱり、良くなかったですね。今度こそ失礼します。どうぞ、あなたに神のお導みちびきがあらんことを」

　カルロが立ち去っても、長い間、イザヤは動けなかった。

　しばらくして、かくん、と背中からフェンスにもたれかかった。

「……逃げて……いいだって……？」

　少年は途方に暮れていた。

　こんなカタチで自由を渡されるとは、まるで思っていなかったからだ。

　同時に、打ち明けられた真実の重さに、耐えかねてもいた。

（……だから、かよ）

　だから、玻は璃りは信じたのだ。

　記き憶おく喪そう失しつだなんて、他愛たわいもない噓うそを。

　自分の身体からだに巣くった魔ま性しようを忘れてもらえるのなら、そんな他愛もない噓でもしがみつきたかったから。

（……だから、かよ）

　だから、カルロはそんな噓をつかせたのだ。

　ほんの少しだけでも、少女の心を楽にさせるために。

（──糞くそ）

　イザヤは、歯ぎしりする。

　自分にだって分かる。

　こんな自分にだって分かってしまう。

　九く瀬ぜ諫いざ也や。

　お前は、死んじゃいけなかったんだ。

　本当にいなきゃいけない人が──誰だれよりも大切だった人が──主人公になるべきだったはずの人が──真っ先に欠けてしまったから、この話はこんなにも歪いびつになってしまったのだ。




　ＰＲＲＲＲＲＲＲ……




　不意に、携けい帯たい電話が鳴った。

　半ば無む意い識しきで通話ボタンをいれて、耳元に持ち上げる。

　一いつ瞬しゆんで、意識が覚かく醒せいした。

「──イザヤ様」

「ノウェム！」

　たった数日ではあったが、それは間違うはずもないノウェムの声であった。

「お前……無事だったのかよ！」

「無事の定義を、どの程度の破損状態まで許容するかによりますが、稼か働どうに問題はありません。現在、地下十二層の非常用通路を利用しています」

「…………っ」

　破損状況という言葉が、生々しく耳に響ひびいた。

　もとより、ノウェムの声こわ音ねからは痛みや苦しみは感じ取れない。どれほどの被害にあっていても、電話越しでは分からない。

　それが妙にもどかしく思えて、イザヤは携帯に怒ど鳴なりつけた。

「いいから、とっとと出てきやがれ！　教団に来れば、修理も治ち療りようも出来るんだろうが！」

　しかし、電話の向こうの声は、むしろ怒ったような気配けはいを湛たたえて、こう返したのである。

「どうして──イザヤ様はまだ御みさ陵さぎ市しにいらっしゃるのですか」

「は？　お前こそ無事だったんなら、なんで教団に連絡してねえ？」

「今、イザヤ様と繫つないでいるのは、ネットワークの一部を利用した暗号通信です。近くに人がいないのも確かく認にんしています」

　ノウェムは、変わらぬ口く調ちようで告げる。

「〈獣ベステイア〉の階位からして、勝算は著いちじるしく低いと判断します。しかし、教団と連絡を取れば、私の断罪衣イスカリオテを解放するために、イザヤ様を戦場に連れてくることになるでしょう」

　それは、当然だ。

　イザヤは無力だからこそ、戦場から隔かく離りされている。

　もしも、ノウェムという『力』があったなら、間違いなく動員されるだろう。

　そうしない余裕など──どこにもないのだから。




「イザヤ様の安全を第一優ゆう先せん順位とするのが私です。イザヤ様、すぐに御みさ陵さぎ市しから脱出してください。脱出ルートは私が作成します」







[image: 第五章　煉獄]
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　御みさ陵さぎ市し・第六区。

　市内では第二のビジネス街として成り立っている地域だが、その中央に、二年前からずっと開発中のレジャーランドがある。

　ビジネス街にレジャーランドをつくる理由の不可解さはもとより、御陵市にはすでに『サンシャイン・スクエア』と呼ばれる最大級の遊園地が海岸の埋め立て地にできている。工事の遅れ以前に、存在そのものが一部の住民には疑問視されていた建築物だったが、この夜、やっとレジャーランドは本来の用途で使われようとしていた。

　午後十一時。

　避ひ難なん警けい報ほうこそ出ていないが、人通りはほとんどない。

　各企業に圧力のかかった結果である。電灯も多くは消されており、少し欠けた十六夜いざよいの月が蒼あおく世界を浮き立たせている。

　カルロたちは、そんなレジャーランドの内側にいた。

　複雑にうねったジェットコースターのレールの下で、カルロは月を見上げていた。

　普段ふだんの街からは考えがたいほどに月は蒼く澄すんで、立ち尽くす青年へ何かの啓示を与えているようでもあった。

　そして、

『──準備、整ととのいました』

　と、カルロのイヤホンへ通信が入った。

「そうですか、ご苦労様。こちらもおおよそは終わってます。断罪衣イスカリオテの再さい調ちよう整せいもうまくいったようで」

『諫いざ也や様は？』

「諫也くんには指令本部に待たい機きしてもらってますよ。いざというときには、彼に全権を委任しますので、サポートしてあげてください」

『……そうですか』

　通信員オペレーターの声に、かすかな生気が吹き返すのをカルロは感じた。

　英雄とは、それだけの価値がある言葉なのだ。

　希望といってもよい。

　そのひとりが生き残るだけで、なんとかなるかもしれないという──現実逃とう避ひじみた夢想を呼び起こさせる存在。

　人間は、そんな夢想で生きていけるのだと、カルロは知っている。

（……いささか重い夢ですけどね）

　口の悪い、『九く瀬ぜ諫いざ也や』にはまるで似つかわしくない少年を思って、カルロは微笑する。

　あの少年が聞いたら、一体どんな罵ば詈り雑ぞう言ごんを放つだろう。聖せい職しよく者しやのくせにどれだけの人間をペテンにかけるつもりだとか、詐さ欺ぎで他人を殺すつもりかよ腐れ眼帯とか、そういう類たぐいの罵倒が尽きることなく湧わいてくるだろうか。

　もっとも、どんな罵詈雑言を突きつけられたところで、カルロは動ずるまい。

　いまさら、その程度のことで罪悪感を覚えられるほど、幸せな人生を経てきてもいない。

　マイクへ、呼びかける。

「後は、こちらの合図があるまで待たい機きしてください。相手の位階を考えると、映像情報でも喪そう神しん現象にやられる可能性があります。情報には常にフィルターを忘れないように。また、フィルター自体も侵食されますので、定期的にサーバーごと変更してください」

『了解しました。どうぞ、ご加か護ごがあらんことを』

　通信が終わった。

　カルロは、小さく息をつく。

　ここからは、事実上ふたりだけの戦いだ。

　もしも、自分が敗れるようなら、教団は躊ちゆう躇ちよ無く御みさ陵さぎ市しを消滅させるだろう。そのための仕掛けも、最初から特別指定教区には備えられている。

　──と、

「カルロ神父」

　それまで、隣となりで佇たたずんでいた玻は璃りが、振り向いた。

　少女は、真しん紅くのドレスへ着替えていた。

「連絡は……終わりましたの？」

　妙に、顔が赤い。

　ドレスの胸が大きく上下しており、少女の白い指はその真ん中に置かれている。ただ立っているだけなのに、足元はかすかに揺らいでいた。

「玻璃さん、お体は大丈夫ですか？」

「はい……大丈夫です……」

　ほう、と熱あつい吐と息いきをもらす。

　その唇が、なんともいえず艶なまめかしかった。

　内側の〈獣ベステイア〉が、蠢うごめいているのだろう。

　もとより、玻璃の内側の〈獣ベステイア〉は、ほかの〈獣ベステイア〉の存在に共鳴する。あれだけ高位の〈獣ベステイア〉が接近すれば、その影えい響きようも大きいはずだ。

　こうして意い識しきを保っているだけでも、少女にとってはひとつの戦いであった。

「〈塔ルーク〉の……工作班も今終わったそうです。後は……待つだけですわね」

　玻璃が言う。

〈塔ルーク〉は、主おもに朱と鷺き頭とうグループが出資した研究・工作部門だ。御みさ陵さぎ市しの対〈獣ベステイア〉設備や情報操そう作さ、断罪衣イスカリオテの調ちよう整せいを請うけ負い、玻は璃り自身が采さい配はいを振るっている。

　蝕むしばまれた身で、それでも戦おうとする少女が──カルロには少しいじらしかった。

「イザヤさんと会っているときは、我が慢まんしてたんですか？　いっそ胸にでも倒れ込んであげれば良かったのに」

「か、カルロ神父！」

　抗こう議ぎして声をうわずらせる少女へ、神父は淡あわい笑えみをこぼした。

　それから、少し遠い目になった。

「玻璃さんは、グラント神父のこと覚えてます？」

「あ……はい。あまり、ちゃんと話したことはなかったですけど」

「そうですか」

　喰くらわれた神父のことに、数秒カルロは思いを馳はせた。

　二年前の同僚。

　数少ない断罪衣イスカリオテの使い手。

　あるいは、彼らと肩を並べた時代が、自分の青春であったやもしれない。

「彼は言ってましたよ。学校をつくるのが夢だって」

「学校、ですか？」

「ええ。いろんなところに、学校をつくるのが夢だったそうです。神の教えが人の正しく生きるための道しるべなら、知恵は人が強く生きていくための原動力だと、そんな風ふうに話してました。たまに、諫いざ也やくんとも一いつ緒しよに食事を摂とってました」

「イザヤ兄にい様さまと……」

　玻璃は、そっと胸の十字架を押さえる。

　少女の聖戦の時代の思い出は、いつも九く瀬ぜ諫也とともにあるのだろう。

「だったら──あの〈獣ベステイア〉は、存在自体が死者への冒ぼう瀆とくです」

「……ええ」

　少女の怒りに、カルロは瞼まぶたを閉じた。

　そのまま、こう言った。

「……二年前の聖戦で、あの〈獣ベステイア〉は、〈釘ネイル〉と名付けられました」

「〈釘ネイル〉？」

「〈獣ベステイア〉は、〈獣ベステイア〉自身の持つ大罪とより近い人間に引き寄せられます。そして、彼らの無む意い識しきを汲くみ取ることで、姿や能力を変えるそうです」

　聖戦時から続けられていた〈獣ベステイア〉の研究。

〈獣ベステイア〉を大罪によって区別するのも、ここから来ている。〈獣ベステイア〉にはそれぞれの嗜し好こうがあり、それらの嗜好に見合った人間に引き寄せられ、喰らっていくことで、能力や形態を大きく変化させるからだ。

〈獣ベステイア〉の嗜し好こう──神の定めたる大罪は七つ。

　ひとつは、傲ごう慢まん。

　ひとつは、嫉しつ妬と。

　ひとつは、憤ふん怒ぬ。

　ひとつは、怠たい惰だ。

　ひとつは、強ごう欲よく。

　ひとつは、暴ぼう食しよく。

　ひとつは、色欲。

　眷けん族ぞくの〈獣ベステイア〉の大罪が〈強欲〉であったなら、グラント神父の〈獣ベステイア〉──〈釘ネイル〉もそうなのだろう。

「釘くぎというカタチは、聖せい職しよく者しやとしては基本的でしょう。しかし、〈強欲〉の獣けものを惹ひき付けるほど彼が何を欲していたのか、今となっては知る術すべもありませんね」

　呟つぶやき、カルロは、目を剝むいた。

「……玻は璃りさん!?」

　少女がかすかに身をかがめ、腹部を押さえていたのだ。

　じわり、とその指の間に血が滲にじんでいた。

　冷や汗を拭ぬぐいもせず、少女は熱ねつに浮かされたようなとろりとした目で、地面を必死に見つめていた。いまだ幼い胸が何度となく上下し、はあ、はあとはかない吐と息いきをこぼしている。

「この感覚……同じです」

　腹部からこみあげる得体えたいの知れぬ感覚に抗あらがうように、少女が言った。

「……来ま……す……カル……ロ……さん……」

「玻璃さん！」

　苦しげな声とともに、今度こそ少女が倒れ伏し──




『──来ました！　地下第一層、直下十メート……！』




　イヤホンへの連絡が途と切ぎれたのと、大地が裂けるのは、同時であった。

　レジャーランドの土台となった鋼はがねとアスファルトが紙のように引き裂け、次の瞬しゆん間かん、蛇のごとき影かげが湧わいた。

　それが万物を貫つらぬく釘の放射だと見抜くより先に、カルロは横へ跳んだ。

　咄とつ嗟さに玻璃を抱きかかえ、アスファルトへ転がる。

　こめかみや頰ほおに擦さつ過か傷しようができるのもかまわず、無む理り矢や理り膝ひざをついて起きあがったところに、こつりこつりと足音は這はい寄ってきた。

「……いい夜だな」

　青年の背後から、それは現れた。

　夜をそのまま置き換えたような、肌の黒さであった。

　聖職衣カソツクの腰の後ろに手を組み、几き帳ちよう面めんなぐらいにまっすぐ立っている。そうすると、巨漢の黒人はなおさら大きく見えた。

　厳きびしい顔に浮かんだ微笑が、不ふ思し議ぎと人ひと懐なつっこかった。

「玻は璃り様は、ご無事かね」

「……ええ」

　昏こん倒とうした少女を背後の地面へ降ろし、カルロは小さくうなずいた。

　呼吸はいまだ荒く、腹部には血が滲にじんでいる。少女の容態に眉まゆをひそめ、しかし青年神父はかつての同どう輩はいを睨ねめつけた。

「良かった。キミなら庇かばってくれると信じていたよ。でも、ブラザー・諫いざ也やはいないようだ。残念だね。……正直、彼にはもう一度会いたかった」

　ゆっくりと、グラントの皮をかぶった〈獣ベステイア〉が太い首を振る。

　それから、

「二年前を覚えてるかな」

　と、問うた。

[image: ]

「忘れるはずもありません」

「聖戦が懐なつかしく思えるなんて、不ふ思し議ぎな気がするな」

「そうですね」

　ふたりの神父が向かい合い、片方が苦笑した。

「おかしなものだ。四十過ぎの私がね、たかだか十四、五の少年に憧あこがれたのだよ」

　黒人の微苦笑はさらに深くなった。

「思えば、本当の意味で神を信じたのは、彼と会ったときかもしれない。神は〈獣ベステイア〉なんて絶望を放置しなかった。二千年前のナザレと同じく、自らの御み子こを──救世主を授けてくださったと」

　その瞳ひとみに浮かんでいるのは、まさしく信仰の光であった。

　カルロにも分かる。

　九く瀬ぜ諫いざ也やはひとつの信仰の対象でもあった。

　聖人が生まれ伝説となる過程を、その目で見ているのだと、カルロもまた思っていた。もとより断罪衣イスカリオテに秘められた模も倣ほう奇き蹟せき──守しゆ護ご聖人の伝説も、そのようにして生まれたものではなかったか。

「何が欲しかったのかと言っていたね」

　と、グラント神父は口にした。

「ええ」

「私はね、知りたかっただけだよ」

「知りたかった？」

「私は、ずっと知りたかったんだ。あまりに理り不ふ尽じんに命を奪う〈獣ベステイア〉のことも、あまりに理不尽に命を奪われる人間のことも知りたかった。何をやるべきなのか、何が正しいのか、ずっとずっと知りたかった。ああ、聖典にもいい言葉があるだろう」

　グラント神父の指した言葉は、カルロにもはっきりと伝わった。

　聖せい職しよく者しやであれば、誰だれもが知る箴しん言げん。

「──『真理はあなたを自由にする』」

「ああ、それだ。真理だよ」

　分厚い手を叩たたき、子供みたいにグラントがうなずく。

　皺しわ深ぶかい顔に、無む邪じや気きな笑えみだけがますます広がっていき、黒人神父はゆっくりと言った。

「それが──こうなって、やっと分かった」

「何が……分かったのですか？」

「救世主が実在するなら、彼に訊きけばいいんだよ。草の根を分けても捜し出せばいいじゃないか」

「……捜し出せば、いい？」

　不意に。

　博はく物ぶつ館かんのおびただしい死体を、カルロは思い出した。

　あれは、啓示の光景ではなかったか。

　喰くらわれた姉弟が、〈獣ベステイア〉によって、啓示を与えられた結果なのではないか。

「そうだ。結けつ論ろんはこうなる。正しい道が分からぬなら、分かる相手に問えばいい。分かる相手を捜せばいい。神から言葉を与えられた預言者なら、首を刎はねても語るだろう。釘くぎで磔はりつけにしても語るだろう」

　グラントは笑う。

　嬉うれしそうに笑う。

　それもまた、聖典にあった逸いつ話わだ。

　ヘロデ王によって首を刎ねられた洗礼者。かつてはその弟子であり、銀貨三十枚で裏切られ、磔とされた救世主。

　自分たちの命は有限だが、言葉は永遠だと、彼らは言った。

「……何を、言いたいんです？」

「ん？　何な故ぜ、分からない？」

　グラントは心底不ふ思し議ぎそうに、太い眉まゆをひそめた。

「私たちは真理を知りたい。やるべきことを知りたい。正しいことを知りたい。だったら、片端から首を刎ね、磔にすればいい。そうすれば、いつかはきっと、神の言葉を預かった預言者と出会えるはずだ。そうだろう？」

「…………」

　何かがずれるのを、カルロは感じた。

　決定的な何かが、今のグラントには欠落していた。

　たとえ人の顔と知能を持っていても、どうしようもなく理解し得ない相手。遠い異世界の論理を、無む理り矢や理り現実の枠組みに翻ほん訳やくしたような思考。

　カルロは知っている。

　それこそが──〈獣ベステイア〉であった。

「玻は璃り様を渡したまえ」

　と、元神父の視し線せんは、カルロの背後に倒れた少女へと結ばれる。

「欲しいですか？　この娘が」

「……ああ」

　また、神父は変わった。

　どろりと、厳おごそかな顔が溶けた。

　代わりに、聖職衣カソツクの上へ多くの顔が浮き出ていた。

　おそらくは、〈獣ベステイア〉の喰らった人々だろう。老若男女を問わず、何十、何百という数の人面が浮き上がり、その瞳ひとみのすべてが少女を捉とらえながら、声こわ音ねだけはグラント神父のそれで言う。

「欲しい……欲しいとも……欲しくてたまらないとも……」

　それは、〈獣ベステイア〉の本能か。

　ほかの〈獣ベステイア〉を惹ひきつけずにおかぬという、玻は璃りに憑ついた〈獣ベステイア〉の『力』か。

　あるいは、強ごう欲よくと言われた、〈獣ベステイア〉の大罪の姿か。

「グラント神父……いいや、〈釘ネイル〉」

　カルロが呟つぶやく。

　すでに、〈獣ベステイア〉──〈釘ネイル〉は人間の姿をしていなかった。

　四肢や大おお雑ざつ把ぱなカタチこそは人型であったものの、顔も聖職衣カソツクも釘くぎの螺ら旋せんに包み込まれていた。

　あたかも、錆さびた釘で細工した人形のようだった。

「玻璃……様」

　声が怖おぞ気けを誘うほどに優やさしくなり、右手は洗礼を与えるようにあがった。

「あなたも……磔はりつけにしてさしあげましょう。きっと……もっと美しくなります……」

　その手が不気味に捻ねじれ──無数の釘が吹き荒れた。

　ねじまがった欲望は、地面へ横たわった少女の四肢を狙ねらい撃うつ。

　古代に処刑された聖せい霊れい教きようの救世主と同じく、美しい少女を磔にせんと螺旋を描き、刹せつ那な、ある聖句が夜や気きを渡った。





「限定量子干渉場、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖クリストフォルスの第二種奇き蹟せきを起動。──すなわち五千八百二十三回の試行を開始します」






　殺到する釘の嵐あらしを、鈍にび色いろの光が迎え撃った。

　夜に溶けた漆しつ黒こくの魔ま性しようは、ことごとくが鋼こう鉄てつの拳こぶしに叩たたき落とされ、砕くだけ散ったのだ。

　すなわち、現代科学と奇蹟とが融ゆう合ごうした機き甲こうの拳。

　鋼鉄の重みと歴戦の傷跡、聖職衣カソツクゆえの神聖さを重ね合わせ、腕部の補助聖霊機関が蒸発した冷却剤を放出した。

「ああ……カルロ」

　と、〈獣ベステイア〉が嗤わらった。

　断罪衣イスカリオテを展開させたかつての同僚へ、変わり果てた神父は薄うすく笑ったようだった。

　少なくとも、顔を構成した釘はそんな風ふうに捻れた。

「ひょっとしたら……お前こそ……預言者だったりするのか？」

「──知ったことじゃありませんね」

　少女を戦いに巻き込まぬよう、青年神父は軽やかに地を踏んだ。

〈獣ベステイア〉の釘くぎもまた。

　打ちつけるように、〈獣ベステイア〉は右手を振った。

　すると、一度打ち下ろされた釘の群れは、それ自体が生命いのちを持つごとく、地面に触れた瞬しゆん間かん、十数倍に分裂して、それぞれが異なる方向と捻ねじれを持って、カルロと玻は璃りへ襲おそいかかったのである。

　あるものは地面へと潜もぐり、あるものは頭上から降り注いだ。またあるものは蛇のように円を描きながら、青年神父の後頭部を抉えぐらんとした。

　蜘く蛛もの網あみにも似た釘の包ほう囲い網もうを、カルロは防ぎえるか。

「カルロ……神父……イザヤ……兄にい様さま……私……も……」

　かすかに、玻璃が身もだえた。

　意い識しきがないままにこぼした言葉へ、少しだけ、カルロの表情が和やわらぐ。

「……もう少し、我が慢まんしてくださいね」

　十字に、青年は腕を組んだ。

　ボクシングの、クロスアームブロックに似た構えだった。

　かの断罪衣イスカリオテの守しゆ護ご聖人は、聖クリストフォルス。その肩に世界ひとつの重みを支えた聖人の奇き蹟せき。





「我われは模も倣ほうする！　聖クリストフォルスの剛力を！」






　その一いち撃げきは、〈獣ベステイア〉でも釘でもなく、足元の地面を打った。

　アスファルトが円状にめくれあがり、クレーターを創つくり出す。瓦が礫れきと粉ふん塵じんとが釘の魔ま手しゆから青年を隠したまま、反作用でカルロの身体からだは大きく跳はね飛んだ。

　そのまま十メートル近くも跳とんで、

「────っ！」

　しかし、目を剝むいたのはカルロの方だ。

「遅い」

　息のかかるほどの距きよ離りで、〈獣ベステイア〉が嗤わらっていた。

〈獣ベステイア〉が、カルロの跳ちよう躍やくと同じ速度で追っていたのだ。ほとんどロケットじみた勢いの跳躍に、〈獣ベステイア〉は両の足だけで追つい随ずいした。

「おおっ！」

　空中で、カルロの身体が回った。

　背後のライド・フリーフォールを踏みつけ、力任せのバックハンドブロー。

　その威力たるや、いかなる規き模ぼに達したか。踏みつけた鉄骨はぐにゃりと曲がり、十数メートルはあろうかというライドは、自重で倒とう壊かいした。

　同じだけの──いいや数倍する威力を秘めて、裏うら拳けんが空気を灼やく。

　小型の彗すい星せいに匹敵する衝しよう撃げきは、〈獣ベステイア〉の頭部へと吸い込まれ、寸前、〈獣ベステイア〉もまた全身の釘くぎを右手から放った。

　衝突。

　有り余ったエネルギーは、一点に収縮しゆうしゆくしきらず、爆ばく発はつした。

　音速を超えた速度と、常じよう識しきはずれの威力は衝撃ソニツク波ブームを生み、夜のレジャーランドに時ならぬ颶ぐ風ふうを巻き起こしたのだ。

　その、結果は──。

　粉塵が薄うすれ、倒とう壊かいしたライドの瓦が礫れきの向こうに、うっすらと人ひと影かげが映った。

〈獣ベステイア〉だった。

　釘人形とでも呼ぶべき異い形ぎようの怪物は、錆さびた鉄を擦こすり合わせるごとき声で──しかし、おぞましいことにグラント神父の面おも影かげは残したまま──こう囁ささやいたのである。

「……素す晴ばらしい」

　むしろ、その響ひびきは恍こう惚こつとしていた。

　おおよそ十数メートルの距きよ離りをおいて、もうひとつの人影が立ち上がっていた。

　装甲の多くを釘の蹂じゆう躙りんに抉えぐられながら、断罪衣イスカリオテの使い手もまた健在だった。

「……あなたに誉ほめられる覚えもありませんが」

　瓦礫の崩れる音に微苦笑して、カルロは麗れい貌ぼうをわずかに歪ゆがませた。

　その膝ひざが、がくりと落ちた。

「か……っ！」

　どお……っと重い音が鳴る。

　展開していた断罪衣イスカリオテの装甲が、大量の冷却剤を排出しながら、カルロの身体からだから離り脱だつしたのだ。もはや断罪衣イスカリオテならぬただの聖職衣カソツクを纏まとい、カルロは大きくむせかえった。

（もう……継続……時間が……っ）

　眼帯を、きつく握り込む。

　連戦が、カルロの身体を大きく蝕むしばんでいた。

　くわえて、今の激げき突とつで傷口も開いたらしかった。もとより、胸元の傷は肺まで達していると診断されている。こうしてうずくまっていても、灼しやく熱ねつが脊せき髄ずいまで炙あぶり尽くすようだ。ここに来る以前、大量に打った薬剤もとうに青年を見放したらしい。

「そうか……」

　と、どこか哀あわれみを込めた声が、カルロの頭上から落ちた。

「聖戦は長かったな。奇き蹟せきの侵食、そこまで進んでいたか」

〈獣ベステイア〉は、ゆっくりと歩み寄ってくる。

「…………っ」

　力が、入らない。

　今の模も倣ほう奇き蹟せきに、あらゆる精気を奪われてしまったようだった。

　進めていた『準備』を解き放つにも、この身体からだでは意味がなく、また〈獣ベステイア〉の影えい響きようによってか、すでに通信が途と切ぎれていた。

　絶望の足音が、近づいてくる。

　まるで、聖戦からずっと自分を追っていた、死神の足音にも聞こえた。




　そのときだった。




「──ブラザー・グラントには、六歳で亡くなられたお子さんがいましたね」

　玲れい瓏ろうと澄すんだ声が響ひびいた。

　強い風の中でもはっきりと届く、人を惹ひきつけずにおかない声こわ音ねだった。

「っ──」

　カルロが振り返り、暴ぼう虐ぎやくを尽くす〈獣ベステイア〉さえ、一いつ瞬しゆん気を奪われた。

「ルカ・キャンベル。利発なお子さんだったと話してくださいました。神父になられたのはお子さんが亡くなられたのが理由だと、学校をつくりたいのもたくさんの子供の笑顔えがおが見たいからだと、そう話してくださいました。だったら、そのあなたが、どうして遊園地を破は壊かいする理由がありますか」

　その声が、ゆっくりと近づいてくる。

〈釘ネイル〉は、声に縛しばられたように、ぴくりとも動かない。

「…………」

　カルロも、自らの目を疑った。

　月光を受けて、英雄と謳うたわれた若者は蒼あおくたたずんでいた。

　困ったように笑い、倒れていたはずの生いけ贄にえの少女を──朱と鷺き頭とう玻は璃りをその腕に抱いて、恐れ気もなく、半壊したメリーゴーラウンドのそばから歩いてくる。

「僕の友の仮面をかぶって、成すのはくだらない暴ぼう力りよくばかりですか？」

　声は静かだ。

　無理に聞かせようとするような、我が意いはどこにもない。

　なのに、聞き入らずにいられない、不ふ思し議ぎな『力』を秘めていた。

「……僕の友の遺い志しを、くだらない妄もう執しゆうで汚けがすのは、そんなに楽しいことですか？」

　少年の瞳ひとみは、哀かなしげに世界を映す。

　破壊された遊園地から、さらに遠くの光景をはかなんでいるようにも見えた。

　そこだけが、死し闘とうから切きり離はなされているようにも思えた。

　彼の立つこの瞬間こそが、奇蹟の一幕のようだった。

「お……前……」

〈獣ベステイア〉が、呻うめく。

　誰だれもが、彼から目を離はなせなかった。

　誰もが、彼のことを忘れられなかった。

「でしたら、この僕が、あなたの敵です」

　眠れる少女を抱いたまま──穏おだやかに、しかし力強く宣言したのは、わずか十七歳ばかりの少年神父。




『九く瀬ぜ諫いざ也や』が、そこにいた。





２






　──彼女は見ていた。




　街が彼女の目である以上、このレジャーランドもまた彼女の目であった。

　御みさ陵さぎ市しのネットワークにいまだ接続されたまま、彼女はその光景を認にん識しきしていた。

（──どうして）

　と、思っている。

（どうして──）

　彼女は、見ている。

〈獣ベステイア〉の顕けん現げんも、玻は璃りの昏こん倒とうも彼女の回路は記き録ろくしている。

　カルロの倒れた理由だって、理解できる。

　もとより、断罪衣イスカリオテに耐えられない身体からだだ。以前、彼女が五階位以上の〈獣ベステイア〉に御陵市が対抗できないと言ったのも、カルロの健康状態が大きい。昨日きのうからの連戦を考えれば、戦せん闘とうの最中に断罪衣イスカリオテが展開できなくなってもおかしくない。

　しかし。

『九瀬諫也』が、ここにいるはずはないのだ。

（違う……）

　と、彼女は思う。

　いくら聖人を装よそおうとも、あれは違う。穏やかな声こわ音ねもささやかな仕し草ぐさも、さりげない視し線せんの誘ゆう導どうに至るまで完全に『九瀬諫也』になりすましていようと、あれは違うのだ。

（何が……）

　説明は、できない。

　本当の『九瀬諫也』のデータなんて、ほとんど残っていない。

　今の少年との違いなんて、粗あらい画像や音声情報からでは識しき別べつできない。

　でも、分かる。

　自分には分かる。

　分かってしまう。

　これは、あの少年だ。

　自分が逃げるように言って、そのために準備を整ととのえた相手に違いない。

　だからこそ、人形の回路は困こん惑わくと混乱に満ちあふれ、生体部分のシナプスをはかない電流が駆かけめぐった。

（どうして──イザヤ様は──）
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　静せい寂じやくと膠こう着ちやくは──数秒のことであった。

「九くぜ瀬……諫いざ也や……っ」

　呻うめいた〈獣ベステイア〉から、魔ま釘ていの嵐あらしは、対象を変えて吹き荒れた。

　フェイントを兼ねてか、大きく弧を描いた釘くぎの怒ど濤とうは、途中で半はん壊かいしたメリーゴーラウンドを巻き込んで崩落させ、死の雪崩なだれと化した。

　少年は動かない。

　動けないのか。

　断罪衣イスカリオテを持たぬ人間には反応すらできぬ速度で、雪崩が少年を飲み込もうとした瞬しゆん間かん、アスファルトを押しのけて、灰はい色いろの砦とりでが屹きつ立りつした。

　隔かく離り壁へきであった。

「っ！」

　しかも、ひとつではなく、〈獣ベステイア〉の視界を塞ふさぐように何重にも亘わたってそびえ立ち、轟ごう音おんとともに新たな来客さえ招いたのだ。

　ジェットコースター。

　規定の三倍以上の速度で猛進し、少年たちの頭上を走るライドは、その入り口からグリップをつけたワイヤーを、垂らしていた。

　それだけで、今度こそ少年は反応した。

　片手に少女を抱いたまま、グリップを握り、

「捕まって！」

　と、叫ぶ。

　ほとんど条件反射的に、カルロも従った。

　さしもの〈獣ベステイア〉も、その行動は予想しなかった。

　脆ぜい弱じやくな隔かく離り壁へきごと少年神父を串くし刺ざしにするはずだった釘くぎは、その迷いのために、数すう瞬しゆんだけ遅れたのだ。

　少年と青年の影かげを貫つらぬいたとき、ふたりの実体は遠くレジャーランドの空を舞まっていた。

　数秒して、

「逃げる……だと……？」

〈獣ベステイア〉の声こわ音ねに困こん惑わくがよぎり、すぐそれは別の感情に置き換わった。

　憎悪と、殺意であった。
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　ジェットコースターが止まったのは、終点──レジャーランドのほぼ中央だった。

　あちこちの壁かべには、映画や漫画をモチーフとした原色のキャラクターたちが溢あふれ、楽しそうに飛とび跳はねている。

「イザヤさん、あなた……」

　掠かすれたカルロの声に、少年はかぶりを振る。

「あー、面めん倒どうくさいから説明とか後。とりあえず、こっちが先だ」

　と言って、適当な足場に着地した。

　慎重に玻は璃りを抱きかかえ、鉄骨の階段を降りていく。

　途中、何度かその足取りがぐらついたが、何とかバランスを取り戻して、注意深く周囲へ目を配る。

　視し線せんは、すぐ近くの壁で止まった。

　その壁に、しなやかな少女の人ひと影かげがもたれかかっていたのだ。

　美しい銀ぎんの髪をした人影だった。

　ただし、肩の付け根から、左手は失われていた。あの釘に貫かれた結果として、途中でパージしたものだろう。その付け根から、機き械かいやコードがはみ出ているのを目にして、イザヤは密ひそかに奥歯を嚙かんだ。

　ひとつ、深呼吸をしてから、顎あごをしゃくった。

「……よお」

「イザヤ……様」

　人形が振り返る。

　咄とつ嗟さに声を抑えたものの、紫水晶アメジストの瞳ひとみは表情を隠せなかった。

「何だ。お前、びっくりした顔とかするんだな」

「なぜ、あなたがここに来てるんですか！」

　ノウェムは、嚙かみつくように言った。

「あなたの安全が第一義だと、そう言ったのが私です！　イザヤ様も分かったと答えました。だったら、玻は璃りとカルロのやろうとしてることを教えろと言いました。脱出のために必要だと言うから従ったのが私なのに、どうしてイザヤ様がここへ来てるんですか！」

　イザヤとの会話を、ノウェムは反はん芻すうする。

　あの後、少年は脱出のためにできるかぎりのデータを提供しろと言ったのだった。

　御みさ陵さぎ市しのネットワークに直接接続されているノウェムからすれば、〈獣ベステイア〉やグラント神父のデータを検索するぐらいは容易たやすいことだった。玻璃が整ととのえた作戦だって、いささかは手間取ったものの、自分の存在を偽ぎ装そうしながら入手することに成功した。

　それで、イザヤの脱出がかなうと信じたからだ。

　ここに来たのだって、最悪の場合、少年が逃げ切るまで〈獣ベステイア〉を足止めするためだったというのに……

「って、怒ったりもするのか、お前」

　と、実に的まと外はずれな言葉を、イザヤはあっけらかんと口にした。

「怒ってなどいません！　怒っているわけなど欠片かけらもありません！　これは交渉上必要な威い嚇かくと判断したまでです！」

「それが怒ってるんじゃねえのか」

「違います！　だいたい、イザヤ様は私のことを理解しなさ過ぎです。これは純粋に運用上の問題ですが、イザヤ様は私の能力や性質やそのほかのことももっと把握する必要があると考えます！」

「ま、待て。つうか、お前がまるきり自分の状態も伝えないからだろうが」

「私の破損状況は、イザヤ様の脱出にほとんど影えい響きようを及ぼさないと判断したからです！　そうでなければ不完全な状態の報告などしたいはずが──」

　そこまで言って、ノウェムが言葉を切った。

　これは、イザヤも丸い目で振り返った。

「っ、ははははははは！」

　突然、意外な笑い声が流れたからだ。

　カルロが口元を押さえ、背中まで曲げて笑っていたのだ。うっかりすると、そのまま地面に横になっても笑ってるんじゃないかってぐらい、それは愉ゆ快かいそうな笑い声であった。

「な、なんだよ、腐れ眼帯。てめえ、ついにイカレたのかよ!?」

「いえ、ふっはははは……なんでも……ぷっ、あははははははははははは！」

　あまりに意外な相手と状況だったので、イザヤさえ茫ぼう然ぜんと見守ってしまった。

　しばらく青年はそうしていたが、

「──ああ、ノウェム」

「はい」

「あなた、イザヤくんを第一優ゆう先せん順位に置いていたんですね。あなたのプログラム、それなりに確かく認にんしたつもりだったんですが……どこかでエラーでもありました？　それともブラックボックス部分の影えい響きよう？　なんかバグっぽいところをイザヤくんが刺し激げきでもした？」

「黙もく秘ひさせていただきます」

「それで結構ですよ」

　と、カルロは微笑した。

　少年の抱いていた少女を受け取り、脈を取ってから、軽く目を細めた。

「玻は璃りさんの状態も安定してるようですね」

　そっと近くのベンチに横たえて、カルロは振り向いた。

「すぐに〈獣ベステイア〉は来ます。ですが、私の断罪衣イスカリオテは微妙なところでして。ノウェム、私の作戦をのぞき見したなら、あなたが主体になって継続できますか？」

　青年の言葉に、ノウェムが一呼吸ほどの間をおいて答える。

「カルロ様の補助があれば、プログラムを修正しての継続は可能です。ただし、成功率は本来の七割ほどに低下します」

「十分ですよ。では、お願ねがいできますか？」

「断ります」

　きっぱりと、ノウェムが言った。

「この場合、イザヤ様の危険が大きいと判断します。でしたら、イザヤ様からの命令がなければ、私はそのお願いを実行できません」

「ふむ」

　カルロが振り返った。

「そういえば、私も訊きいてなかったですね。どうして、イザヤくんはここに来たんですか？」

「たいした理由じゃねえよ」

　少年は、そっぽを向く。

　一いつ瞬しゆん、横たえられた玻璃が視界に入った。




　──『自分が人間でも〈獣ベステイア〉でも──私は何もしないまま、死にたくないんです』




　たとえ囮おとりとしてでも、戦いたいと告げた少女。

　身体からだを塩にされながら、なお奇き蹟せきを行使しようとする神父。

　自分とは遠い存在だ。

　イザヤは、そんな気持ちなど分かりたくもない。

　あんな化け物になど二度と会いたくない。実際、数秒対たい峙じしただけで、心しん臓ぞうが破裂しそうになり、いっそ破裂してくれとさえ願った。

「ただ、腐れ眼帯が身体からだ張ってるなら、勝ち目がないってわけじゃねえんだろ。意味がない自己犠ぎ牲せいをやるタイプでもねえし。……だったら、のるかそるかぐらいは見てやろうって思っただけだ。後は全部成り行きだ成り行き」

　自分でも信じないような言いい訳わけを、イザヤは並べ立てる。

　だって、そうするしかない。

　ここに来てしまったことに、納得できる理由なんてないのだから。

（……つうか何やってんだ俺おれ。頭のネジがまとめてゆるんだのか？　耳の穴から脳のう味み噌そでもこぼれてたか？）

　自問して、イザヤはこめかみを押さえる。

　ただ、逃げる気になれなかった。

　たった数日でできただけのちっぽけな関係を、それでも打ち捨てる気になれなかったというだけのこと。

　打ち捨てられなかった、だけのこと。

「──ひょっとしたら、『九く瀬ぜ諫いざ也や』もそうだったのかもしれませんね」

　急に、カルロが妙なことを言った。

「は？」

「成り行きでも出任せでも、そういう風ふうに演じてしまった。だから続けた。それだけのことだったのかもしれません」

「…………」

　イザヤは、息を止めた。

　自分の言葉を思い出したのだ。




　──『僕の友の仮面をかぶって、成すのはくだらない暴ぼう力りよくばかりですか？』

　──『でしたら、この僕が、あなたの敵です』




　ただの出任せだ。

　教えられた『九瀬諫也』なら言いそうな台詞せりふを、上うわっ面つらだけなぞってみたにすぎない。

　でも。

　自分の兄も──九瀬諫也もそうだったとしたら？

　本当は、誰だれもが誰かを演じているのではないのか？　誰だって、その場その場に応じた仮面をつけているのではないか？

　だったら、本物と偽にせ物ものの違いはなんだろう。

「うるせえよ」

　と、イザヤはかぶりを振った。

「どっちにしろ、今いま更さら逃げ出すわけにいかねえだろうが。だったら、もう少しだけ英雄とやらを続けてやるよ。俺おれはニセモノでも、ノウェムは『九く瀬ぜ諫いざ也や』の武器なんだから、ごまかしぐらいは利くだろ」

「はい」

　カルロが悪いた戯ずらっぽくうなずき、ノウェムがことりと首を傾かしげた。

「……イザヤ様は」

　と、言いかけてノウェムは止やめた。

　人形の少女は、不ふ思し議ぎな表情をしていた。

「なんだよ」

「いえ、分かりました。でしたら、イザヤ様の言葉に従うのが私です」

　そう告げて、空を見上げる。

「では、この場はカルロ様にお預けします。玻は璃り様を巻き込まぬよう、こちらから〈獣ベステイア〉を迎え撃うちましょう」

「へ？　迎え撃つ？」

「はい、もう来ます」

　破は壊かい音おんが聞こえた。

〈獣ベステイア〉が近づいてくる証拠だった。

　ジェットコースターのレールに釘くぎを打ち付けながら、〈獣ベステイア〉はレジャーランドの闇やみ夜よを渡っていたのだった。

「イザヤ様、手を」

　人形の隻せき腕わんに、イザヤの手が強く握られる。

　その強さと意外な手の柔らかさにどきりとしながら、イザヤは小さく耳打ちした。

「なんか言いたいこととかあるなら、はっきり言えよ」

「でしたら、ひとつだけ」

　これも、イザヤだけに聞こえる声で、ノウェムが言う。

　次第に大きくなる破壊音の中で、

「私は、イザヤ様の武器です」

　はっきりと、言った。

「ん──な？」

「……イザヤ様の剣となり、イザヤ様の盾たてとなり、イザヤ様を守しゆ護ごするために存在するのが私です。そういう存在こそが私だと、これだけは強く主張します」

　言いながら、少年の腰を抱いて、人形は跳とび上がった。

　人形と少年は、銀ぎん色いろの軌跡を描いて、夜空へと同化したのだ。

　ジェットコースターのレールを踏み、もう一度高く跳んで、ふたりの姿は瞬またたくく間に闇に溶けていった。

「……神のご加か護ごのあらんことを」

　呟つぶやいてから、カルロは青ざめた顔をしかめた。

　自分の台詞せりふとしては、あまりに陳ちん腐ぷで、それだけについ切実な心情がこもってしまったからだった。

　傷ついた胸を押さえ、青年はジェットコースターの階段をよろよろとあがっていった。
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　そして、数十秒の後のち。

　舞まい降りたイザヤたちと──〈獣ベステイア〉は再び向かい合った。





４






「九く瀬ぜ……諫いざ也や」

〈獣ベステイア〉の気配けはいは、まっすぐに少年を捉とらえていた。

　錆さびた釘くぎで構成された顔には、もはや瞳ひとみも眉まゆも定かではない。それでも、〈獣ベステイア〉が少年を見ていることだけは分かった。

　警けい戒かいと興きよう味みと殺意とが等分に入り混じった──奇妙な気配であった。

「もう……逃げないのか？　それとも、大だい淫いん婦ぷを差し出す気になったか？」

「どうでしょうね」

　英雄の仮面をかぶって、イザヤは不敵に微笑する。

　もとより、自分のできることはハッタリだけだ。異様な気配に内ない臓ぞうごと捻ねじられる気分になったとしても、この仮面だけは剝はがせない。

　ノウェムが、前に出た。

「また……お前か？　人形」

「人形ですが、あなたにそう呼ばれるのは何な故ぜか不快です」

　ノウェムは、静かに言った。

　いつよりも、人形の瞳は澄すんでいた。

　単に、無表情というのではない。

　決死とも違う。

　ただ涼やかに、紫水晶アメジストの澄んだ色で、〈獣ベステイア〉を映していた。

「イザヤ様、解放を」

「……ああ」

　少年が、うなずいた。


「神と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、また九く瀬ぜイザヤの血と名において、承認する。──これはHIC新しく、EST ENIMそしてCALIX永遠なるSANGUINIS契約の、MEI,私のNOVI血のET聖杯でAETERNIあるTESTAMENTI」



　聖体拝領の典文カノン。

　パンを神の肉とし、ぶどう酒を神の血となさしめる儀ぎ式しき。

　その神秘を口にして、少年は親指を糸切り歯で嚙かみ、人形の聖職衣カソツクへと押し当てる。





「ＤＮＡ一致。サーバー・クリュプタと管理者権限による同時承認を受じゆ諾だく──聖句箱テフイリン解禁」




「断罪衣イスカリオテ起動。私は模も倣ほうします。私は模倣します。私は模倣します。私は一万六千三百八十四回、神の奇き蹟せきが舞まい降りた状況を模倣します」






　人形の纏まとう聖職衣カソツクが、機き械かい音おんとともに展開する。

　顕けん現げんするは、銀ぎん翼よくの鎧よろい。オルゴールの円筒シリンダーがたてるのに似た無骨な機械音とともに、人形の背には天使の翼つばさが広がっていく。

「────」

〈獣ベステイア〉は、けして待たなかった。

　手をあげると、釘くぎは空中へ跳はね上がった。そのまま頭上で分裂し、豪雨のごとく降り注ぐ。





「限定量子干渉場、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖女アガタの第三種奇蹟を起動。──すなわち一万六千三百八十四回の試行を開始します」






　上書きされる世界の中で、魔ま性しようの釘は人形へとひた走る。

　瞬しゆん間かん、唇は聖句を刻んだ。





「私は模倣します──聖女アガタの炎を！」






　ごおっ、と渦うず巻まく奇蹟の炎。

　少女の四方──正せい確かくに東西南北より湧わき上がった銀色の炎は、それぞれが意思を持つごとく魔性の釘へと絡みつき、融とかしていった。

　銀の奇蹟と黒の魔性の、拮きつ抗こう。

　その網あみを抜けて、人形は跳ちよう躍やくする。

　幾き何か学がく的てきな模も様ようを描いて、ノウェムは腕うで輪わをはめた右手をあげた。

「コード──J9HNGT'#T」

　電流が走り、液体金属を硬化させる。

〈聖十字の剣〉。

　その名に反して、今度の形状は大おお鎌がまを選んだ。

　ぶんと空気を断ち切って振るわれる刃やいばの凄すさまじさ。たかが隻せき腕わんの一いち撃げきで、受けた〈獣ベステイア〉の右手は、半ばまで食い込まれたのだ。

「お、前──っ！」

〈獣ベステイア〉が、呻うめいた。

　彼もまた気づいたのだ。

　違う。

　今までのノウェムとは、まるで違う。

　いいや、これこそが、本来の第九祭器──イブ・カダモンシリーズ・ＥＫ─09ｈ──ノウェムであったか。

「…………っ！」

　イザヤも、後退しながら目を見開く。

　最初の戦いでは、ノウェムは目覚めたばかりであった。

　二度目の戦いでは、イザヤが断罪衣イスカリオテを解放してやれず、力を発揮できなかった。

（だから……）

　と、イザヤは思う。

　今度こそ、ノウェムは本来の性能を、本来の能力を遺い憾かんなく発揮しているのだと。





「私は模も倣ほうします──聖女アガタの炎を！」






　聖句とともに、銀ぎん炎えんが躍おどった。

　袈け裟さがけの大鎌を振るいながら、奇き蹟せきの炎さえ容よう赦しやなく〈獣ベステイア〉の死角から襲おそいかかる。その巧たくみさ。そのタイミング。人形の脳のう裏りに仕込まれた電子チップもまた、豊富な戦せん闘とうデータをノウェムに適用できる段階まで、アップデートされていた。

　銀炎に、〈獣ベステイア〉が押し包まれる。

「っ──！」

　ノウェムが、息を飲んだ。

　刹せつ那な、〈獣ベステイア〉から三メートルほど離はなれた場所に後ずさった人形は、再び跳ちよう躍やくした。

　次の瞬しゆん間かん、釘くぎの雨にさらされ、着地点のアスファルトは砂場のごとくに崩ほう壊かいした。

　異様な振動が、空気を渡った。

　単に貫つらぬいたのではない。突き刺さった釘から渡った振動が、アスファルトの分子結合を破壊したのだ。

　アスファルトだけではない。

〈獣ベステイア〉を覆おおった銀ぎん炎えんも、その振動に搔かき消されていた。

「は……っ」

　さらに数メートル離はなれた人形へ、〈獣ベステイア〉は笑いかける。

「欲しくなったぞ、お前も」

　異様にぎらついた声こわ音ねに、イザヤさえ戦せん慄りつした。

（これ……だ……）

　思って、吐き気をこらえた。

　少年が、最初に見た瞳ひとみ。

　恐ろしいのではなく、おぞましいと思った気配けはい。

　そのおぞましさの根源は、同属嫌けん悪おだとかつてイザヤは言った。

　今なら、分かる。

　七つの大罪──〈強ごう欲よく〉。

　グラント神父の仮面など、〈獣ベステイア〉にとっては言いい訳わけに過ぎぬ。

　誰だれもが持ち、誰もが欲し、しかし根本的なところで異質にねじまがった、〈獣ベステイア〉の本能だからこそ、これほどにおぞましいのだと。

「ああ……欲しいとも。欲しくてたまらない。真理も……玻は璃り様も……お前も……」

　飢うえた声とともに、数百という釘くぎが夜を裂く。

　釘の刺さった場所が、次々と崩落した。

　ウォーターフォールのアトラクションが中央からまっぷたつに折れ、魔ま法ほうの絨じゆう毯たんを模もした巨大ブランコが回転しながら落下する。

　ついには、直径数十メートルもある観かん覧らん車しやが斜めに傾かしいで崩れた。

　もはや──〈獣ベステイア〉は御みさ陵さぎ市しを訪れた災さい厄やくそのものであった。

　大おお鎌がまに切り裂かれた箇所さえも、『再構築』によって徐じよ々じよに修復されていく。

（駄だ目め……か？）

　イザヤが、奥歯を嚙かむ。

　無む尽じんとも思える釘と瓦が礫れきの襲しゆう来らいを、かろうじてノウェムは避けているが、決定打に欠けてはいかんともしがたい。強化されているとはいえ、四肢以外は生身である以上、まともにつかまれば致命傷は免まぬがれまい。

　実際、断罪衣イスカリオテの肩口では傷が開き、しとどに赤い血を滲にじませているではないか。

「ああ……つかまらぬな」

　すると、くるりと〈獣ベステイア〉は振り向いた。

「ならば……先に、九く瀬ぜ諫いざ也やから止めればいいか？」

〈獣ベステイア〉の手が翻ひるがえる。

　それにつれて、釘くぎの津波さえも方向を変え、毒蛇のごとく少年へと殺到したのだ。

「イザヤ様、手を！」

　少年が伸ばした手を、鎖くさりとなった〈聖十字の剣〉が捕らえ、そのまま空中へと放り投げた。

「うお……っ」

　少年の身代わりとなって、背後のミニコースターが塵ちりと化した。

　人形に抱かれ、少年は空を跳とんでいた。

　さらにジェットコースターのレールを踏んで、さらなる高みへ。

「か……っ！」

　凄すさまじい加速度に胃液を攪かく拌はんされて、少年が絶息する。肺も胃袋も圧あつ搾さくするようなジグザグの跳ちよう躍やくを経て、やっとのことでノウェムは停止した。

〈獣ベステイア〉を見下ろす、古めかしい時計とけい台だいの頂点であった。

「……どうする、気だよ」

　玻は璃りのスクーターの時以来となる、極度の酩めい酊てい感かんにやられながら、イザヤが問う。

　折しも、時計台が鳴った。

　深夜零時。

　ある一日が過去となり、新たな一日の刻まれる時間。

「イザヤ様、もう一度──」

　ひどく真しん摯しな声で、ノウェムが言った。

「もう一度、断罪衣イスカリオテの解放を」

「な？」

　イザヤの返答を待たずに、ノウェムが時計台を蹴ける。

　元は観かん覧らん車しやであった瓦が礫れきの間を縫ぬって、〈獣ベステイア〉の釘もまた人形を追っていた。イザヤを抱えている以上、さきほどのように回かい避ひはできない。超振動によって塵と変えられるレジャーランドの中、人形はただ落下する。

　地面が近づいてくる。

〈獣ベステイア〉が、にいと嗤わらった。

　そして、ノウェムはひっそりと囁ささやいたのだ。

「これで──終わらせます」

「っ……！」

　その言葉が、少年を一いつ瞬しゆん躊躇ためらわせた。

　果たして、次の交こう錯さくで終わるのは、どちらだろう。

〈獣ベステイア〉か、自分たちか。少なくとも、脳のう裏りをよぎったイメージは、万の釘に串くし刺ざしにされた自分とノウェムの死体だった。

　しかし、

（まあ……一いつ緒しよか）

　と、イザヤは胸の内で苦笑した。

　そう。

　悩む必要などない。

　ノウェムは言った。

　自分はイザヤの武器だと。

　ならば、その武器を信じる以外に、自分に何ができるのか。

　自分というニセモノが、ノウェムという本物に対して、信じて見守ってやる以外に何をしてやれるのか。

「──好きにしろよ、ポンコツ」

　ひどく素直すなおな気持ちで、イザヤは告げた。

　これだけ素直な気持ちになるのは、はじめてのことかもしれなかった。

「お前は俺おれの武器なんだろ。だったら、自分の武器が何やらかす気だろうが、最後まで付き合ってやる──」

　語尾は、決まりの悪いことに、風に紛まぎれた。

　理由は簡かん単たんだ。

　イザヤが、絶句したからだ。

　刹せつ那な、人形は微笑したように思えたのだ。

　ぞんっ、と夜や気きが裂けた。

　無数の釘くぎが迸ほとばしり、ひとつひとつが人形と少年の命に餓うえた怪物と化して、あらゆる角度から人形とイザヤに牙きばを剝むいた。

「イザヤ様」

「おお……っ！」

　イザヤはもう一度親指を嚙かみ、人形の背に押しつけた。





「神と子と聖せい霊れいの御み名なにおいて、また九く瀬ぜイザヤの血と名において、承認する。──これはHIC新しく、EST ENIMそしてCALIX永遠なるSANGUINIS契約の、MEI,私のNOVI血のET聖杯でAETERNIあるTESTAMENTI」






　胸と翼つばさとで、三つの聖霊機き関かんが唸うなりをあげた。

　ノウェムの──断罪衣イスカリオテの翼つばさが、さらに広がる。

　数メートルもあろうかという、巨大な白はく銀ぎんの翼となって、大地を睥へい睨げいした。





「限定量子干渉場、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖女アガタの第三種奇き蹟せきを起動。──すなわち一万六千三百八十四回の試行を開始します」






　聖句とともに、少女は大おお鎌がまを振るった。

　降り注ぐ釘を切り払いつつ、最後の聖句を〈獣ベステイア〉へと放つ。





「私は模も倣ほうします──聖女アガタの炎を！」







[image: †]






　午前零時。

　時計とけい台だいの鐘かねは、別の場所、別の人間の耳にも届いていた。

　レジャーランドの全域を巡る、ジェットコースターの終点にして管理室。

「──刻限ですね」

　呟つぶやいたカルロが、胸元で十字を切った。

　ジェットコースターのコンソールを操そう作さしながら、青年神父の薄うすい唇から、妙たえなる祈りが零こぼれだす。





「父とIn子とNomine聖霊のPatris御名et Filii,によりet Spiritusて、Sancti.アーメンAmen」






　それは、聖体祭儀ミサの始まりを告げる階段祈き禱とうであった。
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　そして、そのすぐ近くでも、鐘を聞く者はいた。

「イザヤ……兄にい様さま……」

　ベンチに横たえられたまま、小さく、少女の身体からだが震ふるえたのだ。

　何かを予感するような切なさで。

　何かを期待するような響ひびきで。

　それから、見る者の背筋をぞっと震ふるわせるほどに艶なまめかしい舌先が、ひどく赤い唇を舐なめたのだった。
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「私は模も倣ほうします──聖女アガタの炎を！」






　聖句とともにノウェムの眼前から放たれた銀ぎん炎えんは、彼らを穿うがとうとした釘くぎに絡みつき、〈獣ベステイア〉へ燃もえ移らんと逆走した。

〈獣ベステイア〉はせせら笑った。

　すでに、それらの炎は無効である。

　たとえ奇き蹟せきであろうとも、それを上回る魔ま性しようの前には通じない。〈獣ベステイア〉の喰くらった神父の人格ペルソナには、そういった知ち識しきも刻まれていた。

　今度こそ人形を捕らえるつもりで、釘に振動を送った。

　それは、目め障ざわりな聖炎を散らし、人形を拘こう束そくするはずであった。

　瞬しゆん間かん、奇妙な──歌のような響ひびきが、レジャーランドの夜を吹き抜けた。

「っ──！」

　イザヤは、目を見張った。

　釘を放ったはずの〈獣ベステイア〉が、動きを止めていたのだ。

　茫ぼう然ぜんと、自分の腕を見ている。

　搔かき消されたかに見えた炎は、そのまま〈獣ベステイア〉の腕にまとわりついていた。

　そればかりか、刻々と大きくなり、〈獣ベステイア〉の身体からだを蝕むしばんでいく。徐じよ々じよに火力も増して、〈獣ベステイア〉を構成する釘をどろりと融とかしていった。

　まともな感覚など無いとしか思えぬ〈獣ベステイア〉にも、奇蹟の名を冠された灼しやく熱ねつはこたえるのか、かの怪物は形容しがたい叫びをあげ、砕けた瓦が礫れきとアスファルトにたたらを踏んだ。

「お、前……!?」

「断罪衣イスカリオテの発動条件は人々の信仰──無む意い識しき下かにある聖人の逸いつ話わの原型アーキタイプより成っています」

　その声を頼りに、〈獣ベステイア〉は新たな釘を振るった。

　螺ら旋せんにねじれた釘は、混乱にあってもなお人形の回かい避ひ範はん囲いを考こう慮りよにいれていた。声の上下に放たれた釘は、人形が跳ちよう躍やくしてるにせよ落下してるにせよ、その身体を貫つらぬく確かく信しんがあった。

　しかし──すべての釘に、手て応ごたえはなかった。

「ゆえに、より厳げん密みつには、断罪衣イスカリオテが奇蹟を発動するのではなく、信仰と祈りが奇蹟を発動すると言っていいでしょう。それらの『力』を効率よく汲くみ上げ、仮想現実における無数の試行によって、過去の奇蹟を模倣再現するのが断罪衣イスカリオテの基本システムです」

〈獣ベステイア〉が、頭上を仰ぐ。

　人形と少年は、空中に静止していた。

　少女の脚あしから極細のワイヤーが射出され、瓦が礫れきの間へと渡されて、不可視の足場を形作っているのだと、〈獣ベステイア〉には分からない。

　ただ、人形はひどく美しかった。

　聖せい炎えんと同じ色の髪をなびかせて、ほんのり欠けた十六夜いざよいの月を背に、天使のごとく断罪衣イスカリオテの翼つばさを広げていた。

　そして、その周囲を多くのアトラクションが巡っていた。

　破は壊かいを免まぬがれた三つのジェットコースターやループ型ライド、多くのアトラクションが一定の規則に則のつとって稼か働どうしながら、奇妙な歌でレジャーランドを圧していたのだ。

　歌の正体も、〈獣ベステイア〉が喰くらった知ち識しきにはあった。

　祈き禱とう。




【主よ、Kyrie,あわれみ給え。eleison.主よ、Kyrie,あわれみ給え。eleison.主よ、Kyrie,あわれみ給えeleison.】




「ならば、より大きな『力』を受けたなら、より緻ち密みつで多大な演算をこなすことができたなら、より強く奇き蹟せきを模も倣ほうできるのは当然でしょう」

（そう……か……っ）

　イザヤが理解する。

　数時間前、ノウェムに入手してもらったカルロのデータ。その中にあった、不可解な紋様を描かれた御みさ陵さぎ市しの俯ふ瞰かん図ず。あの紋様がいかなる意味を持っていたか。

「この都市は、ひとつの聖堂です」

　炎の奇蹟を維持しながら、ノウェムが言う。

「人々の祈りが、信仰が、たとえ無む意い識しきであろうともこの都市を循じゆん環かんしています。このレジャーランドの施設もまた、それらの『力』を集約する聖体儀式ミサのシンボルとして聖別されてます。時計とけい台だいの鐘かねはもちろん、コースターのレールは茨いばらの冠であり、ループ型ライドは祭さい壇だんであり、私たちの断罪衣イスカリオテこそは聖せい霊れいの訪れを受ける葡ぶ萄どう酒しゆやパンにほかなりません」

　おそらく、時間も場所も極端に限られる。

　名も無き、祈りの『力』。

　人々が生きて、動き、語り、眠り──無意識に発はつ露ろするエネルギーは、本来制御できるものではない。実際、カルロはこのレジャーランドに〈獣ベステイア〉を誘い出しながら、自分の断罪衣イスカリオテに『力』を上乗せできなかった。

　そして、実行できたとしても、代だい償しようはいかほどか。

（…………）

　現に、少年が触れたノウェムの断罪衣イスカリオテは打うち震ふるえ、補助機き関かんを合わせた三つの聖霊機関は嘆なげきの声をあげている。本来のスペックを大幅に超える奇蹟の再現を要求され、断罪衣イスカリオテまでも分解の危き機きに晒さらされているのだ。

　ならば、模も倣ほう奇き蹟せきの代だい償しようを受ける本人は？

　カルロの眼帯の下を、イザヤは思い出した。

「ノウェム……」

「大丈夫です」

　と、人形は告げた。

「……アアアアアアアアアアアッ！」

　融とけていく〈獣ベステイア〉は、もはや人語は喋しやべらなかった。

　遠く、流れるは聖体儀ぎ式しきの祈き禱とう。




【主は、Accendat我らの心に、in nobis Dominus御自分のignem sui愛の火とamoris,永遠のet愛徳の炎とをflammam燃やしaeternae給わんことをcaritatis】




　続けて放たれる釘くぎを眼前で燃もやし尽くしながら、ノウェムが言う。

「イザヤ様──手を、貸して、ください」

「お、前……」

　片手で鎌かまを振り上げたノウェムの視し線せんは、〈獣ベステイア〉の居場所よりわずかにずれていた。

　奇蹟の負荷によって、ノウェムの感覚器官はすでに損そこなわれているらしかった。

「っ……」

　奥歯を嚙かみ、少年の手が鎌に添えられる。

　じゅう、と嫌いやな音がした。

　凄すさまじい熱ねつが、少年の手の平を焦こがしたのだ。人を傷つけぬ奇蹟の炎も、この過剰な『力』の供給によって、その性質を変えたものか。

「……イザヤ、様？」

「問題ねえよ」

　にんまりと、少年は笑った。

　焦がすなら焦がせ。

　武器を振るうのに、痛みがないなんて方がおかしい。まして、ひとりだけに痛みを押しつけてるなんてのより、よほどこの方がマシだ。

「こっちだ」

　と、鎌を〈獣ベステイア〉の側へずらす。

　銀ぎん色いろの炎の中で、身体からだを爛ただれさせつつある〈獣ベステイア〉を睨にらみつける。どろどろと融とけていく金属の表面には、もはやグラント神父の面おも影かげは無かった。

「自分もそうなんだから……俺おれがニセモノだからって、文句はねえよな」

　呟つぶやいた。

「……てめえは、もう終われ」

「イザヤ様」

　人形の声とともに、鎌かまを持ち上げる。

　展開していた断罪衣イスカリオテがさらに広がり、翼つばさというよりもブースターに酷似した。ノウェムを守しゆ護ごする装甲と補助聖せい霊れい機き関かんが移動し、右半身に集中する。

　同時、聖霊機関が最大稼か働どう。一時的ながら出力を数倍に上昇させ、不可視の圧力で世界を上書きする。籠こ手てに組み込まれたシリンダーが回転し、変換された奇き蹟せきを〈聖十字の剣〉へ無む理り矢や理り固定する。

　大鎌の刃やいばに、聖なる銀ぎん炎えんが灯ともり、激はげしく燃もえ盛った。




【我らのPanem日用の糧を、nostrum今日我らにquotidianum与え給え。da nobis hodie:我らがEt dimitte人にnobis赦す如く、debita nostra,我らのsicut et nos罪をdimittimus赦し給え。debitoribus nostris.我らをEt ne nos試みにinducas引き給わぬようin tentationem】




　聖職衣カソツクと断罪衣イスカリオテをはためかせ、少年と人形は跳とんだ。

　刃の軌跡に、祈き禱とうが重なった。




【我らをSed悪よりlibera救いnos給えa malo】




　真っ向から叩たたき落とされた炎刃が、〈獣ベステイア〉の身体からだを左右に断ち割った。





５






　手て応ごたえは、重く、身体の芯しんまで伝わった。

〈獣ベステイア〉を両断し、地面まで食い込んだ衝しよう撃げきで、火傷やけどした手の平から大鎌が離はなれ、着地したイザヤもまたもんどりうって倒れる。

「っ……！」

　奥歯を嚙かみしめ、すぐに跳はね起きる。

　目の前で、両断された〈獣ベステイア〉は、銀色の炎に焼き尽くされていった。

「やっ……た……!?」

「……はい」

　同じく膝ひざをついたまま、ノウェムがうなずく。

　断罪衣イスカリオテはすでに展開を終わっていた。

　過剰な奇蹟の演算のため、収納さえまともにはいかなかったらしい。大きく広がっていた翼は、聖職衣カソツクの裾すそと半端に入り交じり、ぎこちなく傍かたわらに墜おちている。冷却剤もとうに蒸発しきり、聖せい霊れい機き関かんや内側のシリンダーは薄うすい煙さえあげたままだ。

　それでも、無表情な人形の横顔に、安あん堵どに似た何かが浮いているように思えた。

「これ……で……」

　人形の唇が、ほう、と柔らかな息をこぼそうとしたときだった。

　その、次の瞬しゆん間かんだった。




　世界に、ひびが入った。




「────っ!?」

　ずぶり、とイザヤの足が沈んだ。

　ひどくぬかるんだ地面に足首までを沈められ、少年は見下ろして、息を止めた。

　そこで、皺しわ深ぶかい老人の顔が嗤わらっていたのだ。

　いいや。

　顔は、ひとつではなかった。

　銀ぎんの炎の内側で、両断された〈獣ベステイア〉の裂け目から、人面は次々とあふれ出ていた。

　腫しゆ瘍ようのごとく、老若男女を問わずに膨ふくれ上がる。

　おびただしい人面が生まれては消え、暗黒の海やみわだのように広がっていく。

　そのすべてが、嗤っていた。




〝よコセ……〟




　どれかが言った。

　空気の振動ではなく、直接精神へ訴えかける『声』。まとわりついた濃のう厚こうで凶きよう暴ぼうな衝しよう動どうは、それだけで人間を狂わせかねない。

　次は、人面のすべてがそろって言った。




〝ヨこ……セ……〟




「……う……お……っ」

　そのおぞましさに、震ふるえたイザヤが口元を押さえ、人形であるノウェムさえ戦せん慄りつに身を強こわばらせた。

　大きく乱れを生じながら、人形の回路はこの怪異に対する答えを出した。

「喪そう神しん……現象……っ」

　元来、喪神現象とは、〈獣ベステイア〉が纏まとう『世界の歪わい曲きよく』に、人間の認にん識しきが崩ほう壊かいする現象のことだ。

　だが、もしもこの『世界の歪わい曲きよく』が〈獣ベステイア〉の身体からだにとどまらなければ？

　そのとき、喪そう神しん現象はひとつの地域全すべてを支配し、あらゆる住人を発狂させる。実際、これまで耐えられていたイザヤさえ、その現象を視界にいれただけで、極度の酩めい酊てい感かんに意い識しきを失いかけたのだ。

「ありえ……ません……」

　人形のデータは、否定する。

　そんな現象は、準三階位ですらありえない。

　現実に確かく認にんされたのはただ二度のみ。一度は聖戦の最中で、もう一度は特別指定教区のひとつが消滅したという最悪の結末を迎えた。

　しかし、目の前の現象は事実だ。

　準三階位よりさらに上を──正三階位どころか、確認された中では最高位にあたる準二階位に至らんとする凄すさまじい瘴しよう気きの密度。

　先の一いち撃げきが、甘かったわけではない。

〈獣ベステイア〉は確たしかに命脈を断たれ、死に瀕ひんしている。ならば、瀕死の〈獣ベステイア〉へそれ以上の活力を与えたものは……！




〝よコせ……！〟




　人面たちが叫び、波打って、怒ど濤とうのごとく大地へ流れた。

（食わ……れ……る……っ）

　イザヤは、硬直した。

　喪神現象による惑わく乱らんの上、足首を嗤わらう人面にくわえこまれ、逃げることすらままならぬ。殺到する人面たちの後ろで、抜ぬけ殻がらとなった〈獣ベステイア〉が崩れ落ちた。

　刹せつ那な。

「……ザヤ……様っ」

　もはや動けぬ人形が、倒れるようにして、少年の前に転がった。

「ノウェ……ム……っ！」

　人面が殺到する。

　彼らは、イザヤには目もくれない。

　断罪衣イスカリオテの使い手たる聖人は、〈獣ベステイア〉にとって最高の餌えさだ。機き械かいの四肢や強化骨格はともかく、それ以外の内ない臓ぞうや血肉はさぞ美味であろう。

　人形の身体からだが人面に埋め尽くされる。

　嗤う人面が、ノウェムを喰くらわんと集つどっていく。

　その狭はざ間まに消えていく人形の顔が、ひどくはかなく見えて、イザヤの脳のう裏りにある記き憶おくを明滅させた。




　──『良かった』

　はじめての料理を不ま味ずくないと言われたときの、笑顔えがお。




　──『あ、また反応がおかしかったのが私ですか？』

　首を傾かしげて、瞬まばたきした顔。




　──『なぜ、あなたがここに来てるんですか！』

　イザヤが来てると知ったときの、怒った顔。




「ノウェム！」

　少年が、手を伸ばす。

　人面に食い止められた膝ひざを強引にもぎはなした。

　ずるり、と皮と肉がいっぺんに裂けた。痛み以上に灼しやく熱ねつが骨の中心を貫つらぬき、足の裏から赤せき熱ねつした火ひ箸ばしでも突き込んだかのように少年を苛さいなんだ。

　それでも、少年は止まらなかった。

　たとえ手を伸ばした結果、自分も一いつ緒しよに貪むさぼり食われるとしても、止まれるはずがなかった。

（……こ……ん……なの……認め……ねえ！）

　認めない。

　認めるものか。

　こんな終わりなど。

　こんなカタチの結末など。

　たとえ自分がニセモノだとしても、できそこないの贋作フエイクだとしても、つぎはぎだらけのハッタリで、救いようも無いごまかしで、どうしようもない虚きよ偽ぎの固まりだとしても、こんな終幕を許せるはずがなかった。




「……力が、欲しいの？」




　誰だれかが言った。

　そのときには、人ひと影かげはすぐ隣となりに佇たたずんでいた。

「玻は……璃り？」

　イザヤは、目を疑った。

　ここに、いるはずがない。

　朱と鷺き頭とう玻は璃りは、カルロのそばで倒れているはずだ。

　なのに、黒い髪の少女は、足元の地じ獄ごくを天上の風景と言うかのように淡あわく微笑ほほえんだままで、もう一度訊きいた。

「……力が、欲しいのでしょう？　だって、あの子たちなんかよりも、あなたが一番強く私を呼んだもの。だから……」

　とろりとした、ひどく淫いん蕩とうなものを感じさせる声だった。

　そっ、と少女の指がイザヤの頰ほおへ触れる。かぼそい電流のようなものにイザヤが痺しびれた隙すきに、少女の顔が近づいた。

　人面が振り返った。

　すべての顔が、絶叫をあげた。




〝ヨコせ……っ！〟




　そのときには、もう遅かった。

「私が……あなたに……力をあげる……」

　濡ぬれた柔らかな感触が唇を離はなれ、少年はがくりと膝ひざをついた。

　同時、無数の人面が倒れたノウェムから剝はく離りし、玻璃とイザヤに向かって雪崩なだれのごとく流れた。おびただしい顔が舌を吐き出し、涎よだれを垂らし、まさしくあらゆる欲望を煮えたぎらせて、少女へと奔ほん走そうした。

　しかし、彼らは気づかなかった。

　膝をついたまま、ごお、と少年の纏まとう聖職衣カソツクが変化したのだ。

　理由は分からない。

　理屈は分からない。

　だが、十分だ。

「──起動せよ」

　うつむいたままの言葉を受けて、機き械かい音声が告げた。





「限定量子干渉場、固定。仮想数学領域より聖せい遺い物ぶつおよび規定状況のパラメータ注入。本座標において仮想現実・聖ゲオルギウスの第二種奇き蹟せきを起動。──すなわち三十八万七千三百五十三回の試行を開始します」






　人面は止まらない。

　たとえ準二階位に迫る瘴しよう気きを放とうとも、すでに彼らに知性は残っていない。

（断罪衣イスカリオテ……っ）

　切れ切れのイザヤの意い識しきに、ある知識が囁ささやかれた。

　この断罪衣イスカリオテの守しゆ護ご聖人は──聖ゲオルギウス。

　聖クリストフォルスと同じ十四救きゆう難なん聖人のひとりにして、ある国では軍神とまで讃たたえられた、竜を屠ほふりし最高位の守護聖人。

「さあ」

　と、少女が微笑した。

「…………く、あ」

　イザヤが手を持ち上げる。

　少年の意思というより、『力』に持ち上げさせられた。

　すでに、少年の身体からだには異常なまでの『力』が満ちていた。

　腕の神経と骨の間で、内圧が凶きよう暴ぼうに膨ふくれあがり、一刻も早く解き放たねば逆に少年を引きちぎりかねないほどに猛たけっている。肉を嚙かみ、骨を潰つぶし、〈獣ベステイア〉などよりも、その『力』の方が少年を喰くらっているようだった。




〝ヨこ……せエエええ……っ！〟




　その『声』へ向かって、少年は手をかざした。
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　渦うず巻まく『力』を必死に誘ゆう導どうする。奥歯を嚙かみしめ、脳を沸ふつ騰とうさせる熱ねつに耐え、螺ら旋せんの行く先をイメージする。

　たった一言の聖句に凝ぎよう縮しゆくする。

　断罪する。





「我われは模も倣ほうする──聖ゲオルギウスの槍やりを」






　光の槍が──爆はぜた。

　もはや光と熱ねつが、イザヤには区別できなかった。

　ただ瞼まぶたの裏が真っ白に染まった。

　人面の〈獣ベステイア〉も、微笑する少女も、『力』を放ったイザヤ自身すらも──何もかもが、光の洪こう水ずいの中に溶けていった。
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　壮絶な光の柱を、カルロも目視していた。

　玻は璃りの消失に気づき、よろめきながらもジェットコースターの管理室から離はなれたところであった。

「あれ……は……」

　光の正体を、カルロは知っていた。

　正せい確かくには、その光を生み出す模倣奇き蹟せきの正体を知っていた。

「……聖ゲオルギウスの……断罪衣イスカリオテ……」

　忘れるはずもない。

　それは、かつての『九瀬諫也』の断罪衣だったのだ。

（回かい線せん……復帰しました……クレメンティ枢すう機き卿きよう代行！　聞こえますか、クレメンティ枢機卿代行！　たったいま異端指定Ｅ06の反応が完全に消失しました……！　くわえて、たった今諫いざ也や様の反応が……）

　イヤホンから届く通信さえ意い識しきからは遠く、カルロは傷ついた身体からだで駆かけ出していた。




　そして──つかのま世界を覆おおった光もゆるやかに薄うすれ、すべては夜の闇やみの中へ消え去っていったのだった。
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　──夢を、見ていた。




　どこか遠い国の、教会のようだった。

　よく清掃された教会には、床ゆかにも窓まど枠わくにも塵ちりひとつ落ちてない。空気だってどこかしら清らかで、ステンドグラスの聖母さまもご満悦に見えた。

　こういう教会の神父なら、あの腐れ眼帯と違って、さぞ真っ当なのだろう。

　なんとなくそう思ったが、すぐ意見を撤てつ回かいする。

　祭さい壇だんのそばで、ちょうど神父が座っていたからだ。

　小さな女の子の相手をしていた。

　十一、二歳といったところか。ちょっとおしゃまな感じの白いドレスを着ていて、楽しそうに神父と話している。

　神父も若かった。

　少し癖くせのある黒髪。穏おだやかな眼まな差ざし。ひとつひとつの仕し草ぐさに、人の好よさそうな気配りが滲にじんでいる。さぞ信者には慕したわれていることだろう。

　女の子が駆かけていった後、神父はゆっくりと顔をあげる。

　むかつくことに、自分と同じ顔をしていた。

「──どうも」

　と、そいつは言ったように思った。

　何がどうもだ。

　ふざけるな。

　お前が途中退場なんざしやがったから、皆が迷めい惑わくしてるんだろうが。俺おれみたいなニセモノで、どうやって誤ご魔ま化かすつもりだ。さっきだって、お前がいたらこんな苦労はしなかったろうに。

　すると、そいつは困った顔で微笑して、胸の十字架へ人差し指と中指で触れたのだ。

「僕だって似たようなものですよ」

　何がだ。

　お前は、紛まごうことなき英雄だろうが。

　でなきゃあ、あんな断罪衣イスカリオテなんて──

「分かってるくせに。それこそ成り行きです」

　と、そいつはますます困った顔になった。

「僕はその成り行きを、その偶ぐう然ぜんを続けなければならなかった。それだけですよ」

　…………。

　その言葉に、一いつ瞬しゆん絶句してしまった。

　本物と、ニセモノとの違い。

　あの腐れ眼帯が言っていたこと。

　──成り行きでも出任せでも、そういう風ふうに演じてしまった。だから続けた。それだけのことだったのかもしれません。

　あれが、本当だったとしたら。

「お、前は……っ」

　はじめて、呼びかけようとした。

　しかし、それが伝わるより先に、神父はこちらの背後へと視し線せんを向けた。

「ほら、お迎えが来たみたいです」

　振り返ると、眩まばゆい光が満ちていた。

　その光の中から、しなやかな手が伸びていたのだ。

　機き械かいの手だった。

　人工皮ひ膚ふがちぎれて、ケーブルやら機械やらが剝むき出だしになっている。それでも、その手は一いつ生しよう懸けん命めいにこちらを求めていた。その仕し草ぐさがあまりに一いち途ずで、あまりにひたむきで、悔しいのだが胸が詰まってしまった。

「では」

　神父の顔が遠ざかる。

　くそ、待て。

　てめえには言いたいことが死ぬほど──

　しかし、その腕は──誰だれよりも力強く少年を引っ張り上げて──
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　瞼まぶたの裏に、光が透すけた。

　穏おだやかな陽ひ射ざしの向こうで、誰かが自分の手を握っている。

（病室……か……）

　見覚えはある。

　教団の、医い療りようフロア。

　ぼんやりと、握った手を見やる。

　細い指だという印象が強かった。硝子ガラスか水晶でできたような、強く握れば折れてしまいそうなほど、かぼそい感触。白くて清せい潔けつ感かんのある部へ屋やに、長い黒髪が揺れていた。

（っ──）

　そこで、微睡まどろんでいた少年は目を剝いた。

「玻は、璃り……っ!?」

「は、はい！」

　呼ばれて、直立不動で少女が立ち上がる。

　手を握ったまま、こちらをベッドから引きずり出しかねない勢いで直立したのは、まぎれもなく朱と鷺き頭とう玻は璃りであった。

　唇を押さえて、イザヤが呻うめく。

　あらゆる動揺を断ち、『九く瀬ぜ諫いざ也や』としての仮面をかぶるまで数秒。

　その数秒を、少年が現状を把握するまでの時間ととらえたのか、辛しん抱ぼう強づよく待ってから玻璃は訊きいた。

「イザヤ兄にい様さま、あの、私が分かりますか……？」

「あ、ええ……もちろんです」

　少年の答えに、少女が胸を撫なで下ろす。

　真しん紅くのドレスではなく、白い患者服であったが、それで少女の気高さが損そこなわれることはなかった。むしろ胸元で拳こぶしを握った姿には、どんな宝石にも代かえ難がたい美しさがあった。

「ごめんなさい」

　と、少女は呟つぶやいた。

「本当に、ごめんなさい。私、囮おとりになるとか言ったのにずっと倒れたままで……結局、イザヤ兄様とノウェムに助けてもらって……」

「え……？」

　イザヤが、瞼まぶたを瞬しばたたかせる。

　話が合わない。

　自分の最後に見た景色けしきと、少女の言葉が一致しない。

「玻璃さん……あの……〈獣ベステイア〉のことは……」

　最後まで訊くことはできなかった。

　部へ屋やには、もうひとつ気配けはいがあったのだ。

「カルロ」

「これはどうも」

　すぐ近くの壁かべ際ぎわで、眼帯の神父が一礼したのである。

「玻璃さんがお見み舞まいに来たいというので、付き添いでして。いや、気が付いたようで本当に良かった。医い療りよう班はんもそろそろ目覚める頃ころだとは言っていたのですけどね」

　のんきに笑って、青年は隣となりの少女へ水を向ける。

「玻璃さんも、まだ検査が残ってるでしょう。こちらは私がいますから、先にどうぞ」

「あ……はい」

　小さく、玻璃がうなずいた。

「じゃあ、イザヤ兄様、また来ます」

　かすかな音を立てて自動ドアが開き、少女の背中がその向こう側に消えた。

　それから、

「さて」

　と、眼帯神父はベッドの隣となりの丸まる椅い子すに座り込んだ。

　何を言い出すかと思ったら、そのままがくりと肩を落とした。

「……ああ、ちょっと疲れました。スタッフにこってりしぼられちゃいましたよ。赴ふ任にん早々、万全でない諫いざ也やくんに何度も頼るなんて何事だって。キミが来て以来、私の評価は墜おちる一方です」

「そのまま総スカンくらって、どぶ川の底にでも沈んでくれれば、俺おれも快眠できるな」

　早速優ゆう等とう生せいの顔を脱ぎ捨て、唇を歪ゆがめたイザヤに、青年は苦笑した。

「一応、キミよりも重傷なんで、手加減してもらえるとありがたいのですが」

　そう言ったカルロの聖職衣カソツクの喉のど元もとからは、白い包帯が覗のぞいていた。

　実際、重傷には違いあるまい。

　へらへらと動き回っているのは、彼自身でなければできぬことが多すぎるからだ。

　たとえば……玻は璃りの監かん視しも、そうだろう。

「で……本当のところ、何があったんですか？」

　と、カルロが問うた。

「玻璃に訊きかなかったのか」

「彼女は、何も覚えてないそうです」

　青年神父は軽く肩をすくめた。

「ほとんどの検査は終わってるんですけどね。心理テストも含め、まったく異常ありませんでした。代わりに、あなたが着ていたのがこれです」

「っ──！」

　カルロの差し出したものに、イザヤが奥歯を嚙かんだ。

　いささかアレンジの利いた──しかし変哲もない聖職衣カソツクとしか思えない服を、青年は掲かかげたのだ。

　その衣の正体を、イザヤは嫌いやというほど知っていた。

「『九く瀬ぜ諫也』の断罪衣イスカリオテです。聖戦以来、九瀬諫也とともに行方ゆくえ不明になっていた品ですよ」

「……行方ゆくえ不明に？」

「ええ」

　と、カルロはうなずいた。

「私のような重機甲型とも、ノウェムのような電脳型とも異なる原型オリジナル。一応点検してもらいましたが、聖せい霊れい機き関かんや秘ひ蹟せき形態への展開機構にも異常ないそうです。もっとも第一世代の断罪衣イスカリオテは今じゃブラックボックスだらけなもので、最低限の検査しかできませんでしたけど……さて、どうしてあんな場所にあったんでしょうね？」

　本当に不ふ思し議ぎそうに、眼帯の神父は首を傾かしげた。

　隻せき眼がんが、少年を覗のぞき込む。

「どうです？　何か覚えてますか？」

「……何も覚えてねえよ」

　一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよだけで、イザヤはかぶりを振った。

「ノウェムがあの化け物をやっつけて……それだけだ」

「なるほど。分かりました」

　と、あっさりカルロは引き下がった。

　意外なぐらいのあっけなさで、踵きびすを返す。

　断罪衣イスカリオテを置いたままだった。

「おい、それ」

「あなたに差し上げます」

「いいのかよ。目玉が飛び出るほどの貴重品とか言ってなかったか？」

「断罪衣イスカリオテにもひとつずつ適性がありますからね。要はオーダーメイドです。資格がある聖人でも、自分以外の断罪衣イスカリオテは無用の長物ですよ」

　それに、とカルロは付け加えた。

「もしかしたら──あなたなら使えるんじゃないかと思いまして」

「絶対に使わねえ」

「それは残念」

　苦笑を深めて、カルロもまた病室を出たのであった。
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　病室を出て、カルロ・クレメンティ枢すう機き卿きよう代行はエレベーターに向かった。

　やらねばならぬことは多い。

　崩ほう壊かいしたレジャーランドについての情報操そう作さ。教団上層部に送る〈獣ベステイア〉との交戦記き録ろく。よりにもよって、このタイミングで〈獣ベステイア〉が現れたことについても、綿密な調ちよう査さが必要だろう。半壊した〈槍ランス〉の第五部隊についても再さい編へんと補充をかけなければならない。

　ふと、グラント神父のことを思い出した。

　二年前の聖戦が懐なつかしく思えると、〈獣ベステイア〉に喰くらわれた先せん輩ぱいの神父は言った。

　だが、カルロはそう思わない。

　聖戦は続いている。

　カルロの中で、ずっと続いている。

　この都市を護まもる戦いだって、そのひとつだ。

　そのために必要なら、どんな手段も自分は拒こばむまい。

「……ええ。だから、協力してもらいますよ、イザヤくん」

　と、カルロは呟つぶやいた。

　足早に廊下を歩む青年神父の横顔は、敬けい虔けんな神父というよりも、大隊を率いる将官のごとき厳きびしさを漂わせていた。
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　ひとりになって、イザヤは手を陽ひ射ざしに透すかしていた。

　ぼんやりと、考えている。

（何も……覚えてない……か）

　玻は璃りのこと。

　自分のことが人か〈獣ベステイア〉か分からないと、それでも戦いたいと打ち明けた少女と──その変へん貌ぼう。

　いいや。

　それだけではない。

　やっと気づいたが、イザヤの手には火傷やけどがなかった。

　あの大おお鎌かまを握ったとき、確かく実じつにひどい火傷を負ったはずだ。指の一本や二本使えなくなる覚悟だってしていた。両足だってあの人面に嚙かみ裂かれて、ずたずたになったはずだった。

　それが、この通りだ。

　傷どころか、痛みの欠片かけらさえ残ってない。

（ろくでもねえ）

　本当に、ろくでもない。

　何もかも、噓うそまみれで、秘密だらけだ。

　そして、自分もそのおびただしい噓のひとつなのだ。

「……ふん」

　そこまで考えたところで、イザヤは鼻を鳴らした。

　さっきから、扉とびらの向こうを右往左往している人ひと影かげが目についたのだ。

「いいから入れ」

　と、声をかけた。

　すると、きっかり三秒の間をおいて、小こ柄がらな人影が入ってきたのだ。

　無む論ろん、ノウェムであった。

「何してんだ、お前」

「ガラス越しの影から、イザヤ様が考え中と判断しました。妨害をしないのが最善かと」

　間違ってはいないのだが、微妙にずれている。

　ため息とともに、横目でじろりと観かん察さつする。

　病室を出る直前にカルロから無事を聞いてはいたが、見る限り、負傷らしい点は見あたらなかった。

「四肢の接続はすぐに終わったのですが、ほかの回路のチェックやオーバーホールで手間取りました。イザヤ様の目覚めに間に合わなかったことをお詫わびします。幸い、断罪衣イスカリオテにも私の機き能のうにも修しゆう繕ぜん不能な箇所は発見されませんでした。生体部分の修復にはまだ二週間ほどかかると思いますが問題ありません」

「奇き蹟せきの代だい償しようも、か？」

　少年が訊きいたのは、カルロの眼帯を意い識しきしてのことだった。

　人形は、小さくうなずいた。

「稼か働どうしてから、断罪衣イスカリオテを起動したのは二度きりなのが私です。二重起動を合わせても三度。この程度なら、すぐさま問題は発生しません」

「なら、いいさ」

　玻は璃りのことを尋たずねようかとも思ったが、あのとき、すでにノウェムは停止していた。

　まして、俺おれに手を差し出す夢を見たか、なんて訊けるはずもない。それはまあ脳は生体なんだから見るかもしれないが、人形にそんな質問はちょっと哲学じみている。

　すると、今度はノウェムの方が口を開いた。

「やはり、逃げないのですね」

「今いま更さらだろ」

　と、イザヤは頭を搔かいた。

　ニセモノを演じること。

『九く瀬ぜ諫いざ也や』という、御みさ陵さぎ市しで最大の噓うそ。

　──ただ。

　そんなに、嫌いやな気分でもなかった。

　夢の中で、あいつが言っていたように、本物というのがただ成り行きを続けただけというのなら、その先を自分が続けても悪くはないだろう。

（……他ほかにすることもねえしな）

　ただの仮面でも。

　ただのニセモノでも。

　そこに確たしかな意味があるなら、イザヤは救われたような気分になれた。

　誰だれでもないより、誰にも振り返られないより、ずっといい。

「…………」

　人形が、数秒瞼まぶたを閉じてから、言う。

「もうひとつだけ、うかがってよろしいですか？」

「何だよ」

「イザヤ様の本当の名前は、なんとおっしゃるのでしょう？」

「なんで、そんなの訊ききたがる？」

「いけないでしょうか」

　人形の声こわ音ねはいつも通りなのだが、何な故ぜか残念そうな響ひびきを感じ取って、イザヤはため息をついた。

　どうして、この人形をうまくあしらえないのだろう。

　噓うそも詐さ術じゆつも、得意なはずなのに。

「九く瀬ぜ勇ゆう哉や」

　と、呟つぶやいた。

「クゼユウヤ。字はどう書くのですか？」

「勇気の勇に、古文とかで使う哉カナだよ」

　手を振って答える。

　すると、人形はおかしなことを言った。

「ああ……では、イザヤは本当にあなたの名前でもあるのですね」

「は？」

「だって、勇哉はイザヤとも読めるでしょう。これからイザヤ様を呼ぶときは、『九瀬諫いざ也や』ではなく、あなたの名前を呼べると考えるのが私です。よろしいですか、イザヤ様」

　そんな馬ば鹿かげたことを言われて、もっと馬鹿げたことに、少年は何も言えずに硬直した。

　だって、そうだろう。




　この都市に来て、はじめて自分の名前を呼んだそれは──まるで童女のように透明極きわまりない笑顔えがおだったのだから。





〈了〉　　










あとがき






　こんにちは。三田誠です。シリーズの最初なので、念のため書いておくと三田誠は『さんだまこと』と読んだりします。本屋だと、たまに「ま行」の棚に並んだりしますが、ご愛あい敬きようと思って御救済（ご購こう読どく）いただけると幸いです。




　さて、本ほん編ぺんですが。

　ようやっと始められた……という感慨が個人的にはあったりします。

　もともとの構想を思いついたのは、もう三年ほど前になります。

　僕は別の文庫で『レンタルマギカ』という異い種しゆ魔ま法ほう格かく闘とう物をやっているのですが、この資料を集めたり、いろんな講義を受けるうち、その裏に存在するもうひとつの要素に行き当たったのがきっかけです。

　多くの逸話や民間伝承が渾こん然ぜん一いつ体たいとなった、巨大な思想基盤。

　宗教というとなんだか堅苦しいのですが、難しいことを言わなくても、聖人の伝説や奇き蹟せきは胸むね躍おどるものです。たとえば、二十世紀になって聖人と認定されたジャンヌ・ダルクの伝記なんかは、好きな人も多いんじゃないでしょうか。




　なんか面おも白しろい話に仕立ててみたいなと思って、ずっと機き会かいをうかがっていたのですが……どうもできあがってみると、自分の好きなモノをしっちゃかめっちゃかに突っ込んでしまった気もします（笑）。

　実際、イザヤのニセモノぶりや、ノウェムの一途、カルロのうさんくささ、玻は璃りの激情、どれも書くのが楽しくてなりませんでした。

　聖人と怪物、都市と闘争、そして噓とニセモノの物語。

　皆さんに楽しんでいただければ良いのですが。




　最後になりましたが、イラストの岸きし和わ田だロビンさん（ルクスペインから大好きでした）、ラテン語など神学考証を引き受けてくださった三み輪わ清きよ宗むねさん、しょっちゅうずれるスケジュールを調整してくださった担当のＹさん、いくつかの重要なアイデアを出してくれた友人のＹ君、そして読者の皆様に最大級の感かん謝しやを。

　また、次の物語でお会いできると嬉うれしく思います。




　二○○八年九月


ヤコブス・デ・ウォラギネの『黄金伝説』を読みながら



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「三田 誠先生」係

「岸和田ロビン先生」係
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三さん田だ 誠まこと

兵庫県在住。原稿にのたうちまわりながら「カドゥケウス２」や「ペルソナ４」に明け暮れる日々。ひさしぶりの新シリーズとなりますが、どうぞよろしくお願いします。
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広島県生まれの、フリーのイラストレーター。主な挿絵作品は「交響詩篇エウレカセブン」シリーズ、「シャルロット・リーグ」シリーズなど。
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